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　プロローグ




　漫まん画がや映画などの題材として大人気の吸きゆう血けつ鬼き。

　そんな幻想フイクシヨンが今や現実ノンフイクシヨンとなってしまった。

　人間と吸血鬼は古来より血みどろの闘とう争そうを繰くり広げていた。ただしそれは大々的なものではなく、社会の裏側にて人知れず行われる暗あん闘とうの類。吸血鬼という異い端たんが世間に認にん知ちされるなど、絶対にあってはならない。

　しかしＳＮＳの普ふ及きゆうが、それまでの規則ルールを木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだいた。

　誰だれもが瞬しゆん発ぱつ的にリアルタイムを実じつ況きようできる環かん境きようが整い、不特定多数と不特定多数が浅く広くつながり合う情報化社会の中で、圧あつ倒とう的存在感を放つ吸血鬼を隠いん蔽ぺいするのはもはや不可能だった。

　時代の流れに乗った吸血鬼はその存在を世界に知らしめた。

　俗ぞくに『吸血鬼の春』と呼ばれる現在まで継けい続ぞく中ちゆうの社会現象である。

　にわかには信じ難がたいが、彼らは確かにそこにいる。書物の中に封ふうじられた想像の産物ではなく、間ま違ちがいなく現実を闊かつ歩ぽしているのだ。

　とても恐おそろしい。

　だが同時に、惹ひかれもする。それも強きよう烈れつに。

　彼らはただ存在するだけで、退たい屈くつな現実を生きる人間に絶えず影えい響きようを及およぼす。積極的に接触しようとせずとも一目見ただけでもその者の人生観を一変させ、それまでの世界を引っくり返してしまう。

　吸血鬼とは劇物なのだ。

　扱あつかいには細心の注意と相応の覚かく悟ごがいる。

　軽い気持ちであちら側に踏ふみ込んだ者の末路は決まって悲ひ惨さんだ。

　しかし、人間の愚おろかな憧あこがれは留とどまることを知らない。

　そして、そんな憧れに面おも白しろ半分で応こたえようとする吸血鬼。

　何とかしなくては。

　手段を選ぶ時期はとっくに過ぎている。

　それこそ劇物を用いてでも、この現状を正さなくてはならない。










　第一章　風紀の乱れ




　月の光も届かぬ真っ暗くら闇やみの路地裏を一人の男が駆かけ抜ぬける。

「はあっ……はあっ……」

　五月中ちゆう旬じゆん。暦こよみの上では夏に入ったものの、夜は未いまだ涼すずしく過ごし易やすい。

　それなのに、平へい凡ぼんな顔立ちには汗あせが浮うかび、苦く悶もんに歪ゆがんでいる。

「はあっ……はあっ……はあっ……はあっ……」

　路地裏を走る者は二種類に分けられる。

　追う者と追われる者。

　男は後者。どう見ても後者。

　先の見えない暗がりを走っているというのに、前方よりも背後にばかり意識が向いているのが何よりの証しよう拠こだ。

　そして後者がいるなら、当然、前者がいる。

「待てこら！」

　路地裏に幾いく人にんかの男女が殺さつ到とうした。

「止まれぇ！」

　待てと言われて待つ馬ば鹿かも、止まれと言われて止まる馬鹿もいない。

　男はさらにスピードを上げ、まさしく疾しつ風ぷうのように路地裏を駆け抜ける。

　逃とう走そう者と追つい跡せき者の距きよ離りが再び空くが──

「よし、追い込んだぞ！」

　前方に人の壁かべ。挟きよう撃げきだ。

　もはや命運は尽つきたかと思われたが、男は驚おどろきの行動に打って出る。

「おあああああああああああああああああ！」

　まさかの正面突とつ破ぱ。

　常識的に考えれば愚ぐ策さくの一言だが、ここでありえない結果が巻き起こる。

「邪じや魔まだああ！」

　まるでトラックの衝しよう突とつだった。大の男が宙を舞まう。尋じん常じようならざる膂りよ力りよくが発揮され、人の壁は障子紙のようにあっけなく破られた。

「ぐっ……、バケモノめ！」

　背中に悲鳴を浴びながら、男は笑みを浮かべていた。

　──逃にげ切れる。

　所しよ詮せんは人間なのだ。『力』を手に入れた自分とは違い、連中は吹ふけば飛ぶ脆ぜい弱じやくな人間にすぎない。ここに至ってようやく確信を持てた。すでに自分は下等種族の呪じゆ縛ばくから脱だつ却きやくし、偉い大だいなる高位存在へと生まれ変わったのだ。

「そうだ。そうなんだよ。もう誰にも俺は止められないんだ！」

　速度も筋力も明らかに人間の域を逸いつ脱だつしているが、男の容姿は人間と何も変わらない。あえて特とく徴ちよう的な点を挙げるとすれば、少々発達した二本の八や重え歯ばくらい。

「ギャハハハハハハハハハハハハハハハ」

　感情が溢あふれる。

　楽しい。嬉うれしい。面白い。

　あんなにもつまらなかった世界が光り輝かがやいて見える。

「ハ──」

　ただし、突とつ然ぜん目の前に現れた地面が全てを台無しにした。

「ハ？」

　要は転んだのだ。

　受け身どころか手をつくことすらできず、男はアスファルトの地面に顔面から盛大に突つっ込こんだ。

「ごぶあっ！」

　万ばん能のう感に酔よいしれた矢先の珍事ハプニング。

　何かに躓つまずいたのか？

　足元を確認する。

　怪あやしいものはなかったが、本来あるはずのものがなかった。

　転ぶのは当然だった。男の片足の膝ひざから下がごっそりとなくなっていたのだから。

「え、あ、う、ぎゃ、ああああああああああああああああああああああああああ！」

　絶ぜつ叫きようが路地裏を駆け巡めぐる。

「ふむ、なるほどなるほど」

　言葉にならない苦痛を訴うつたえる哀あわれな男に、声をかける者がいた。

「再生は、しないのか。そんなランクか」

　ペンキをぶちまけたかのような鮮あざやかな赤あか髪がみの少年だった。

　年の頃ころは十代の半ばを過ぎた辺り。詰つめ襟えりの真っ黒な学生服を纏まとっており、髪色以外はどこにでもいる高校生といった風ふう体てい。

「花はな房ぶさ美み津つ流る。二十一歳。紅あか鐘がね学院大学経営学部三年生。尾お妻づまゼミ所属。テニスサークルと軽音クラブを兼けん部ぶ。備考、彼女なし」

　自分の個人情報を羅ら列れつされたことで、花房と呼ばれたその男は痛みで飛びかけた意識を無む理り矢や理り現実に引き戻もどされた。

「何だ、テメェは……」

「初めまして。僕の名前は新しん宮ぐう伊い吹ぶき。血けつ戦せん局きよくの者です」

「血戦局だと、クソッ、あの邪じや魔ま者もの連中の仲間か」

「それと、君の片足を吹っ飛ばした張本人でもある」

「テメェ……っ」

　男は怨えん嗟さに満ちた視線を向ける。

　しかし、新宮と名乗った少年は平然と受け止め、軽い調子で質問をする。

「ところで、どうかな？」

「あぁ？」

「絶体絶命の危機に直面して秘められし能力が覚かく醒せいしそうだとか、既き存そんの能力がパワーアップしそうだとか、そんなワクワクな雰ふん囲い気きがあったりしないかな？」

　少年が何を言っているのかはわからないが、癇かん癪しやくを起こすにはそのずけずけとした物言いだけで充じゆう分ぶんだった。

「何をわけのわからないことを言ってやがる！」

　無様に這はいつくばっていた男は怒いかりに任せて強ごう引いんに立ち上がる。膝から下のない片足から滝たきのように血を垂れ流しながらも、ボディバランスではなく足の握力によって地面を踏みしめる。

「さすが。転生したばっかりとはいえ、それだけの『怪かい力りき』を持ってるなら、うちの新人班が軽く蹴け散ちらされたのにも納なつ得とくできる」

　ぱちぱち、と二回だけ乾かわいた拍はく手しゆを少年は送る。

「それだけに残念だよ。そんな素す晴ばらしい特とく殊しゆ能力を持っていながら、あんな事件を起こすなんて」

　事件。少年の言葉に男の耳がぴくりと震ふるえた。

「紅学サークル棟とう襲しゆう撃げき事件。外がい壁へき半はん壊かい、内装全損、生徒百五十七名が重軽傷」

「よく知ってるじゃねえか。もしかして俺ってばもう有名人になってたりする？」

「ワイドショーで緊きん急きゆう特集されてたよ」

「やっぱりな！　そりゃあ俺みたいなスターをマスコミが放っておくわけないよな」

　意い地じ汚きたなく笑う男に対し、少年は無表情で問う。

「何であんなことを？」

「俺に相応ふさわしい正当な評価を得るために、社会へ問題提起してやったんだよ」

　男が浮かべた薄うすら笑いは、異サ常イ人コ格パ者スの表情だった。それは、薄っぺらな人間の表情である。

「なるほど。君がどんな奴やつなのかわかったよ」

「そうだ。選ばれし者である俺をそこらの凡ぼん俗ぞくと一いつ緒しよにしてもらっては──」

「このクソ野や郎ろうが」

　少年は吐はき捨てるように言う。

「お前は選ばれし者でも何でもない。たまたま拾ったオモチャを闇やみ雲くもに振ふり回しているだけのクソガキだ」

　軽けい蔑べつの念を隠かくそうともせず、少年は言葉を刃やいばに変えて相手のコンプレックスを抉えぐる。

「所詮その程度なのさ。誰だれもが羨うらやむ特殊能力を獲かく得とくしたっていうのに、きっとお前は何も変わってない。変わったところといえば、精々その二本の牙きばくらいじゃないかな」

「おい、黙だまれよ」

「それにしても、見れば見るほどつまらない顔をしてるなあ。凡ぼん庸ようを絵に描かいたギャルゲの主人公のパラメーターを全部ワンランクダウンさせたみたいな、面白味ってものがまったくない。十じつ把ぱ一ひと絡からげの端モ役ブにも劣おとる驚きよう異い的な無個性っぷりだ」

「黙れって」

「そんなんだから彼女ができないんだ」

「……殺す」

　バギリ。恐おそろしい音がした。

「殺す殺す殺す殺す殺す殺す。この俺を馬鹿にする馬鹿は誰であろうとぶっ殺してやる」

　片足に渾こん身しんの『怪力』が込められ、鷲わし摑づかみにされた地面に放射状の亀き裂れつが走る。

「イキがるなよ」

　しかし、少年はまるで動じない。

「その程度なら、あと一発で充分かな」

「舐なめるなあああああああああああああああああああああああああああ」

　怒りの全てをエネルギーに変へん換かんし、爆ばく発はつ的な速度で飛びかかる男。

　だが──

「はい終わり」

　少年の言葉通り、男の命は次の瞬しゆん間かんにはあっけなく散った。
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　対吸きゆう血けつ鬼き戦略執しつ行こう局。

　通つう称しよう、血戦局。

　社会に蔓延はびこる吸血鬼の毒どく牙がから社会秩ちつ序じよを守るために設立された特務機関。

　その本部があるのは、東京は秋あき葉は原ばらの一等地。

　そびえ立つ高層ビル群の中でも文字通り頭一つ抜ぬけた超ちよう高こう層そうビルこそが、血戦局の本部である。

　夜の住民である吸血鬼に対たい抗こうする意思を示すためか、このご時世にあっても全フロアに四六時中明かりを点つけている。

　そしてその内部では、タクティカルベストの黒服が慌あわただしく行ゆき交かっている。一見すると警察官や自衛官のような雰囲気もあるが、彼らの多くが携たずさえているのは銃じゆう火か器きではなく、銀色の長物や巨きよ大だいなトンファーである。さらに目を向けてみれば、年代物アンテイークの鎧よろい兜かぶとに身を包んだ白騎き士しの姿すらある。

　こんな胡う散さん臭くさい空間なら、赤髪の学生服が歩いていても何の違い和わ感かんもない。

「今日も今日とてハロウィンみたいだ」

　真夜中にもかかわらず絶賛稼か働どう中の職場を眺ながめ、新宮伊吹は呆あきれの言葉を口にした。

「渋しぶ谷やのクラブＦＡＮＧに吸血鬼が潜せん入にゆう！　イベント参加者の半数が転生させられた！」

「っざっけんな、その規模に対応できる狩しゆ猟りよう部隊はもう出で払はらってるだろ！」

「警護部に応おう援えん要よう請せい！　畑はたけ違ちがいだろうが関係ない！」

「つーか、夜間のイベントはなるたけ自じ粛しゆくしろっつってんのに、誰も守りゃしねーな！」

　本部ビルは上を下への大おお騒さわぎ。特別珍めずらしい事態ではなく、これが血戦局の日常。昨日も一昨日も一週間前も似たような光景が繰くり広げられていた。

　しかし、誰も慣れてはいない。むしろ大多数がウンザリしている。世間の常識から切り離はなされた仕事ではあるものの、ここ最近の活動内容はさすがに目に余る。ブラック企き業ぎようも真っ青の超過労働オーバーワークである。

　伊吹自身も日々激務に追われ、そろそろ目ま蓋ぶたが重い。自らの仕事は一段落したので仮か眠みん室で小休きゆう憩けいを挟はさもうかと思っていたのだが、本部に戻ると珍しく直属の上司からお呼びがかかった。

　無視するわけにもいかず、伊吹はエレベーターに乗った。

「失礼します」

　最上階の一室。『長官室』と刻まれた大理石のプレートがかけられている。

　室内は機能性のみを求め、遊び心は一いつ切さい見受けられない。特筆すべき点といえば、デスクの上に林立するエナジードリンクの空あき缶かんくらい。

「はいはい、ご苦労様」

　そのデスクにて待っていたのは伊吹と同じ高校生年代の少女。

　くたびれたスーツの上に朽くち葉ば色の大おお仰ぎようなロングコート。ただ、年ねん齢れいに見合わぬその格好よりも実は目の下の濃こい隈くまの方が目立っている。溢あふれ出る疲ひ労ろう感はここ本部ビルにいる誰よりも重苦しい。

　唯ゆい一いつの洒落しやれっ気である右手人差し指の髑どく髏ろを象かたどった指輪も、この少女の場合はひたすら不ふ吉きつな印象を与あたえてくる。

「いやいや、何を普ふ通つうに労ねぎらってるのさ。あんな残飯処理を押しつけておいて」

　伊吹は文句を言うが、少女はさらなる文句で切り返す。

「迅じん速そくに動ける人員がアンタくらいしかいなかったんだから、仕方ないでしょ」

　彼女こそが伊吹の上司。血戦局の司令長官、つまりは最高責任者。

　名を平ひら逆さか葉は月づき。呪じゆ術じゆつの名門、平逆家が輩はい出しゆつした才さい媛えんである。

「葉月は僕のことパシリにしすぎだよ」

「伊吹は放っておくと仕事を選より好ごのみしすぎるから、長官のアタシがきっちり管理してあげてるんでしょ。菓か子し折おり持参で感謝されるならわかるけど、文句を言われる筋合いはこれっぽっちもないわ」

「選り好みしてるんじゃない。自分に、そして相手に正直なだけだよ」

「それを選り好みって言うのよ」

　非常識が横行する退たい魔ま業界は徹てつ底ていした実力主義を採用している。たとえ若じやく年ねんであろうと、前司令長官を追い落とした葉月の実力に疑いの余地はない。血筋からか特務機関を率いるに相応しい『格』も持ち合わせているため、その立場に関する異論は微び々びたるもの。

　ただし、曰いわくしかない経歴なので周囲からは敬遠されている。

　数少ない例外の一人として、同期かつ同年代で、同じく若年でありながらそれなりの立場にある伊吹とは気安い関係を築いている。毎日連れん絡らくを取り合っているわけではないが、顔を合わせればそれなりに会話が盛り上がる。

「そう言えば、あの話、長官殿どののお耳にはもう入ってる？」

「どの話よ？」

「先週、東京の吸血鬼事件の発生件数が、ニューヨークを抜いて世界第一位に躍おどり出たって話」

「ああ、その話……」

「ついにって感じだよね」

「何を嬉うれしそうにしてるのよ。血戦局にとってはこれ以上ない恥はずべき記録じゃない」
















「どんな分野でも一位になるってのは良いことじゃないかな？」

「どんな分野でも例外はあるわよ」

「でもさ、予想外ってわけでもないよね。吸血鬼の存在が明るみになってから数年、ニューヨークがトップの事件発生件数をほとんど横ばいで維い持じしてた一方で、東京は天てん井じよう知しらずの右みぎ肩かた上あがり。合衆国の牙が城じようを崩くずす日は、遠からず約束された未来だったんだよ」

　そんな伊吹の意見は間違っていない、というか現実だった。

　東京は反吸血鬼アンチ・ヴアンパイア団体の老舗しにせにして最大手である『修道院』の勢力がついに根づかなかった土地である。完成度の高い戦略ノウハウを持つ巨大勢力との連れん携けい不足、それに伴ともなう情報不足から、東京における吸血鬼対策の確立は遅おくれに遅れた。

　また、この極東の地では常人には理解し難がたい奇き妙みような偶サ像ブ文カ化ルが発達しており、大衆は驚おどろくほど吸血鬼に寛かん容ようだった。

　結果、多くの吸血鬼の発生・流入を許し、今日に至る。

「……ねえ、最近東京が何て呼ばれてるか知ってる？」

　葉月が問い、伊吹が即そく答とうする。

「吸血都市」

「そう、吸血都市。魔ま界かい都市ならともかく吸血都市。都市そのものが人間の血を吸い上げてるんですって」

　吸血都市。またの名を吸血天国。

　つまり吸い放題。吸血鬼はドリンクバー感覚で東京を利用しているらしい。

「都市情勢があまりにも不安定だからって、オリンピックの開かい催さいが中止になったもんなあ」

「その話題を広げないでよ。あの日のショックが蘇よみがえるから」

　伊吹にとっては笑い話だが、葉月にとっては未いまだ消化しきれない忌いまわしい記き憶おくだった。

　栄えい誉よある開催都市の権利を吸血鬼のせいで剝はく奪だつされたあの日。人間社会を守るために粉ふん骨こつ砕さい身しんの意気で働く血戦局うちにしてみれば、屈くつ辱じよく以外の何ものでもない。

「本当、世も末だ。このままじゃ、次のオリンピックを迎むかえる前に東京は陥かん落らくするよ」

　第三者的な伊吹の言葉は決して冗じよう談だんではない。吸血鬼犯罪に歯止めをかけなければ、東京はいずれ人の尊厳が失しつ墜ついした死都と化す。

「最高責任者として、局の方針とかを一回見直した方がいいんじゃないかな？」

「そうそれ！　まさにその話をするためにアンタを呼んだの」

　何気ない伊吹の皮肉に、葉月がばっくりと食いつく。

「ねえ、伊吹。アンタは血戦局の今後についてどう考えてる？」

　これまた大おお雑ざつ把ぱな話だが、いやに改まった口調だったので、伊吹は忌き憚たんのない意見を述べてみる。

「まあ、まず何よりも優先すべきは人材確保及および戦力強化だろうね。ここのところの超過労働オーバーワークは過か酷こくなんてレベルじゃない。由ゆい緒しよ正ただしい専門家だけに任せてもまったく手が足りてないから、吸血都市だなんて揶や揄ゆされるんだよ」

　今度は皮肉でも何でもない。純然たる事実。

「とはいえ、人材不足は退魔業界の宿命で、血戦局が創立時から抱かかえる悩なやみの種だからなあ。一いつ朝ちよう一いつ夕せきで解決できるなら苦労しないか」

　ヴァンパイアハンター。現在では猟血官ハンターと呼こ称しようされる退魔師は、残念ながらそう易やす々やすと育たないのだ。

　吸血鬼とは混キ合メ種ラの完成形にして決定版。保有する属性は画一的ではなく、個体毎ごとに大きな差異がある。それ故ゆえに、対獣けもの、対霊れい、対屍しかばね、少なくともこの三つの専門技能を習得した人材でなくては、吸血鬼との実戦では使いものにならない。

　ただの専門退魔師スペシヤリストでも慢まん性せい的に不足しているというのに、貴重な多芸能力者マルチプレイヤーを必要数用意できるわけがない。十九世紀末から現代にかけて爆発的に勢力を拡大させる吸血鬼に対し、人間側の勢力は年々縮小傾けい向こうにあるのが実情である。

「本気で状じよう況きようを変えたいなら、ある程度の無む茶ちやは覚かく悟ごしないと」

　伊吹の言葉に、葉月は大きく頷うなずく。

「まったくもってその通り。さすがは遊ゆう撃げき部が誇ほこるエース・オブ・エース。みんなが目を逸そらしがちな危機感をよく理解しているわ」

　わざわざ呼びつけておきながら回りくどい。言いたいことがあるならさっさと言え。伊吹が露ろ骨こつに顔をしかめてやると、話は本題に移った。

「血戦局は今、間違いなく劣れつ勢せいに立たされている」

「うん」

「この苦境を脱だつするためには、抜ばつ本ぽん的な一手が必要なのよね」

「うん」

「そこで、吸血鬼の戦力導入を解禁しようと思うの」

「あ、やっと決断したんだ」

「……そんなに驚かないのね」

「この部屋に呼ばれた時点である程度の予想はついてたよ」

「何て可愛かわいげのない。部下ならもっと部下らしい大げさな反応をしなさい」

　会話の流れで葉月はあっさりと宣言したが、それは歴史的な決断だった。

　吸血鬼の戦力導入。

　その案件こそ、もう何十年も前から議題に取り上げられているが一向に進展していない案件である。『修道院』からの抗こう議ぎ、『夕魔猟友会ダンピール・ギルド』との競合、そして何よりも人間としてのプライド。主に人道的見地の問題から、実現は厳しいというのが大勢の見解だ。

「わかってると思うけど、極ごく秘ひ任務だから」

　葉月の注意を受け、伊吹はこの件に関するいきさつを察する。

「あ、やっぱり。反対派を説得したわけじゃないんだ」

「あんな頭でっかち共と議論をするだけ時間の無む駄だ」

「つまり、独断ってこと？」

「そうよ」

「うわあ、反対派の皆みなさんは怒いかり狂くるうだろうなあ」

「……でしょうね」

　ここで葉月は今日一番の疲労感を見せた。

「反対派の意見は根強いけど、だからこそ、だからこそっ、何が何でも成功させなくちゃいけない。下手な吸きゆう血けつ鬼きを引き入れて失敗した日には、立場的にも肉体的にもすぱっと首が飛ぶわ……」

　鬼き気き迫せまるその様子に、伊吹は心配そうに声をかける。

「葉月、ちょっと自や棄けになってない？」

「当たり前でしょ。まともな精神状態だったらこんな決断できないわよ」

　でも、と葉月は言う。

「吸血鬼が雨後の筍たけのこみたいに湧わくこんな状況で、様子見とか試験運用とか、そんなちまちまとしたまどろっこしいことをやってる場合じゃない。すぐにでも結果を出すために、禁じ手中の禁じ手を使ってやる」

　そして葉月は自分がもっとも信しん頼らいする猟血官ハンターにある任務を言い渡わたす。

「真しん祖そを勧かん誘ゆうしてきなさい」
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　発展著いちじるしい現代の吸血鬼を、単なる『血を吸う鬼おに』として一ひと括くくりにするべきではない。

　彼らは個々の趣しゆ味み嗜し好こう・思考傾向によって七つの『血統ブランド』に分類される。

　特とく殊しゆ能力を蒐しゆう集しゆうする『強欲派アヴアライス』。

　弱点の克こく服ふくを目もく論ろむ『傲慢派プライド』。

　吸血衝しよう動どうに支配された『暴食派グラトニー』。

　世せ俗ぞく的な実利を求める『怠惰派スロウス』。

　無節操に同族を増やす『色ラ欲ス派ト』。

　人間への回帰を訴うつたえる『嫉妬派エンヴイー』。

　吸血鬼優生主義を提唱する『憤ラ怒ー派ス』。

　これらのどれにも属さず人を害さない善良な吸血鬼もいるにはいるが、その比率は全体の一割にも満たない。吸血衝動や特殊能力といった超ちよう常じようの快感に抗あらがえる者など、そうはいないのだ。

　実際、その快感を知ってしまったなら、良識など彼方かなたへと追いやられる。

　七つの内のどれであろうと『血統ブランド』の認にん定ていを受けた吸血鬼は、人間社会に多大な影えい響きよう・被ひ害がいを及ぼすことが確定している。間ま違ちがいなく排はい除じよすべき害悪であるので、人間社会の砦とりでたる血戦局が軽けい率そつに接せつ触しよくするべきではない。

　また派は閥ばつと表現されているだけに、吸血鬼の間でも『血統ブランド』を巡めぐる支配闘争パワーゲームが盛んに行われている。

　吸血鬼の戦力導入を検討する際には、この点が最大の問題として立ちはだかる。

　あちらを立てればこちらが立たずといった調子で、どの『血統ブランド』の吸血鬼を引き入れようとも、必ずどこかとの敵対関係が過熱する。たとえば『嫉妬派エンヴイー』の吸血鬼と同盟を結んだ場合、『憤ラ怒ー派ス』の武装部隊が大挙して東京に押し寄せてくることだろう。

　どの角度から検討してもトラブルは免まぬかれない。

　やはり、吸血鬼など機関に引き入れるべきではないのかもしれない。

　だが、何事にも例外はあり、抜ぬけ道がある。

　既き存そんの枠わく組ぐみから外れたイレギュラーならば、しがらみに囚とらわれない働きを期待できる。




　　　[image: ばつまーく]




　真夜中の大都会を行く伊吹。

「いやあ、楽しみだ」

　伊吹は仕事人ではなくあくまで趣しゆ味み人。退たい魔まの側の人間として多少の使命感は持ち合わせているものの、機関に対する忠誠心や帰属意識は極きわめて希き薄はくである。

　だが、だからこそ、長官の無茶ぶりを快かい諾だくした。伊吹以外にこんな人ひと身み御ご供くうのような任務は果たせない。

「まさか真祖に直接会える日が来るなんて」

　新宮伊吹を突つき動かすのは吸血鬼への興味に他ならない。この赤あか髪がみの少年はとにかく吸血鬼という存在が好きだった。血に飢うえた彼らを視覚的に引き寄せるため、わざわざ派手な色に染せん髪ぱつしているのだ。

　そんな偏へん愛あい家にしてみれば、今回の任務はむしろご褒ほう美びだった。

　あらゆる吸血鬼の原初にして頂点。

　神話を超こえる神話。

　奇き跡せきを犯おかす奇跡。

　ここまでの最高級を知らされたのなら、全ての些さ事じを投げ捨てて真っ先に馳はせ参じなくてはならない。

「それにしても、港区に真祖が封ふう印いんされていたなんて驚おどろいたなあ」

　百年ほど前に活動を停止し、表おもて舞ぶ台たいからは勿もち論ろん、裏社会からも姿を消した真祖。

　その身み柄がらを血戦局が確保している──という噂うわさ話ばなしは、それなりに有名ではあった。

　しかし世界屈くつ指しの巨きよ大だい都市に所在があるとは、さすがに誰だれも想像していなかった。

　そして同時に、まったくの予想外でもない。当然考えるべき可能性ではあった。

　混こん沌とんを極める現代社会における吸血鬼の生息地は、湿しめっぽい墓地でも丘おかの上の古城でもない。多くの人の欲よく望ぼうが行ゆき交かう都市部にこそ彼らは集まるのだ。

　そういう意味では東京は隠かくし場所としてうってつけである。

　木を隠すなら森の中、吸血鬼を隠すなら吸血都市。

「葉月も人が悪い。そんなとっておきを今の今までずっと隠してたなんて」

　真祖の封印は言うまでもなく最高機密トツプシークレツト。機関上層部、そのさらに一ひと握にぎりにしか詳しよう細さいな情報は開示されていない。

　そんな封印を解こうというのだから、相当切せつ羽ぱ詰つまっているのだ。

「どんな感じなんだろう。いかにもな紳しん士しか妖よう艶えんな貴婦人か、それとも厳いかついおっさんか、はたまた年とし端はのいかない幼女なのか……」

　独り言を呟つぶやいていると、あっという間に目的地に着いていた。

　東京湾わんに臨む港みなと区芝しば浦うら港こう南なん地区。レインボーブリッジを目視できる湾わん岸がん部に、それは堂々とそびえ立っていた。

「これか」

　全長百メートル以上はあろう十じゆう字じ架か状のモニュメント。

　たとえるなら巨きよ人じんの剣けん。海外の前衛芸術家が制作したという触ふれ込こみの荘そう厳ごんなモニュメントは、港区のランドマークの一つに数えられている。

　ここが真祖の居城らしい。

　伊吹は不ふ審しん者しやのように周囲をぐるぐると歩き回り、観察する。

「あ、ここが入口か」

　物理的にも巧こう妙みように隠された扉とびらには幾いく重え幾層もの隠いん蔽ぺい術式と防護結界が張られており、魔的素養の低い一いつ般ぱん人ではまず気付けない。事前情報がなければ、その道に通じる伊吹であっても見破れなかっただろう。

「失礼しまーす」

　伊吹は葉月から託たくされた呪符カードキーを取り出し、あっさりと封印を解除する。

　そして、何の躊ちゆう躇ちよもなくモニュメント内部へと入る。

「真っ暗だ」

　外観に窓らしきものはなかったが、それにしてもあまりにも深く濃こい暗くら闇やみだと感じる。

「さて、どれどれ……」

　伊吹は野や獣じゆうのごとき視力を発揮し、それを見た。

　暗闇の中心に置かれた棺ひつぎ。

　あまりにも古典的な光景だが、噴ふき出す余よ裕ゆうはなかった。

　理由は、棺の上に鎮ちん座ざする独りの少女。

「……………………っ」

　迷い込んだ一般人、とは一いつ瞬しゆんも思わなかった。

　見てくれは伊吹と同年代だが、ただそこに在るだけで全感覚を刺し激げきされ、思考力を根こそぎ奪うばわれそうになる。

　初めて見るが断言できる。事前情報がなくとも断定できる。

　まだ何のコミュニケーションも取っていないのに、格の違いを思い知らされた。

　これが真祖。
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「乱れている」

　注目の第一声には痛つう恨こんの響ひびきがあった。

「乱れている、そう思わないか？」

　誰に対しての問いかけなのかわからず、伊吹は小動物のようにきょろきょろと辺りを見回してしまう。

「え？　えっと、僕ですか？」

「貴様以外にいないだろう。馬ば鹿かか。ああ、馬鹿だったな。真祖の寝ね床どこに何の躊躇も警けい戒かいもなくほいほいと入ってくるのだから、大馬鹿者以外の何ものでもない」

「うぐ……」

　いきなり痛い所を突かれ、伊吹は死を覚かく悟ごした。

　相手は真祖。少しでも機き嫌げんを損ねたら、瞬またたく間に首を飛ばされる。

「だが、こんな大おお仰ぎような封印を所有していながら、百年もの間ただ放置するしかなかった臆おく病びよう者連中に比べれば、幾いく分ぶんかマシではある」

「お、お褒ほめに与あずかり光栄です」

「うむ。では、もっと近くに来い。門番でもあるまいし、いつまでも扉の前に突っ立っているな」

　伊吹は言われるがまま真祖の元に歩み寄る。

　そこでようやく少女の容よう貌ぼうを目まの当あたりにできた。

　透すき通るかのように白い肌はだ。

　黄おう金ごん色の煌きらめきを湛たたえた瞳ひとみ。

　鮮あざやかな花弁を思わせる唇くちびる。

　夜よ闇やみより濃い濡ぬれ羽ば色いろの長ちよう髪はつ。

　この世のものとは思えない、全てにおいて超ちよう越えつした奇跡の造形である。

　身体に纏まとっているのは薄うす汚よごれたボロ布だが、この少女と組み合わされれば、それすらも神代の芸術品に見える。

「まさか、ヴィクトリア・リード……！」

　伊吹はその美び貌ぼうには見覚えがあった。猟血官ハンター採用試験の教本に載のった挿さし絵えを穴が開くほどに見み詰つめた記き憶おくがある。

「ほう、私を知っているのか？」

　吸血輝ブラツデイ・ビユーテイ。

　聖なる怪物アポカリプス。

　高機動災害ドレツドノート。

　悪夢に咲く薔薇ルージユ・イン・ザ・ダーク。

　孤高孤独の百鬼夜行ノーブル・ワイルドハント。

　数多あまたの二つ名と共に語られる伝説の中の伝説。

　真祖は世界から姿を消して久しいが、旧時代の遺物だからこそ抜ばつ群ぐんの知名度を誇ほこる。特にヴィクトリア・リードと言えば、真祖の話題が出れば真っ先に名前を挙げられる筆頭である。

「この業界であなたを知らない人なんて、いないですよ」

「そいつは話が早くて助かる」

　ヴィクトリアは棺から腰こしを上げ、伊吹に顔を寄せる。

「それで、どう思うのだ？」

「えっと、どう、とは？」

「昨今の風紀は乱れていると思わないか？」

「ああ」

「同じことを何度も言わせるな馬鹿」

「す、すいません」

　風紀の乱れ。

　経済、人種、領土、宗教、環かん境きよう、科学、資源。

　世界にはありとあらゆる問題が渦うずを巻き、澱よどんだ混沌を形成している。

　だが、それらは所しよ詮せん人間同士の醜みにくい諍いさかい。真祖が興味を示すとは思えない。

「風紀……風紀ですよね」

　吸きゆう血けつ鬼きの興味の対象は吸血鬼。

　ならば、猟血官ハンターである伊吹の得意分野である。

「風紀は、確かに、著いちじるしく乱れていると思います」

　伊吹は普ふ段だんから抱いだいていた不満を吐はき出す。

「どうにも最近はバランスがおかしい。多少のお金さえ払はらえば誰でも彼でも簡単に吸血鬼になれるかのような風潮になりつつあって、吸血鬼に対する畏い怖ふというかありがたみが薄うすれてる。こうなると、成り立ての勘かん違ちがい野や郎ろうがくだらない事件を起こして、人間は吸血鬼を単なるバケモノとしか見れなくなる。これは由ゆ々ゆしき問題だよ。本来、吸血鬼ってのはもっと誇り高い存在のはずなのに」

　どうせ下手な噓うそや欺ぎ瞞まんは即そく座ざに見み抜ぬかれるのだろう。ならばあえて言葉は選ばない。

「ふむ、貴様、中々見所があるな」

　真祖の反応は思いの外ほか好こう感かん触しよくだった。

「確かに、だ。昔と比ひ較かくするまでもなく、吸血鬼の数は多すぎる」

　と、当然のように現状を語るヴィクトリア。

　そんな彼女に伊吹はある疑問を抱く。

「あの、封印されてるのに、あなたは外の状じよう況きようを把は握あくしてるんですか？」

　だとしたら、その感知能力は想像の遥はるか上。

　我知らず身構える伊吹だったが、次のヴィクトリアの返答は想像の斜ななめ上。

「ああ、少し前からここに報告書が提出されるようになってな。図解やら統計グラフと共に、外の乱れた状況についてとてもわかりやすく説明された。執しつ筆ぴつ者は、ハヅキ・ヒラサカと書いてあったな」

「あいつめ……」

　吸血鬼の戦力導入のため、司令長官はすでに水面下で動いていたのだ。ここで伊吹は今回の任務の重要性を改めて認にん識しきする。

「表裏の区別なく吸血鬼が蔓延はびこるこんな環境は、人間にとっても吸血鬼にとっても不健全が過ぎる。貴様の言う通り、バランスがおかしなことになっている。吸血鬼という種族は選び抜ぬかれた精せい鋭えいのみで構成されるべきなのに──どうしてこうなった」

　本気で頭を抱かかえるヴィクトリアを見て、事前に聞かされていた彼女の特性に偽いつわりはないと伊吹は確信する。

　曰いわく、誰だれよりも何よりも吸血鬼らしい吸血鬼。

　誇り高いその在り方にとって、現代の吸血鬼事情の乱れは耐たえ難がたいものがある。

　そして、それならば、血戦局との利害は大部分で一いつ致ちしているはずだ。

「ニンニクを人ごみに投げれば吸血鬼が見つかる。今やそんな時代ですよ」

　お近づきの印に伊吹は皮肉を投げかけてみると、鋭えい利りな眼まな差ざしに射い貫ぬかれる。

「言うではないか。貴様、名を名乗ってみろ？」

「し、新宮伊吹です」

「シングー・イブキ、新宮伊吹か。日本人の名前はどれもこれも妙みような響きがあるな」

　そんな少年を見詰め、あからさまに値ね踏ぶみをするヴィクトリア。

「それに、面つら構がまえも面おも白しろい。不ふ俱ぐ戴たい天てんの真祖を前にしているというのに悪感情を欠片かけらも垣かい間ま見みせないヴァンパイアハンターなど、初めて会ったぞ」

　ヴァンパイアハンター。その単語に、伊吹の肩かたがぴくりと揺ゆれた。

「いや、僕は──」

　すっとぼけようとする伊吹だったが、ヴィクトリアはあっさりと指し摘てきする。

「隠かくしているつもりのようだが、銀と白木と火薬の匂においが全身にべったりと染しみついているぞ」

　出立前に本部で入念に洗せん浄じようしたはずなのに、真祖の嗅きゆう覚かくは誤ご魔ま化かせなかった。本当に噓や欺瞞というものが通用しないらしい。

「それに、随ずい分ぶんと身体を弄いじくっているな。それで一いつ般ぱん人とは無理がある。というかその改造具合からすると、人間かどうかも怪あやしいところだが……」

「僕は、人間だよ。吸血鬼好きの単なる人間」

「ふむ……貴様がそう主張するなら、そういうことで構わないぞ。まあ、私が活かつ躍やくした時代にもその手の外法に走るハンターは、不完全も不完全ではあったが、いないわけでもなかったしな」

　真祖は眼力もまた凄すさまじい。推理や考察といった小こ賢ざかしい手順など踏ふむまでもなく、対象の『異常』を看破する。

　だがそれでいて執しつ拗ように追つい及きゆうするような野や暮ぼな真ま似ねはしない。ここにもまた格の違いを見み出いだせる。

「はあ、何もかもお見通しか……。こっちはどのタイミングで素す性じようを打ち明けようか内心びくびくしてたのに……」

　暗くら闇やみの中で、伊吹は思わず天てん井じようを仰あおぐ。

「でも、本当に話は早いってわけだ」

　気け圧おされるのは仕方ないにしても、気落ちしている場合ではない。

　気を取り直し、伊吹は会談に臨む。

「血戦局、正式名めい称しようは対吸血鬼戦略執しつ行こう局。この国における特務機関の一つなんだけど、僕はそこからの特使としてここに派は遣けんされた」

「はっ、特使ねえ……」

「ヴィクトリア・リード、あなたに是ぜ非ひ聞いてもらいたい話がある」

　交こう渉しようの主導権を握にぎるため、伊吹は返答を待たずに続ける。

「単刀直入に言わせてもらう──我らが血戦局に加入して欲しい」

「いいぞ」

「吸血鬼が吸血鬼と敵対する人間の組織に入るなんて本来考えられないだろうけど、全吸血鬼の模も範はんたる真祖として今この現状を認識しているのなら、一度だけでもいいから頭を悩なやませてもらいたい」

「いいぞ」

「…………ん？」

「いいぞ」

「は…………？」

「だから、その血戦局とやらに加入してやると言っているのだ」

　開始五秒で勧かん誘ゆう成功。

　あまりにも、あまりにも拍ひよう子し抜ぬけの結果だった。話が早いにも程ほどがある。生しよう涯がい最高難度の任務として構えていた伊吹は、事態を容易に受け入れられない。

「あのさ、僕が言うのもなんだけど、もっとちゃんと話を聞いた方がいいと思うよ。ほら、最近は吸血鬼に関する詐さ欺ぎとかすごく巧こう妙みようになってるって言うし……」

「貴様は詐欺師なのか？」

「違うけど……」

「ならば問題ない。これでも人を見る目には自信がある」

「ええー」

　求めるだけの財貨。霊れい脈みやくの集束地帯。処女の血百人分。

　優ゆう遇ぐう措そ置ち・特別待たい遇ぐうを材料カードに交渉を進めようと目もく論ろんでいたのに、どれも匂わせることすらないまま終わってしまった。

「真祖としてこの風紀崩ほう壊かいを見過ごすわけにはいかない。今すぐ改善に取り組まなくてはならない。そのためには基き盤ばん固めが急務。もうすでに完成した情じよう報ほう網もうがあるのなら、利用できる位置を確保するのは当然のことだ。それに、百年ぶりの社会復帰となると、感覚のずれから生じる様々な不都合が予想される。有あり体ていに言ってしまえば、独りで全ての用事を済ませるのは、面めん倒どうなのだ」

　合理的でいてどこか物もの臭ぐさなヴィクトリアの姿勢に、肩の力が抜ける伊吹。

「そこら辺は割り切ってるんだ」

「意外か？　鼻持ちならない貴族っぽくて見るからにプライドが高そうなのに？」

「いや、まあ、もうちょっと駄だ々だをこねてくれた方が、特使としてやり甲が斐いがあったのにってのが本音だけど」

「葛かつ藤とうがないと言ったら噓になるが、それはお互たがい様だ。吸血鬼の中の吸血鬼である真祖を利用しようなど、貴様らとて苦く渋じゆうの決けつ断だんだったはずだ。それでも真の意味でのプライドを守るために、組織の歴史に泥どろを塗ぬる覚かく悟ごをしたのだろう。手段としては確かに意い地じ汚きたないが──決断は高潔だ。その手を取るだけの価値はある」

「…………」

　実のところ血戦局は労働環境改善を第一として、そこまで立派な志はないのだが、ここでそれを言うのは野暮だろう。

「じゃあ、これからよろしく」

「ああ、こちらこそ」

　人間と吸血鬼は握あく手しゆを交かわす。

　肩かた透すかしの感が否いなめない──そう思ったのは、あくまでこの一いつ瞬しゆんだけ。

　吸血鬼は、がっちりと握った手を離はなさない。

「えっと……」

　困こん惑わくする伊吹に、ヴィクトリアは問う。

「ところで伊吹。貴様は先程、吸血鬼が好きだと言っていたな？」

「まあ、うん……」

　──「僕は、人間だよ。吸血鬼好きの単なる人間」

　確かに言っていた。別にお世辞などではなく、本心から口にした言葉だ。

　これを、ヴィクトリアは無視できなかった。

「どれくらい好きなのだ？」

　今度こそ、伊吹は戦せん慄りつした。空間を満たす暗闇が全てコールタールにでも変じたのかと錯さつ覚かくする重圧が少年の総身にのしかかる。

　彼女が彼氏に対して投げかける、くだらない惚のろ気けではない。

　まるで存在そのものの真価を量るかのように、赤あか髪がみの少年を見み詰つめる金色の双そう眸ぼうはただただ苛か烈れつだった。

　伊吹は思う。

　ああ、ここは死線だ。

　ここを間違えれば、自分は終わる。

　伊吹は直感する。

　だから、こう答えた。

「何よりも」

　飾かざり気を排はいした一言に全ての感情を込め、誰よりも自信満々に断言する。

　真祖にならこれだけで伝わるはず。

　そして実際、想定を超こえた成果につながる。

「ふふん、そうかそうか」

　ヴィクトリアは大いに気を良くしていた。

　そして何やら得心したように頷うなずく。

「よし、合格だ。日本人とはとりわけ几き帳ちよう面めんな人種らしいしな、うってつけではある」

「えーっと、何が……」

「喜べ伊吹。貴様をこのヴィクトリア・リードの世話係に任命してやる」

「はい？」

「独りで用事を済ませるのは面倒だと言っただろ。故ゆえに、露つゆ払はらいやら道具持ちなどの細々とした雑事は他に任せたい。そこまで吸きゆう血けつ鬼きが好きだと言うなら、むしろ自ら申し出るべき役職だと思うが？」

　要はパシリになれと、ヴィクトリアはそう言っている。

　何とも勝手な話もあったものだが、それはある種の監かん視し役も兼かねられる以上、きっと誰かがやらねばならない仕事。

「──うん、引き受けた」

　深く考えるよりも先に、伊吹は応じた。

　その返事を聞き、やっと握った手を離すヴィクトリア。

　しかし一息入れる暇ひまはない。真祖の世話係とはどれだけ過か酷こくなのか、伊吹はすぐさま思い知ることになる。

「では早さつ速そく、記念すべき最初の任務を授さずけよう」

　そう言うとヴィクトリアはその身に絡からみついていたボロ布を剝はぎ取って──一糸纏まとわぬ裸ら身しんとなった。

「でええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!?」

　乳、尻しり、太ふと股もも……その他諸もろ々もろ。

　夜目の利きく伊吹は、少女の全てを網もう膜まくにばっちりと焼きつけてしまった。

「な、なななな、何で、何なんですか、あなたは一体何をしたいんだ!?」

　慌あわてふためく伊吹を余よ所そに、真祖の少女はあくまで尊大に言い放つ。

「衣い装しようを調達してこい。兎とにも角にもまずはそれからだ」
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「時代が変わればファッションも変わるのは当然のことだが、まさかここまで変化を遂とげているとは。真祖も驚おどろきを禁じ得ない」

　伊吹が調達してきたいくつかの衣装の中からヴィクトリアが選んだのは、何とセーラー服だった。

　水兵が着る軍服ではなく、日本の女学生が着るあれである。

　上下黒一色。赤色のリボンタイが結ばれた少々古風な装よそおいではあるものの、特別変わった箇か所しよはない。ちなみに靴くつも下着も至って普ふ通つう。

「どうだ、様になっているだろう？」

　ヴィクトリアはその場で早速袖そでを通すと、見せつけるようにくるりと一回転する。

「え、あ、ああ、うん、すごく似合ってます」

　高校生である伊吹にとっては恐おそろしく見慣れた格好のはずなのに、何も知らない素人しろうとのようにどぎまぎとしてしまう。

「材質も品質も申し分ない。よくやった伊吹。褒ほめて遣つかわす」

「あ、はい、ありがとうございます、ヴィクトリア、様」

「眷けん属ぞくでもないのだから、様は止よせ。別に呼び捨てで構わないぞ」

「ヴィクトリア……」

「それと敬語も止せ。上辺だけの敬意など、トラウマものの虫むし酸ずが走る」

「わかりまし、あ、いや、わかったよ」

「そう。それでいい」

　ウィンクを一つ。

　きっとヴィクトリアは特に意識してないのだろうが、言動の一つ一つに凄すさまじい強制力がある。まるで呪のろいだ。もう伊吹は彼女から目を離せない。

　実際、目を離してはいけない。

「よし、衣装も供回りも無事に用意できた。これでようやく活動を始められる」

　言うや否やヴィクトリアは棺ひつぎから飛び降り、一直線に出口へと向かう。

「さあ、ついて来い伊吹。乱れに乱れた風紀を正しに行くぞ！」

　扉とびらは開け放たれ、ついに真祖が世界に解き放たれる。

「ちょ、どこへ？」

「決まっているだろう。この街の乱れの中心、アグレル・ファミリーのところだ」

「はあ!?」

「誤ご魔ま化かしても無む駄だだぞ。この界かい隈わいについての情報も報告書に書いてあった。ロッポンギとやらに奴やつらが居を構えているのはわかっている」
















「ちょ、ちょっと待って！」

「待たない。『違い反はん者しや』は即そく断だん即そつ行こうで粛しゆく正せいする」

　目的を持った吸血鬼というものはとてつもなく恐ろしい。つまらない常識など振ふり切り、立ちはだかる障害の全てを打ち破り、自らが傷つくことさえ欠片かけらも厭いとわない。

　たかが人間一人にその信念を止めることはまず不可能だ。

　ならばせめて、成り行きを見届ける必要がある。

「やれることはやっておくか……」

　そして、曲がりなりにも対吸血鬼を謳うたう機関に所属しているからには、吸血鬼の魔ま手しゆから人々の安全を守らなくてはならない。

「──あ、もしもし葉月。うん、そう、この通りまだ生きてるよ」

　伊吹は携けい帯たい端たん末まつを取り出し、本部にいる上司に無理難題を要よう請せいする。

「港区全域に避ひ難なん指示を。下手すれば今夜で街一つが滅ほろぶかも」
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　アグレル・ファミリー。

　北ほく欧おうに起源を持ち、十年ほど前に来日したとされる『怠惰派スロウス』の一団。

　この吸血鬼たちは東京に根を下ろすと、持ち前の特とく殊しゆ能力を駆く使しして既き存そんの勢力を蹴け散ちらし、裏社会に一大勢力を築き上げた。『吸血鬼の春』以降は積極的に人間社会に接近し、政財界の人間を何人も取り込んでいると聞く。

　輝かがやかしい功績の全てを主導したのは、ある一体の吸血鬼。

　アルベルト・アグレル。

『冷血漢アイスマン』の異名を持つファミリーの首領。

　彼の実力があまりにも抜ぬきん出ていた。

『怠惰派スロウス』の重じゆう鎮ちんとして血戦局からは特級手配を受け、幾いく度ども血で血を洗う抗こう争そうを繰くり広げているが、ファミリーの権勢は衰おとろえ知らず。最近では人間たちを嘲あざ笑わらうかのように、六ろつ本ぽん木ぎのど真ん中に堂々と豪ごう邸ていを建設した。

　麻ま薬やく密輸、賭と博ばく操作、人身売買、計画暗殺、そして能力悪用。

　およそ思いつく限りの悪事を働くその暴君ぶりから、伝説の真祖に喩たとえられることすらある大吸血鬼。

　彼と彼の眷属は、狂きよう宴えんの時が永遠に続くと思っている。

　勘かん違ちがいも甚はなはだしい。

　反省も後こう悔かいもない無む軌き道どうな不ふ埒らち者ものに、そろそろ思い知らせてやらなくては。
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「あれがアグレル・ファミリーの拠点アジトだよ」

「昨今の建築様式とは、こんなことになってしまっているのか？」

「いやいや、あれは家主の趣しゆ味みだって」

「悪趣味な……」

　伊吹とヴィクトリアは路地裏に身を潜ひそめ、敵地を遠巻きに観察していた。

　至る所に青色水晶ブルークオーツによる装そう飾しよくが施ほどこされたその大だい豪ごう邸ていは、周辺住民から氷の王宮フローズンキヤツスルと呼ばれている。

　ある意味では『吸血鬼の春』以降の社会を象しよう徴ちようする建築物だ。

　吸血鬼の住まいだというのに、人目を避さけるつもりがまったくない。門前に配置された警備員たちとて、見る者が見れば一目で吸血鬼だとわかる。『幻げん術じゆつ』による認にん識しき阻そ害がいの類もまったく施されておらず、所有者の自己顕けん示じ欲よくがそのまま反映されている。

「ここまで舐なめられておきながら、貴様ら血戦局は何故に奴らを野放しにしている？」

　ヴィクトリアの疑問に、しかめ面つらの伊吹が答える。

「何か大物政治家がファミリーのバックについてるとかで、組織的なパワーゲームが複雑なんだってさ」

「利権が絡み合っているということか……気に食わないな」

　光線でも出す勢いでヴィクトリアが豪邸を睨にらみつけていると、やがて門前が慌ただしくなる。

「うわっと、ゴッドファーザーのお出ましだ」

　馬ば鹿かみたいに長いリムジンが屋や敷しきの前に停とまるのを見て、伊吹は思わず声を上ずらせる。

　警備員が恭うやうやしく車のドアを開けると、高級感漂ただようダブルスーツを着た初老の男が現れる。

　彼こそが大吸血鬼アルベルト・アグレル。

　東京の裏社会に君臨するアグレル・ファミリーの首領である。

「すごい、本物の『冷血漢アイスマン』だ。本当にすごい。あんな大物初めて見た」

　伊吹は有名吸血鬼を見て目を輝かせる──横に誰だれがいるのかも忘れて。

「ほう、初めて」

「あ」

「では、真祖たる私はあれ以下の小物ということか」

「いや、いやいやいや違う違う、誤解だよ！　これはハリウッドスターを見かけた時のパパラッチみたいな俗ぞく物ぶつ的反応というか。ほら、絶景とか奇き跡せきみたいな光景を見たらそんな馬鹿みたいにはしゃがないでしょ。ヴィクトリアはまさにそれ。存在そのものが奇跡。いくら大物だろうと俗物とはそもそも立ってるステージが違うんだから！」

「馬鹿め。ちょっとした冗じよう談だんにそこまで必死になるな」

　そう言うヴィクトリアだが、牙きばを剝むいた世にも恐ろしい表情をしている。

　伊吹は必死に話を本筋に戻もどす。

「そ、それはそうとどうする？　アルベルトの奴はもう屋敷の中に入っちゃったけど。『幻術』による魅み了りようで警備員を懐かい柔じゆうしてみる？」

「奴らに必要なのは罰ばつだ。偽いつわりとはいえ喜びの類は一片も与あたえてやらない」

「いやでも、ヴィクトリアは真祖なわけだから、最近はあんまり聞かないあの弱点を持ってるんじゃ？」

「どれのことだ？」

「『敷しき居いの呪い』。招かれざる家には入れないってのが、古い吸きゆう血けつ鬼きのお約束でしょ」

「古いというのは聞き捨てならないが、確かにその通りだ。原初にして頂点である真祖は、あらゆる特殊能力だけではなく、あらゆる弱点をもその身に宿している」

　霧きりに蝙こう蝠もりと肉体を自在に変化させられる吸血鬼にとって、不法侵しん入にゆうは朝飯前。

　ただし、『敷居の呪い』の有無によってその自由度は大きく制限される。

　ある種の制約に似たこの弱点を持つ場合、直接的なコミュニケーションを取って家の者の許可を得なくては、どんなにセキュリティの甘あまいボロ小屋であっても勝手に敷居を跨またぐことは許されないのだ。

「だったら、魅了を使わないのは条件的に厳しいって。相手はそこらのヤクザ以上に排はい他た的な連中だよ。僕らみたいな馬の骨は、たとえ招待状を持っていたとしても門もん前ぜん払ばらいされるのがオチだって」

「問題ない。所しよ詮せんはチンピラだ。軽い口から許可の言葉を絞しぼり出すなど、子こ猫ねこの腹を撫なでるよりも造作もない」

　したり顔でそう言うと、ヴィクトリアは伊吹の手を取る。

「それに、今は貴様がいるしな」

　そのまま豪邸の真ん前へと伊吹を連れ出す。

　セーラー服と学ラン。

　真夜中には相応ふさわしくない二人組の登場に、警備の吸血鬼たちは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

　そして、そこでヴィクトリアが取った行動によって、伊吹はもう何度目かわからない衝しよう撃げきに襲おそわれる。

「ちゅう」

「っ!?」

　ヴィクトリアは伊吹の顔を両手で抱だき寄よせ、唇くちびるを重ねた。

　キス。しかも、互たがいの舌を絡からめるディープキス。

　思いがけず初めてを奪うばわれた伊吹の脳は現実を現実と認識できず、ただされるがまま口内を蹂じゆう躙りんされる。

「ぷはっ」

　見せつけるようにたっぷりと絡み合ってから、二人はようやく離はなれた。

　するとヴィクトリアの思おも惑わく通り、警備の吸血鬼たちが下げ卑びた顔をしてわらわらと近寄ってきた。

「おいおい、随ずい分ぶん見せつけてくれるじゃねえかお二人さん」

「うおっ、つーか女の方は滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいいじゃんかよ」

「そんな冴さえない野や郎ろうなんざ捨てて、俺らの相手をしてくれよ」

「ちょっと待て。このレベルの女ならボスに献けん上じようした方がいいだろ」

「おお、そうだな。こいつはいい臨時収入になるぜ」
















　権力を笠かさに着る下げ衆すに囲まれながら、ヴィクトリアはある言葉を待つ。

「おら、こっちに来い！」

　言ってしまった。

　招いてしまった。

　次の瞬しゆん間かん──東京が揺ゆれた。

　爆ばく心しん地ちの中心では警備員が弾はじけ飛び、門が吹ふき飛び、粉ふん塵じんが舞まい散る瓦が礫れきの山が出来上がった。

　玄げん関かんは開放された。これなら誰でも自由に出入りができる。

　敵地の敷居を跨ぐ前に、少女は伊吹の方を振り返る。

「一応言っておくが、誰にでもああいうことをするわけではないからな」

　あくまで優ゆう雅がに告げてから、ヴィクトリアは屋敷の中へと飛び込んだ。




　　　[image: ばつまーく]




　アグレル・ファミリーとはすなわちアルベルト・アグレルの眷けん属ぞく。

　正規の構成員の総数は百体前後だが、大吸血鬼の血を分け与えられた超ちよう常じようの戦力は一個大隊にも匹ひつ敵てきする。

　そんな集団に対して単独戦せん闘とうなど常識的に考えれば論外、狂きよう気きの沙さ汰ただ。

　いくら何でも援えん護ごが必要だと思い、伊吹は急いでヴィクトリアを追いかけた。

　だがしかし──

「喝かつ！」

　嵐あらし。

　まさしく吹き荒あれる嵐そのものだった。

「なっていない、貴様らは、まったくもってなっていない！」

　舞ぶ踏とう会でも開けそうな絢けん爛らんな大広間エントランスホールは、凄せい惨さんな処刑場キリングフイールドへと変わり果てた。

　突とつ然ぜんの襲しゆう撃げき者に対してアグレル・ファミリーは怒いかりをもって迎むかえ撃うったが、ヴィクトリアの憤いきどおりにはまったく太た刀ち打うちできなかった。

「吸血鬼の面つら汚よごしめ！」

　ストレート、アッパー、エルボー、ミドルキック、ストンピング、サマーソルト。

　放たれる一いち撃げきはどれも大たい砲ほうのごとき威い力りよくを発揮し、群がる吸血鬼を悉ことごとく薙なぎ払はらう。

　吸血鬼が誇ほこる特とく殊しゆ能力『怪かい力りき』。

　腕わん力りよく、筋力、膂りよ力りよく、身体能力の限界突とつ破ぱ。

　至し極ごく単純であるが故ゆえに、保有者の素質ポテンシヤルが如によ実じつに反映される。

「姿勢を正せ！　服装を正せ！　生活態度を正せ！　己の全てを見直し正せ！」

「やべえ！　こいつやばすぎる！」

　程ほどなくして襲撃者との実力差を思い知らされたアグレル・ファミリーの吸血鬼たちは、蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ出した。

「情けない。素行不良の上、根こん性じようなしでもあるとは……」

　霧化も蝙蝠化もせずみっともなく背中を晒さらす同族を、ヴィクトリアはわざわざ追うことはしなかった。その場から一歩も動かず、ただ見み詰つめる。

「ぎゃあ！」

　すると、吸血鬼の一群はあらぬ方向へと吹き飛んだ。

　ヴィクトリアが視線を向けた先にピンポイントで衝しよう撃げき波はのような何かが発生したのだ。

「ぎ、ぎぎ、ぎゃ、あぁあ──」

　さらには、押さえ込まれた身体の一部がひとりでに捻ねじれ、千切れ飛ぶ。

　吸血鬼が誇る特殊能力『念動力』。

　強きよう烈れつな意思力を外界にまで波は及きゆうさせることで、手を触ふれずとも物理的干かん渉しようを可能とする。分類するなら騒霊現象ポルターガイスト、あるいは超Ｐ能Ｓ力Ｉの一種でもある。

　遠くの物体を自分の下に引き寄せる、といった便利な扱あつかいが基本だが、真祖が扱えばここまで凶きよう悪あくになる。感覚的には『見えない手を無数に伸のばす』という表現が正しい。しかも、その『手』の一つ一つが本体と近しい『怪力』を帯びているのだから悪質極きわまりない。

「評価してやれる点が何一つない。私は貴様らのような愚ぐ図ずを吸血鬼とは認めない」

　わずか十数分の間に、栄えい華がを極めたアグレル・ファミリーは壊かい滅めつに追い込まれた。

　援護なんてとんでもない。

　アグレル・ファミリーの戦力が一個大隊に匹敵するのなら、真祖の戦力はイージス艦かんに相当する。そう評してもまったくおかしくない圧あつ倒とう的な戦力差だった。

「お見事」

　状じよう況きようを傍ぼう観かんするしかなかった伊吹の心からの賞賛に、ヴィクトリアは素っ気なく返す。

「大したことはない。こいつらは確かにこの街を牛ぎゆう耳じれるだけの能力を持っているようだが、それを操あやつるこいつら自身の意識があまりにも低い」

「屍グ人ー形ルみたいな？」

「いいや、ものを考えられる分、なお始末が悪い」

　ヴィクトリアは吐はき捨てるように言った。

　真祖の癇かん癪しやくは国を滅ほろぼす。御お伽とぎ噺ばなしもあながち間ま違ちがってはいないらしい。

　金に物を言わせて建設した豪ごう邸ていは、見るも無む惨ざんな有様に成り果てた。床ゆかも壁かべもあちこちが陥かん没ぼつし、天てん井じようには吹き抜ぬけさながらに巨きよ大だいな風穴が開いている。

「ちっ」

　押し殺せない舌打ちが一つ。

　これだけの破は壊かいを成しておきながら、ヴィクトリアの憤りはまるで解消されていない。それどころか一段と増しているようだ。

　激情を湛たたえる金色の瞳ひとみを覗のぞき、伊吹は思わず尋たずねていた。

「ヴィクトリア。何が君をそこまで駆かり立てるの？」

　吸血鬼の胸の内など人間には計り知れないのが常だが、それにしてもヴィクトリアの激情はあからさまに常じよう軌きを逸いつしている。その根源には何を秘めているのか。湧わき上がる興味を禁じ得ない。

　質問に対してヴィクトリアは一瞬だけ動きを止め、

「単純に、思い入れが凄すさまじいからだな」

　きっぱりと告げる。

「思い入れ？」

「そうだ。私ほど吸血鬼を大事に思っている吸血鬼は、他にいないと断言できる」

　そしてふと語り出す。

「何と言っても歴史が違う。振ふり返れば千年以上も昔、単なる『血を吸う鬼おに』でしかなかったあの頃ころは、屈くつ辱じよくの一色のみが私の世界を染め上げていた。名もなく、何者でもない、人にあらざる弱小零れい細さいの身の上にはあらゆる嘲ちよう笑しようと侮ぶ蔑べつが送られ、地を這はいずらぬ日など一日としてなかった。つまるところ私の出発点は、今現在のような強さとは程遠い、どうしようもない無力感だったわけだ」

　言葉には嫌いやになるほどの実感が込められていた。決して単純などではない。真祖ならでは、吸きゆう血けつ鬼きの始まりを知る者ならではの深刻さが垣かい間ま見みえる。

「そんな苦境から脱だつし、成り上がるべく、時に犠ぎ牲せいを、時に代だい償しようを払い、百年、二百年、三百年と、気の遠くなるような時をかけて力を蓄たくわえ、格を上げ、ようやく──『血を吸う鬼』を『吸血鬼』という確固たる形にしたのだ。いわゆる典型例という奴やつだな。世界に刻まれたその形は勿もち論ろんのこと、それを創り上げるまでの道筋もまた私の誇り。この誇りを汚けがす輩やからは、何者であろうと許さない。ああ、許さないとも」

　伊吹にしても耳が痛い話だった。

　吸血鬼とは昨日今日、突然降って湧いたわけではなく、艱かん難なん辛しん苦くの歴史的背景がある。そこを疎おろそかにされ、好き勝手に暴れ回られたのでは、当事者としては我が慢まんならないものがあるのは当然。ともすれば、かつての無力感をも上回る屈辱かもしれない。

「だったら、雑ざ魚こを散らした程度じゃあ、全然物足りないでしょ？」

「ああ、あんなのは準備運動だ」

　語り終えたヴィクトリアは伊吹の指し摘てきを受け、呼吸を整える。

「本番はこれから──」

　その時だった。

　絶対零れい度どの冷気が迸ほとばしり、大広間は一瞬にして氷に閉ざされた。

　標的から外されていた伊吹は間かん一いつ髪ぱつで回かい避ひに成功したが、ヴィクトリアは完全に凍とう結けつされ身動きを封ふうじられてしまう。

「この私を前にしてその一呼吸、命取り以外の何物でもない」

　崩ほう壊かいした屋や敷しきの奥から現れたのは、青色のダブルスーツを颯さつ爽そうと着こなした初老の男。

　アグレル・ファミリーの首領。『冷血漢アイスマン』ことアルベルト・アグレルである。

「なあ、そうは思わないか？」

　高位種の証あかしである赤眼が伊吹に向けられる。

　眼中にないものと思っていたので驚おどろいたが、それでも伊吹は臆おくさずに言葉を返す。

「強つわ者ものの余よ裕ゆうってやつじゃないですかね」

「だとしたら尚なお更さら愚おろかだ。自分が誰だれの居城に踏ふみ入ったのか、まるで理解できていないのだからな」

　歩を進めるアルベルト。彼が通った後には氷の柱が立ち、景色が一変する。

『永久に閉ざす氷獄ニヴルヘイム』。

　属性が『屍アンデツド』に偏かたよった体温を持たない不死の肉体。そこに宿る瘴しよう気きを冷気へと変へん換かんし操るという、魔ま術じゆつとも呪じゆ術じゆつとも体系を異とする特殊能力。

　吸血鬼の特殊能力としては歴史が浅いものの、強大にして明確なる超ちよう自然現象にはその他の特殊能力を食う可能性を有している。

「どんな強者が私の縄なわ張ばりを荒あらしに来たのかと、柄がらにもなく慎しん重ちようになっていたが──」

　話しながらアルベルトは、氷像と化したヴィクトリアの前に立った。凍結されながらもカタカタと小刻みに震ふるえ、抵てい抗こうの素そ振ぶりを見せている。

「今や真祖にも等しい私の敵ではなかったな」

　そう言うとアルベルトは拳こぶしを握にぎり、撃ち放つ。

　当然のように保有していた『怪力』によって、ヴィクトリアの肉体は粉ふん砕さいされた。

「ふん、あっけない」

　転がる頭部をぐしゃりと踏み潰つぶし、アルベルトは鼻を鳴らす。

　そして、再び伊吹に目を向ける。

「さて、ところで小こ僧ぞう。お前は血戦局の手の者だろう？」

「そう、ですけど」

「では取引だ。どういうつもりで鉄てつ砲ぽう玉だまを送り込んだのかは知らないが、とりあえず落とし前はつけておこうじゃないか」

　アルベルトは粉砕された真祖の片かた腕うでを拾い上げ、伊吹に投げ渡わたす。

「そいつを買え。床に散らばっているゴミをお前たちで買い取れ」

「はい？」

「手て柄がらを売ってやる。アグレル・ファミリーに大だい打だ撃げきを与あたえた吸血鬼、これを退治したのはお前ら人間様ってことにしてやると言っているのだよ」

　アルベルトは言葉を続ける。

「お前ら血戦局の影えい響きよう力の低下は酷ひどいものだ。ここらで一発、誰もが認める功績を打ち立てておかないと、いよいよ吸血鬼に社会を乗っ取られるぞ。そう考えればどうだ？　功績を現金で買えるのなら、こんなお得な話はないだろう？」

　まさしく現金な話に、伊吹は表情を固める。

「もしかして、この取引を持ちかけるためにファミリーを捨て駒ごまにしたんですか？」

「血戦局に借りを作れるだけでなく、報ほう酬しゆうまで手にできるのだ。それこそお得な話だろう？　眷属フアミリーなんてものは適当に募ぼ集しゆうをかけさえすれば簡単に再建できるからな」

　そう言って大吸血鬼は親指と人差し指をこすり合わせる。欧おう米べいにおける「お金」を意味するジェスチャーだ。

「支し払はらいは部位によって要相談といったところだな。くくっ、こいつはまたどでかい儲け話ビジネスが飛び込んできたものだ」

　金。金銭キヤツシユ。

　アンデッドの属性が強いからといって、金の亡もう者じやとは。

　まったく笑えない。初めてその姿を目にした時は興奮したものだが、伊吹は今、自分の中の熱が急速に冷めていくのを感じていた。

「これを機に吸血鬼の販はん売ばいに本気で乗り出してみるのも有りだな」

　悪質な皮算用を始めるアルベルトを、伊吹は冷ややかな目で見てしまう。

　あれだけ凄まじい特とく殊しゆ能力を持っているというのに、金に執しゆう着ちやくするその様は俗ぞくな人間そのもの。伊吹が愛する『吸血鬼』はもっと格好良かったはずだ。

「さあ、さっさと本部に帰って、アルベルト・アグレルの要求をお偉えら方がたに伝えてやれ」

　守しゆ銭せん奴どが催さい促そくしてくるが、伊吹は首を横に振る。

「いえ、残念ながらそれはできない相談ですね」

「あん？」

「先約のＶＩＰがいるんで、余よ所そ様と勝手に取引をするわけにはいかないんだ」

「ＶＩＰだと？」

　伊吹が親切にアルベルトの背後を指差す。

「誰──」

　振り向く前に、アルベルトの側頭部に強きよう烈れつなハイキックが炸さく裂れつした。

「ごっ、ぼあ！」

　吹ふき飛び、壁に打ちつけられるアルベルト。

　度を超こえた衝しよう撃げきで頭ず蓋がい骨こつは砕くだけ、頸けい椎ついはへし折れるが、痛覚が遮しや断だんされたアンデッドの肉体のおかげで何とか意識までは飛ばさなかった。

「な、なぜお前が……!?」

　自分を蹴けり飛ばした狼ろう藉ぜき者ものを見て、アルベルトは目を丸くする。

　ハイキックの体勢のまま片足を高く掲かかげているのは、粉々に砕き売り捌さばいてやろうと思っていた鉄砲玉の少女──ヴィクトリア・リードだった。

「おめでたい奴だ。何も理解できていないようだな」

　ヴィクトリアは足を戻もどすと、氷に閉ざされた世界にてこれでもかという冷笑を浮うかべた。

「部下の陰かげに隠かくれて必死に隙すきを窺うかがう溝どぶ鼠ねずみに、この私が気付いていないと、まさか本気で思っていたのか？」

「じゃ、じゃあ、あれは！」

　アルベルトは自らが砕いた肉片を確かく認にんする。

　幻げん影えいではなく、それは確かに床ゆかに散らばっていた。

　だがその断面は血の赤ではなく、影のごとき黒だった。

「よし、だ」

　ヴィクトリアから命令を受けると散らばる肉片は表面を覆おおう氷を割り、ひとりでに動き出す。伊吹の手にあった片腕もさながらロケットパンチのように飛び出す。

「結構グロいな……」

　その陰いん惨さんな光景に、伊吹は思わず眉まゆをひそめる。

　集合した肉片は小学生の自由工作のような接着を繰くり返し、やがて寸すん分ぶん違たがわぬヴィクトリアの美び貌ぼうを再現する。

「な、あ、分身!?」

　滅め茶ちや苦く茶ちやな展開にアルベルトが声を張り上げる。

「『使い魔』と『形態変化』による身代わりだ。使い古された下の下の戦法トリツクだというのに、まさかこうも見事に引っ掛かかるとはな。ちなみにそこの人間は初めから気付いていたぞ」

　そしてヴィクトリアが「戻れ」と命ずると、身代わりの肉体は見る間に盛り上がり、本来の姿である黒妖犬ヘルハウンドの巨きよ体たいとなる。

「それの目を通して現代における吸血鬼の指導者とはどんなものかと観察してみれば……。いやはや、一言で評するならば、アルベルト・アグレル──貴様はクソだな。吸血鬼としてのマナーも誇ほこりも使命感もない。貴様は何のために吸血鬼をやっている？」

「ほざけ！」

　冷気が迸るが、届くことはない。

「やばっ──」

　ヴィクトリアの行動を察知した伊吹は緊きん急きゆう回かい避ひをし、辛かろうじて難を逃のがれる。

　全方位に放出された『念動力』は冷気を弾はじくどころか、そのままアルベルトをも撥はね飛ばす。勢いはそれだけに留まらず、周囲の壁かべも床も天てん井じようも満まん遍べんなく打ち砕き、豪ごう邸ていはこれにて完全に崩壊した。

「な、何だこの出で鱈たら目めな出力は……」

　路上に転がるアルベルト。大吸血鬼として持て囃はやされる自らを軽く凌りよう駕がするその『力』を受け、ようやく敵対者の正体に考えが巡めぐる。

「ま、まさか、お前は、あ、いや、あなた様は……」

「今いま頃ごろ気付いても遅おそい」

　畏い敬けいの念を向けられてもヴィクトリアはただただ不ふ愉ゆ快かいだった。

「さあ、貴様のようなクソにはもったいない最さい期ごをくれてやろう」

　瞬しゆん間かん、黒妖犬ヘルハウンドがアルベルトに飛びかかった。

「おああああああああああああああああああああああああああああ──」

　びっしりと牙きばが並んだ大おお顎あごに嚙かみ砕かれる──かと思われたが、アルベルトの鼻先で黒妖犬ヘルハウンドは桜さくら吹雪ふぶきのように散り消えた。

「ふへ、へ…………」

　慌あわてふためく初老というものは見るに耐たえない。

　ヴィクトリアは最大級の侮ぶ蔑べつをもって言う。

「喰くわれると思ったか？　馬ば鹿かめ。そんなあっけない終わりを与えてやるものか」

　猶ゆう予よではない。

　アルベルト・アグレルがこれより辿たどる運命はすでに決定している。

「何といっても、これは私にとって最初の風紀活動だ。風紀を乱せばどうなるか、風紀に逆らえばどんな目に遭あうのか、世界に私の風紀を示さなくてはならない」

　あのまま犬の餌えさになっていた方が幸せだっただろう。

　元々青白い『冷血漢アイスマン』の肌はだが限界を超えて青あお褪ざめる。

「ただの粛しゆく正せいではない。これは、見せしめだ」

　ヴィクトリアが厳然と告げる。

　恐きよう怖ふに駆かられたアルベルトは渾こん身しんの力を振り絞しぼり、蝙こう蝠もりの群れとなって夜の空へと逃にげ出した。

　ほぼ同時に、もしかしたらさらに速く、ヴィクトリアもまた飛ひ翔しようした。
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　摩ま天てん楼ろうを飛び移りながら展開されるハイスピードスタイリッシュアクション。

　二体の吸きゆう血けつ鬼きの戦いは、傍はた目めにはそのように映ったかもしれない。

　だが、実際は戦いにすらなっていないのだった。

「死ね！」

　飛び乗ったビルを漏もれなく氷こおり漬づけにしながら、アルベルトは『永久に閉ざす氷獄ニヴルヘイム』を解き放つ。

「死ね！」

　雪崩なだれのような冷気の奔ほん流りゆう。

　無数の氷柱の突つき上げ。

　巨氷像ゴーレムによる拳けん撃げき。

『永久に閉ざす氷獄ニヴルヘイム』の攻こう撃げき方法は実に多た彩さいだった。極限状態で高まった集中力が地力を底上げし、アルベルトは過去最高の威い力りよくと精度を発揮する。

「死ねやああああああああああああああああああああ──！」

　そんな必死なアルベルトに対し、ヴィクトリアは何の攻撃も仕し掛かけなかった。

　ただ追うのみ。

　攻撃どころか防ぼう御ぎよもせず、『永久に閉ざす氷獄ニヴルヘイム』を一身に受ける。

「どうした？　もっと根こん性じようを見せろ。ボスの意地を見せてみろ」

　吸血鬼が誇る特殊能力『不死身』。

　アンデッド由来のアルベルトの『不死身』とは次元を異にする圧あつ倒とう的な無限再生。

　脳のう漿しようが飛び散ろうと、心臓が突き破やぶられようと、脊せき椎ついがへし折られようと、傷が生じた瞬間から再生が始まり、次の瞬間にはもう元通り。いくら手を尽つくしても手て応ごたえというものをまったく感じられない。

「まだだ。まだまだだ。もっと血ち眼まなこになれ。もっともっと惨みじめな姿を世界に晒さらせ」

　ヴィクトリアは止まらない。アルベルトをひたすら追い回す。

　それはもはや、精神攻撃だった。

　終わりが見えないようですぐそこに終わりのある過か酷こくな鬼おにごっこは、アルベルトに本当の焦しよう燥そうというものを教える。

「うおおおおおおおおおああああああおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

　そして三十分と持たず、アルベルトの精神は決けつ壊かいした。

　リミッターが外れ、夜天を凍いてつかせる極大の冷気が全身から放出される。

「洒しや落らくさい」

　正しよう真しん正しよう銘めいの全身全ぜん霊れいだったが、それすらもヴィクトリアは正面から食い破った。

「堕おちろ！」

　鉄てつ拳けん制裁が胸板に直撃。

　肋ろつ骨こつが粉こな微み塵じんに砕ける音を感じながら、アルベルトは墜つい落らくした。

「ぶはあっ！」

　激しい水柱が立ち上る。

　墜落先は水中、海、東京湾わんだった。

「ぐ、あ、あああ、が」

　波に揺ゆられ、苦痛に喘あえぐ。

『流水』は吸血鬼の数ある弱点の一つであり、アルベルトの弱点にも該がい当とうする。

　弱点である以上、アンデッドの痛覚無視は機能せず、肌が焼け爛ただれるかのような苦しみを味わわなくてはならない。

「凍こおれ！」

　とはいえ、アルベルトは弱点に対する有効な対たい抗こう手段を持っている。放出した冷気によって氷の小島を浮かべて乗り、どうにか苦痛から脱だつする。

「はあ、はあ、はあ、あぁ……」

　だがしかし、所しよ詮せんは一瞬の延命措そ置ち。

　空を見上げると、そこには回かい避ひ不可能な絶望が待ち構えていた。

「善くぞ生き残った。こんな狭せまい海に殺されたのでは、百年の恋こいも冷めるというものだからな」

『念動力』によって浮ふ遊ゆうし、高所から見下ろすヴィクトリア。

　両者の位置関係はそのまま力関係を表していた。

「頼たのむ、助け、助けてくれ……」

「良い顔だ。罰ばつを受ける違い反はん者しやに相応ふさわしく、どうしようもなく手て遅おくれの反省と後こう悔かいに満ちている」

「か、金ならある。いくらでもある。いくらでもやる。だから、助けてくれえっ」

「無理だな。貴様の命運はここで尽きる」

　アルベルトは偶ぐう然ぜんこの東京湾に辿り着ついたわけではない。ヴィクトリアによって徹てつ底てい的に誘ゆう導どうされ、意図的に追い詰つめられたのだ。

　目と鼻の先にレインボーブリッジがある湾わん岸がん部ぶ。

　そこには人知れず真祖を封ふう印いんし続けていた最高性能の吸血鬼殺しヴアンパイアスレイヤーがある。

「光栄に思え。一瞬とはいえ、貴様は私の本気を引き出すことに成功したのだ」

　全長百メートル超ちよう。

　巨人の剣けんにたとえられる十じゆう字じ架か。

　そんな巨大物体は今、ヴィクトリアの手の中にあった。

「久方ぶりの全力だから、明日には筋肉痛になっているかもしれないな」

　ヴィクトリアはあろうことか自らを封印していた十字架を根元から捩ねじり取り、片手で持ち上げていた。『怪かい力りき』と『念動力』を高出力で併へい用ようすれば、ここまでの超ちよう常じようさえ実現できてしまう。

　こんなバケモノに、誰だれが対抗できるというのか。

「慈じ悲ひを……どうか慈悲を！」

「祈いのるとは、この期に及およんでもまるで人間のようなことをする。無む駄だだとわかっているだろう。私はあくまで神のごときであって決して神ではない。貴様が見上げるのはあくまでバケモノ、吸血鬼だ」

　取りつく島もない。

　すでに詰みなのだ。

「さて」

　ヴィクトリアは振りかぶる。

「ひいっ……」

「さあ、礎いしずえとなれ。貴様の粛正を皮切りに、吸血鬼の風紀は正される」

　これからに向けての気合いと共に、十字架が投げ落とされる。

　その凄すさまじさを表現しようと思ったら、ミサイルや隕いん石せきでは足りない。それこそ神の裁きを想起させる威力だった。

「うぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ、あ──」

　ぷちり。

　甚じん大だいな衝しよう撃げき波はと轟ごう音おんが席せつ巻けんする中、そんな音が聞こえた気がした。
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　深夜の東京は大おお騒さわぎだった。

　人々は凍とう結けつする摩天楼に氷河期の再来かと怯おびえ、墜つい下かする巨大な十字架に最後の審しん判ぱんを見た。

「前代未聞だ」

　東京湾に突き立った新たな観光名所を眺ながめながら、伊吹はぽつりと呟つぶやいた。

　真夜中にもかかわらず湾岸部にはすでに大勢の野次馬が集まっている。情報は瞬またたく間に拡散され、ネット上はそれこそ祭りの様相を呈ていしていた。

「真祖の復活こそが、何よりも一番風紀を乱してると思うんだよなあ……」

　これから彼女が巻き起こすであろうさらなる大事件を想像すると、か弱い人間としてはもう笑うしかなかった。



















　いや、人間に限った話ではない。

　ここは吸血都市。野次馬の中には多くの吸血鬼が混ざっていた。

「……やっと来た」

　真祖の到とう来らいに際し、彼らもまた笑っていた。










　第二章　吸血鬼もの




　復活早々に恨うらみ骨こつ髄ずいの悪質犯罪組織アグレル・フアミリーを滅ほろぼしたのは、反対派の意見を封ふう殺さつするに足る功績であり、ヴィクトリア・リードは速やかに血けつ戦せん局きよくへと加入する運びとなった。

　ただし、加入してからちょっとした一ひと悶もん着ちやくがあった。

「一番見晴らしの良い部屋をもらう」

　秋あき葉は原ばらの本部にやって来たヴィクトリアは開口一番にそう言うと、当然のように最上階を占せん拠きよし、勝手に業者を呼んで改装を始めたのだ。

　対吸きゆう血けつ鬼きを標ひよう榜ぼうする特務機関の最上部に真祖が居い座すわる。

　あくまで物理的な位置取りの話とはいえ、現代の吸血鬼情勢をこれ以上ないほど痛つう烈れつに風ふう刺ししている。この上、吸血鬼に顎あごで使われるようなことがあっては、血戦局はいよいよその看板を下ろさなくてはならない。

　ならないのだが、とある赤あか髪がみの少年は体面など気にしない。

「まさか二日連続でここに呼び出されるとは」

　真祖復活の明くる日、伊い吹ぶきはその真祖に早さつ速そく呼び出された。

　最上階の改装が終わったのでお披ひ露ろ目めをしたいとのこと。

　一日足らずでどのようにしてワンフロア丸ごとの改装を完かん了りようさせたのか。非常に気になるところだが、途と中ちゆうすれ違ちがった業者の人間の何かに『魅み了りよう』されたような顔つきから、色々と察することにする。

「こんな所に住んでたら、アグレル・ファミリーのことを悪く言えないと思うけど」

　ベルサイユ宮きゆう殿でんにでもありそうな豪ごう奢しやな扉とびらを前にして、伊吹は素直な感想を口走ってしまう。

「あんな自己顕けん示じ欲よく丸出しの悪あく趣しゆ味み屋や敷しきと一いつ緒しよにするな」

　すると、扉の向こうからすぐさま反論が飛んできた。

「うわぉ!?」

　こちらのことは筒つつ抜ぬけらしい。

「伊吹だな。入れ」

　言われるがままに入室すると、昨夜と同様に、まずは暗くら闇やみに迎むかえられた。

　カーテンでも閉めているのか、それとも鉄板などで完全に塞ふさいでしまったのか、景色と光をもたらしてくれる窓の類がまるで見当たらない。

「せっかくの展望が台無しだね」

「太陽とか、親の仇かたきよりも憎にくいし」

　どこからか応じたヴィクトリアの声に、伊吹は文句を重ねる。

「見晴らしを要求しておいてそれはないよ。てっきり街外れの洋館とかに住むものだと思ってたし、実際にとびっきり厳いかめしいのを用意してたのに」

「私だってこんなバベルの塔とうみたいな建物に居を構えるのは不本意だ。しかし、風紀の基本である観察と監かん視しを行うためには、ここがもっとも象しよう徴ちよう的なのだから仕方がない」

　パチン、と指を弾はじく音がした。

　すると室内各所の燭しよく台だいに炎ほのおが灯ともり、広大な部屋全体が妖あやしく照らし出される。

「どうかな？」

　黒髪金眼の真祖は、部屋の奥に設置されたデスクにいた。椅い子すに身を沈しずませ、ふてぶてしく机き上じように足を投げ出している。相変わらずの美び貌ぼうだが、今この瞬しゆん間かんだけは、披ひ露ろうされた部屋の様相に目を奪うばわれる。

　絵画、花か瓶びん、彫ちよう像ぞう、甲かつ冑ちゆう、剝はく製せい、シャンデリア。

　まさに悪の貴族の私室。西洋の御お伽とぎ噺ばなしをそのまま具現化したかのような空間だった。

　あまりにも高い完成度に、伊吹は呆あきれ果てる。

「これは、やりすぎじゃないかな」

「うん、自覚はある。だけど反省はしていない。私は真祖として全ての吸血鬼の規き範はんであり模も範はんであらねばならないのでな。少々やりすぎと思われるくらいが丁度いいのさ」

　揃そろえられたインテリアはどれもこれも壮そう麗れいで、年代物アンテイークというよりも神工品アーテイフアクトと評するのが相応しい。

「支し払はらいとかどうしたわけ？　こんな嗜し好こう品ひん、経費で落ちないでしょ」

　部屋の見学を一通り終えた伊吹はまず庶しよ民みん的な心配をしたが、ヴィクトリアの貴族然とした佇たたずまいに倹けん約やくや節約といった概がい念ねんが入り込む余地はない。

「その点は心配無用。つい先日、成り金の規則違反者を取り締しまったばかりなのでな」

「それって、アグレル・ファミリーのこと？」

「ああ。奴やつらの遺産を、ちょっとな……」

「まさか、盗ぬすんだの!?」

「おいおい、大声で人聞きの悪いことを言うな」

「アルベルトを沈めた後に、豪ごう邸ていで何かこそこそとやってると思ったら……」

「窃せつ盗とうではなく、あくまで没ぼつ収しゆうだ。本気の反省文を提出し、骨の髄まで更こう生せいしたのなら、すぐにでも返してやるさ」

「その返へん却きやく主は他ならぬヴィクトリアが叩たたき潰つぶしたんじゃないか」

「あんな寒いチンピラ共よりも、絶対に私の方が財貨を有効活用できる」

「それってまんま山さん賊ぞくの理論だよ」

「ふはは、敗者は勝者に全てを奪われるのが世の常だろう」

　弱肉強食を地で行っている。この少女はどうしようもなく吸血鬼なのだ。人の枠わくに当てはめることはできない。

「しかしあれだな、復活早々でこうも体てい良よく活動資金を確保できるとは、まるで運命に背を押されているかのようだな」

「活動資金、ねえ」

　そこで伊吹はちらりと、部屋の最さい奥おうに鎮ちん座ざする棺ひつぎを見た。

　吸血鬼にとって死と復活の象徴にして、最終的に還かえるべき拠より所。

　これがここにある意味。一晩限りの宿ではなく、真祖は、血戦局を本格的な拠きよ点てんとして定めたのだ。

　それを確かく認にんした伊吹には、どうしても聞いておかなくてはならないことがあった。

「ところで、ヴィクトリア。所属先はもう決めた？」

　血戦局はいくつかの部門に分かれており、局員ならば当然いずれかに所属しなくてはならない。通常は個人の能力特性に応じて強制的に振ふり分けられるのだが、ヴィクトリアに関しては特例が認められ、所属先の選せん択たく権が与あたえられている。

「気が早いな。私がこのビルに入ってから、まだ半日とちょっとしか経たっていないのだが」

「ヴィクトリアに呼び出されたって報告したら、方々の部長からものすごい剣けん幕まくで迫せまられたんだよ。『あの真祖が狙ねらう部門を何としても聞き出してこい』ってさ。まあ、ヴィクトリアを迎え入れたら良くも悪くも業務内容に莫ばく大だいな影えい響きようがあるだろうから、百ひやく戦せん錬れん磨まの部長たちでも必死になるよね」

「もう少し考える時間をくれ……と言いたいところだが、実はもう決めてあったりして」

「本当に話が早いなあ」

　真祖はどこを希望するのか、本命予想は二つに絞しぼられている。

　一つは遊ゆう撃げき部。部隊に組み込みづらい特出した能力を持つ猟血官ハンターを、状じよう況きように応じた遊撃手として運用する部門。ちなみに伊吹もここに所属している。

　もう一つは宣伝部。超ちよう抜ばつの美貌をアイドルなりモデルなりで利用すれば、大衆に対する絶大な影響力を獲かく得とくできる。やりようによっては世界だって獲とれる。

「で、どこに？」

　血戦局を代表して伊吹が尋たずねる。

「うん。率直に言って、私はどこにも所属するつもりはない」

　返答は予想の外の外。

「資料を読ませてもらったが、どこもかしこも辛しん気き臭くさくて、そそられない、ときめかない」

　ヴィクトリアが足を投げ出した机上には、書類が散乱している。見れば、それは各部門のパンフレットだった。ぞんざいな扱あつかいはそのまま評価を表している。

「それでも血戦局の情じよう報ほう網もうは是ぜ非ひ使用させてもらいたい」

「そんな勝手な──」

　その横暴に対し、さすがの伊吹も抗こう議ぎしようとするが、ヴィクトリアはさらなる驚きよう愕がくを口にする。

「そこで私は、一から部門を立ち上げることにした」

「え……？」

「その名も『風紀委員会』」

「ふ、風紀、委員会……？」

「そうだ。正式名称は吸血鬼風紀改善委員会とする。何の捻ひねりもないところが堅かた苦くるしくて良い感じだろ？」

　椅子にふんぞり返り、ヴィクトリアは意い気き揚よう々ようと告げる。

「活動目的は吸血鬼を対象とした風紀の改善・再生・復古。確固たる規則を取り決め、乱れた風紀を取り締まり、誇ほこり高き吸血鬼の在り方を取り戻もどす」

「……取ってばっかりだね」

　こうなってしまってはもう聞く耳は持たない。ヴィクトリアの異常な行動力については、昨日すでに体験済みの伊吹である。抵てい抗こうは無む駄だ。浅い溜ため息を一つ吐ついて、無茶な状況を受け入れる。

「わかった。じゃあ、長官には僕の方から伝えとく。ワンクッション置いてあげないと、ストレスフルでいよいよやばいことになりそうだから」

「よろしく言っておいてくれ」

　人間は吹ふき荒あれる嵐あらしを制せい御ぎよできない。この偉い大だいなる吸血鬼と付き合っていくには、諦あきらめと忍にん耐たい、矛む盾じゆんするこの二つの要素が何よりも重要なのだ。

「それにしてもヴィクトリア、随ずい分ぶんとまた茨いばらの道を選んだもんだね。たった独りで部門を立ち上げるなんて、その労力を考えるだけでこっちは二の腕うでが痙けい攣れんしそうだよ」

　──吸血鬼ってのは疲ひ労ろうを感じないのかな？

　そんな皮肉を交えようとする伊吹を、ヴィクトリアは鋭するどく制する。

「独り？　何を言っている。こんな面めん倒どう事ごとを独りで抱かかえ込むわけがないだろうが」

「あ、もしかして、眷けん属ぞく？」

　否定の言葉を受けて、伊吹は勝手に得心する。

「真祖の眷属ともなれば、誰だれも彼も伝説級の怪かい物ぶつばかりじゃないか。『鉄血姫アイアンメイデン』とか『万能屋マルチハンド』とか『真ベなヒるモ獣ス』とか。うわ、こいつはすごい。いや、大変だ」

　真祖が復活したのだから、その眷属は喜び勇んで馳はせ参さんじることだろう。

　彼らは皆みな、現げん役えきの大吸きゆう血けつ鬼きであり、今やそれぞれが『血統ブランド』の代表格として君臨している。真祖の威い名めいが今日まで保たれているのは、強大な彼らの存在が証しよう拠ことなっているおかげでもある。

「貴様は何を勝手に盛り上がっている？」

　しかし、ヴィクトリアは伊吹の考えを見当違いと切り捨てる。

「眷属などいらない。現状この『風紀委員会』に所属するのは私と貴様の二人だけだ」

「え？」

「私と貴様」

「ん？」

「貴様」

　金色の瞳ひとみは赤あか髪がみの少年を見み据すえて逃のがさない。

「新しん宮ぐう伊吹。貴様は私の世話係だろう。ならば『風紀委員会』の一員としても奉ほう仕しする義務がある。そうは思わないか？」

　するとヴィクトリアはセーラー服のポケットから黒革の装そう丁ていを取り出し、伊吹に投げ渡わたす。

「これって……」

「風紀手帳だ。委員会の一員として内容を一言一句暗記し、肌はだ身み離はなさず持ち歩くように」

　表紙の上部には『吸血風紀手帳』と赤字で記され、その下にはこれまた赤色の紋もん章しようがある。棺と二本牙きばが組み合わさったそれは、おそらく『風紀委員会』のシンボルマークなのだろう。

　パラパラとページを捲めくってみれば、吸血鬼が守るべき規則の諸もろ々もろがびっしりと連なっている。

　たった一日足らずで準備は万ばん端たん。ここからも委員長としての本気が窺うかがえる。

「委員長命令だ」

　古今無む双そうの真祖に人間一人が逆らえるわけもなく、伊吹は『風紀委員会』へ強制加入させられる運びとなった。
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　かくして、ヴィクトリア・リードは現代社会へと本格参戦した。

　もとより真祖の情報はすでに止とめ処どなく拡散している。ヴィクトリアを抑よく止し力りよくとして利用したい血戦局は、その存在についてあえて否定しなかった。

　ただし、結果を言ってしまえば、事態は血戦局の目もく論ろ見みとは真逆の方向に突つき進む。

　吸血鬼はヤワではない。

　真祖復活に触しよく発はつされるかのように、吸血都市の乱れは加速する。
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『風紀委員会』が設立されてから早くも一週間が経過した。

　設立に際しそれなりの大おお騒そう動どうが巻き起こり、それを垣かい間ま見みた者たちは、これから始まる真祖の暴ぼう虐ぎやくに震ふるえた。

　だが大方の予想は裏切られる。

　本部ビル最上階の執しつ務む室には、今日まで実にゆったりとした時間が流れている。

「よし、あと三問……」

　学校帰りの伊吹は、数学の課題に取り組んでいるところだった。常じよう軌きを逸いつした柔やわらかさの来客用ソファに座り、精せい緻ちな彫ちよう刻こくが施ほどこされた飴あめ色いろの長テーブルに数枚のプリントを広げている。

　伊吹は特務機関に所属する猟血官ハンターであると同時に、都立高校に通う生徒でもある。

　二年Ｄ組。出席番号八番。保健委員。演劇部。学食派。

　得意科目は生物。苦手科目は美術。

　伊吹は吸血鬼とより良好な関係を築くべく、わざわざ一いつ般ぱんの高校に通っている。

　彼には持論がある。

　一つの世界に留とどまっていたら感覚が鈍にぶる。

　日常と非日常。現実と空想。人と鬼おに。

　明確に区別してこそ、吸血鬼という異常を鮮せん烈れつに味わうことができる。

　吸血鬼退治は真夜中に行われるのが常なので、しばしばナポレオン並みの睡すい眠みん時間になってしまうが、伊吹はそれでも登校を続けていた。

「うあー」

　そんな自分で選んだ二重生活であるとはいえ、やはり面倒くさいと思うこともある。

「この問題を考えた教師は絶対にドＳだ……」

　シャーペンを回しながら難問に毒突く伊吹。

「苦戦しているようだな」

　一方のヴィクトリアもまた、漆しつ黒こくの光こう沢たくを放つデスクにて勉強中だった。

　この一週間、ヴィクトリアは百年の封ふう印いんで患わずらったジェネレーションギャップを解消するべく、現代社会の情報・知識を片っ端ぱしから頭に詰つめ込んでいた。デスクの周囲には書しよ籍せきが大量に積み上げられ、デスク上のパソコンには謎なぞの動画がループ再生されている。

「そっちはそっちで大変そうだね」

「そうだな。百年程度の隔かく絶ぜつなど、どうとでもなると思っていたが、あらゆる分野が猥わい雑ざつに絡からまっていて中々どうして難なん儀ぎしている」

　そう言うヴィクトリアの手の中には一冊の本がある。

「取り分け娯ご楽らくの分野の発展が目覚ましいな。良くも悪くも」

　ヴィクトリアがページを捲るのは、悪の貴族の部屋に相応ふさわしい魔導書グリモワールではなく、極きよく端たんに短いスカートを翻ひるがえす美少女が表紙の漫まん画が本ぼんだった。

　タイトルは『ヴァンピーズ』。略して『ヴァンピ』。

　どこにでもいる一般人の少女がある日突とつ然ぜん、吸血鬼が全てを支配する異世界に飛ばされたことから始まるブラッディ・ビヨンド・ファンタジー。張り巡めぐらせた伏ふく線せんをぶっちぎる強ごう引いんなストーリー展開と肌はだ色いろ成分の濃こい画風で好評を博し、先日にはついに累るい計けい発行部数一億部を突とつ破ぱした超ちよう人にん気き作である。

「『神滅血晶封黒陣タルタロス・ヘリオトロープ』、だと……？」

　馬ば鹿か笑わらいしながら読むべき娯エ楽ン作タ品メと、真正面から向き合うヴィクトリア。

「あ、その必殺技が出るのってクロスマリッジ篇へんだ。吸血鬼と人間の異種婚こんを法的に認めさせるために主人公が吸血王シャルド・レッドに挑いどむ感動巨きよ篇へん──面おも白しろくない？」

　見かねた伊吹が声をかけると、その美び貌ぼうは何とも言えない形に歪ゆがむ。

「……興味深くはある」

　ヴィクトリアの周囲に連なる書籍山脈の大半は、『ヴァンピ』のように吸血鬼を軸じくとして物語が進行する、いわゆる『吸血鬼もの』と呼ばれるジャンルで占しめられている。マニアには堪たまらない空間だが、ヴィクトリアの心境は複雑だ。

「世に吸血鬼文化が浸しん透とうするのは悪いことではない、ないが……、ここまで大衆向けにデフォルメされているとなると、間ま違ちがったイメージが先行し、吸血鬼に必要不可欠な超ちよう常じよう性が薄うすれてしまうのでは──」
















「そうでもないって。みんなデタラメだってわかった上で楽しんでるから」

「しかし、人間だけならまだしも、この普ふ及きゆう率を見るに、もしや吸血鬼ですら妙みような影えい響きようを受けているのでは……。いやまさか、そんな本ほん末まつ転てん倒とうな結果は──」

　真しん剣けんに思い悩なやむ真祖。これはこれで一見の価値がある。

「むう……人間の想像力というものは真に無限だな」

『ヴァンピ』全巻を読み終えたヴィクトリアは次に、吸血鬼ものの傑けつ作さくアニメシリーズとして名高い『ふたりきりのドラキュリア』のＢＤボックスに手を伸のばそうとする。

「見事にハマってるじゃないか」

　伊吹がツッコミを入れると、ヴィクトリアはしどろもどろになって釈しやく明めいする。

「こ、これはあくまで勉強であって……」

「へえ」

「ほ、本当だぞ！」

　サブカルチャーに夢中な真祖。これもこれで面白い。

　だが、そろそろ真祖の本領を見せてもらいたい。

　最ヴ強イのク吸ト血リ鬼アの活かつ躍やくを一番近い位置で見るために、伊吹は遊ゆう撃げき部から『風紀委員会』へと移い籍せきしたのだ。真祖専属の『世話係』という妙な役職の正式認にん可かを上層部から勝ち取るため、相当危ない橋を渡った。

　苦労した分の見返りはきっちり支し払はらってもらう。

　伊吹が課題を終える頃ころには、空はすっかり黒に染まっていた。

　吸血鬼が動き出すのに相応しい時間帯だ。

　そんな時だ。

　横よこ槍やりを入れるように伊吹のポケットの中で携けい帯たい端たん末まつが音楽を響ひびかせた。

　着信画面には司令長官の名前が表示されていたので、伊吹は急いで電話に出る。

「もしもし葉は月づき。何かあった？」

『何かあった、ですって？　最上階のロイヤルスイートを占せん拠きよしてる癖くせに、随ずい分ぶんと平和ボケしてるのね』

「苛いら立だってるなあ……もしかして、また面めん倒どう事ごと？」

『ええ、それもとびっきりのね。アタシたちだけじゃもう手に負えなそうだから、アンタたちに応おう援えん要よう請せいをするわ』

「一体何が？」

『とりあえずテレビでもネットニュースでもいいから見なさい。私が説明するより、その方が話が早いから』
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『本日午後八時、園えん城じよう院いんグループの令れい嬢じよう、園城院宮みや美びさんが誘ゆう拐かいされました』

『誘拐犯は、これまでにも八件の誘拐を実行している凶きよう悪あくな吸きゆう血けつ鬼きです』

『昨夜のうちに予告状が届いていたので、世田谷区の園城院邸ていには対吸血鬼戦略執しつ行こう局より多数の人員が派は遣けんされ、厳重な警護が敷しかれていました』

『にもかかわらず、吸血鬼は防衛網もうを易やす々やすと突破し、宮美さんを誘拐しました』

『高笑いを上げながら屋や敷しきを去る様子を、番組レポーターが確認しています』

『追つい跡せき虚むなしく、三十分足らずで逃とう走そうの痕こん跡せきを消失』

『宮美さんの父親にしてグループの会長である園城院清せい蔵ぞう氏の怒いかりは計り知れません』

『いくら強力な個体とはいえ、単独犯、さらには予告があった事件を未然に防げなかった血戦局には非難の声が相次いでいます』

『たとえご令嬢を奪だつ還かんできたとしても──』

『責任問題は避さけられないでしょう』
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　テレビから流れるニュース映像を見て、伊吹は自然と前のめりになっていた。

「これはまたやばいことになってるなあ……」

　物ぶつ騒そうな話だが、『吸血鬼の春』を経へた現代社会において、吸血鬼による人間の誘拐事件はさして珍めずらしくもない。にもかかわらずここまで大々的に報道される理由は、加害者と被ひ害がい者しやのどちらもが名の知れた存在だったからだ。

「大だい企き業ぎようの一人ひとり娘むすめに手を出すなんて、最近の吸血鬼は元気が有り余りすぎでしょ」

　園城院グループとは建築事業を中ちゆう核かくとする日本屈くつ指しの大企業にして、血戦局に多大な出資をしているメインスポンサーでもある。

　少々の粗そ相そうも厳禁だというのに、血戦局はとんだ大失態を演じてしまった。このままでは双そう方ほうの関係は破は綻たんする。最悪の場合、機関解体もあり得るので、何としてでも令嬢を奪還し、不ふ埒らちな誘拐犯を撃げき滅めつしなくてはならない。

　血戦局の一部門である『風紀委員会』もすぐに現場に駆かけつけるべきだが──

「ヴィクトリア」

　伊吹はソファから腰こしを上げ、委員長のデスクへと向かった。

「お勉強中のところ悪いんだけど、ちょっといいかな」

「どうした伊吹？　今、アカリとユウカが初めて結ばれる序じよ盤ばんの佳か境きようだから、集中したいのだが」

「ニュース、聞いてた？」

「何となく。吸血鬼とお嬢じよう様さまが駆け落おちしたんだっけ？」

　パソコンで再生したアニメから目を離はなさず、適当なことを言うヴィクトリア。

「もしかしたらそういう可能性もあるかもしれないけど……きっと違う」

　伊吹はテレビの音量を上げ、ニュースを無理矢理聞かせる。

　ヴィクトリアはあからさまな渋じゆう面めんを作りながらも、とりあえずアニメを一時停止する。

　広すぎる執しつ務む室に事件の概がい要ようが響き渡わたる。

「ふうん」

　聞くとなると、ヴィクトリアはじっくりと吟ぎん味みする。メディアではまだ報道されていない誘拐犯の詳しよう細さいな情報を、血戦局の構成員である伊吹から聞き出す。

「件くだんの吸血鬼の名は？」

「桂かつら木ぎカルロス。二つ名は『指揮者コンダクター』」

「そいつの服装は？」

「シルクハットに燕えん尾び服ふく、それに加えて片眼鏡モノクルっていうジェントルスタイルを常時貫つらぬいてるらしい」

「得意とする特とく殊しゆ能力は？」

「『形態変化』による蝙こう蝠もり化。無数の蝙蝠になっての音波攻こう撃げきは精神攪かく乱らんだけじゃなく物理的音圧すら伴ともなうから、かなり厄やつ介かいみたいだよ」

「ふうん」

　ヴィクトリアは革張りの椅い子すに背を預け、何かに想いを馳はせるかのように目を閉じる。

　暫しばしの間、ニュースの音声だけがやかましく響く。

　雑音を打ち破ったのは、彼女自身の大声だった。

「素す晴ばらしい！」

　勢いよく立ち上がり、盛大に拍はく手しゆを鳴らす吸血鬼の中の吸血鬼。

「乱れに乱れたこんな世せ知ち辛がらい世の中にも、そのような真っ当な吸血鬼がまだ残っていたとは……感動だ。今一度言おう、素晴らしい！　聞く限りにおいては、言動も服装も特殊能力も、ほぼ完かん璧ぺきだ。その『指揮者コンダクター』とやらには、是ぜ非ひ一度会っておきたいものだな」

　誘拐犯に惜おしみない賞賛が送られる。

「えっと、応援要請が来てるんだけど？」

「断る。なぜ『優等生』を取り締しまらなくてはならないのだ」

　血戦局の一員としての伊吹の嘆たん願がんは、にべもなく撥はねつけられる。

　ヴィクトリアの定める粛しゆく正せい対象とは、つまらない人欲に溺おぼれ、住むべき世界を見誤り、己おのれの存在意義を放ほう棄きした不埒者。要は吸血鬼らしからぬ吸血鬼。

　今夜の事件を起こした『指揮者コンダクター』はとても吸血鬼らしい吸血鬼なので、むしろ優等生なのだった。

「『風紀委員会』は現状を維い持じ」

　委員長命令を下すと、ヴィクトリアはアニメ鑑かん賞しようを再開する。

　パソコンにかじりつくその姿勢は、どう贔ひい屓き目めに見ても吸血鬼らしくなかったが、それを指し摘てきできる者は今ここにはいなかった。
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　それから五時間ほどが無む為いに過ぎた。

　課題を終え仕事もない伊吹は、ただ暇ひまでしかなかった。

　真夜中を迎むかえ、血戦局の活動はいよいよこれからが本番だというのに、ヴィクトリアはアニメに没ぼつ頭とうして動こうとしない。鑑賞中の『ふたりきりのドラキュリア』は十年以上も続く長ちよう寿じゆシリーズなので、まだまだ楽しみの時間は尽つきない。

　──今日はもう諦あきらめるか。

　伊吹が帰り支じ度たくを始めた丁度その時、執務室に来客があった。

「…………」

　くたびれたスーツに朽くち葉ば色のロングコート。髑どく髏ろの指輪。目の下には濃こい隈くま。

　平ひら逆さか葉月。血戦局司令長官その人である。

「…………」

　変わり果てたかつての自室に関する感想もなく、感情が削そぎ落とされた無表情のまま幽ゆう霊れいのように足を動かし、伊吹の隣となりのソファに静かに腰を下ろした。

「はああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……………………」

　深い深い溜ため息は、うら若き乙女おとめが吐はき出していいものではなかった。

　真祖復活から一週間──血戦局の最高責任者たる葉月の多た忙ぼうぶりは、過か酷こくというのも生ぬるい。その上、今日の誘拐事件である。疲ひ労ろうはとうに限界を超こえ、起きながらにして悪夢を見ているかのような状態だ。

「酷ひどい顔だね。隈が底なし沼ぬまみたいだよ」

　伊吹の発言にデリカシーはなかった。葉月の精神状態については聞き及およんでいるはずなのに、迂う闊かつにも程がある。

「ふん！」

「どぶぁっふ！」

　座った状態でも威い力りよくを損そこなわない神かみ業わざボディブローが伊吹に炸さく裂れつ。体たい罰ばつは仕方がない。それだけの失言だった。

「まったく！　ああ、もう、まったく！」

　瞬しゆん間かん的に頭に血が上ったことで感情が回復した葉月は、大声を張り上げながらガシガシと頭を搔かきむしる。ヒステリックで見ていられないが、それでもたった一分足らずで自分を取り戻もどすのだからさすがである。

「はぁ……」

　今一度の溜め息で呼吸を整えると、己に言い聞かせるように葉月は語り出した。

「いや、まあね、真祖を引き入れるって反則中の反則を仕出かしたんだから、責任を取って過労死するくらいの覚かく悟ごはしてたのよ。覚悟はしてた。覚悟はしてたんだけど、完全に見通しが甘かったわ。各方面への説明とか、各方面からの苦情とか、無む尽じん蔵ぞうのタスクに圧殺されて、もう完全に限界突破キヤパオーバー。何回も意識を飛ばした。それでも神かみ憑がかりのトランス効果で疲ひ弊へいした身体と精神を無理矢理誤ご魔ま化かしてたのに、区切りの一週間目にしてあの誘拐事件。メインスポンサー様が撤てつ退たいするとか……何それ？　ここまで事態が発展するなんて、こんなの絶対に予想できないっての！」

　一気に捲まくし立てると、葉月はがっくりと項うな垂だれた。

　まるで敗北したボクサーのようだと思った伊吹だが、今度はきちんと言葉を選ぶ。

「誘拐犯、まだ捕つかまってないんだ」

「……ええ、狩しゆ猟りよう部の七番隊を総動員したのに、結局逃にげられたわ。ご令嬢はどうにか奪還できたけど……」

「だったらまあ、良かったじゃん」

「全っ然良くないわよ。身み柄がらを確保した時には、新たな女吸血鬼にされた後だったのよ。牙きばを生やした一人娘を送り返された父親ときたら、半はん狂きよう乱らんになって殴なぐりかかってくるし、その場でスポンサー契けい約やくを打ち切るって宣言するし……」

　連れ去られたまま今生の別れ、という最悪の事態は回かい避ひできたものの、悲劇には変わりない。相手が相手だけに、葉月は責任者として自ら顚てん末まつの報告をしに行ったようだが、当然許してくれるはずもなし。血戦局は本日もお馴染みの苦境に立たされている。

「えっと、お疲つかれ様」

「応おう援えん要よう請せいを断った薄はく情じよう者ものが、何をいけしゃあしゃあと……」

　一流の呪じゆ術じゆつ師しは視線一つで相手を呪のろうことができると言われている。おざなりに労ねぎらう伊吹を睨にらむ葉月のその双そう眸ぼうは、まさしく『魔ま眼がん』と呼ぶべき禍まが々まがしさがあった。

　こんな視線に晒さらされては、どうしたって言い訳をしたくなる。

「いや、僕としては要請に応えたかったんだけど、使い走りの平委員だからさ、委員長の意向には逆らえないんだよ」

　そう言って伊吹は奥のデスクを見る。

　つられて葉月も視線を向ける。

「委員長、委員長ねえ……。で、その委員長は今、何をやってるわけ？」

「アニメ鑑賞」

「……仕事そっちのけで趣しゆ味みに走るとか、何のために復活したのよ、あの真祖は」

　当然、葉月の表情は険しい。

『風紀委員会』の設立に当たり、最終的にもっとも骨を折ったのは他ならぬ葉月である。司令長官としての権利・権力・権けん威いを徹てつ底てい的に利用し、吸きゆう血けつ鬼きが率いる前代未聞の部門を承しよう認にんした。後ろ盾だてとして自らも特別顧こ問もんの役職を兼けん任にんすることにして、わがままに付き合って自室のある最上階だって明け渡した。

　そこまでしてやったのに、この怠たい慢まんは何だ。

　腹に据すえかねた葉月は、ちょっとした仕返しを実行するべく、携けい帯たい端たん末まつを取り出した。

「■■■■■、■■■、■■■■■■■■」

　音声認識アプリに呪言を取り込み、メールを作成する。

　そして送信。

　宛あて先さきは風紀委員長専用パソコン一号。『You got a mail』の通知が表示されるや強制的にファイルが開かれ、アニメ再生中の画面はおどろおどろしいエラーメッセージに埋うめ尽くされる。

「ん？　何だこれ……っておいおいおいおい、どうなってるんだこれ！」

　遠えん隔かく呪じゆ詛その応用発展型。電子変へん換かんして召しよう喚かんされた怨霊ウイルスの群れがメモリを侵しん食しよくし、熱暴走を引き起こす。やがてパソコン全体から黒こく煙えんが噴ふき出し、最後には派手な爆ばく発はつを果たす。

「きゃあ！」

　呪じゆ炎えんの直ちよく撃げきを浴びたヴィクトリアは、みっともない悲鳴と共に椅子から転げ落ちる。電子機器に対する知識がまだ足りない彼女にとっては、まったくの不意打ちだった。

　とはいえ、部屋を見回してみれば、誰だれがこの悪戯いたずらを仕し掛かけたのかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

「貴様の仕業か、処女ぉ！」

「処女言うな！」

「清せい涼りよう感かん抜ばつ群ぐんの純潔の香かおりがぷんぷんすると思ったら！」

「やめろ！　アンタ、そういうこと外でも喋しやべったら、マジで追い出すから！」

　すでに犬けん猿えんの仲を築いているヴィクトリアと葉月。

　勝手気ままなヴィクトリアのせいで多大なる苦労を抱かかえ込む羽目になった葉月なので、好感情など持てるはずもない。またヴィクトリアはヴィクトリアで、組織の中で自分より上位に立つ人間の存在が単純に気に入らないらしい。

「ふしゃー！」

「むぎゃー！」

　今や顔を突つき合わせれば取っ組み合いキヤツトフアイトをする間あいだ柄がらである。

「まあまあ」

　テーブルの上で絡からみ合う少女たちを引き離はなすのは伊吹の役目だ。この二人だけでは話がまったく進まないので、緩かん衝しよう材ざいとなって間を取り持つ。

「長官殿どの、こんなことしてる場合じゃないでしょ？」

「……っ、ふん、そうね、そうだったわ。愚ぐ痴ちを垂れるのも、小こ競ぜり合いをするのも、大いなる時間の無む駄だよね」

　葉月は我に返る。元々は理性的な才さい媛えんなので、短い諫かん言げんでも充じゆう分ぶんに察してくれる。

　だが、もう一方のヴィクトリアは収まらない。

「おいおいおい、私の勉強を台無しにしておきながら、何を一人だけ冷静になっている。あれは限定版だったんだぞ。オーディオコメンタリーも、特典映像だってまだ観みていないのに！」

「そんな作り物より、余よっ程ぽど面おも白しろいものをあげるわよ」

　なおも喚わめき続けるヴィクトリアに、葉月はガラスの小こ瓶びんを突きつけた。

「これを渡わたすために、アタシはわざわざここに来たのよ」

「何だこれは。こんなもので私の機き嫌げんが──」

「とりあえず落ち着きなさい。アニメ程度ならいくらでも弁べん償しようしてやるし、これがお気に召めさなかったらアタシの血をいくらでも吸っていいから」

「……」

　葉月の言葉にある種の覚悟を感じ取ったヴィクトリアは、一いつ旦たん怒いかりを抑おさえ、不ふ審しんに思いながらも小瓶を受け取る。

「で、何なのだこれは？」

　その中身は、一見すると赤いビー玉。

「うわ、それって本物？」

　大きく反応したのは伊吹だった。伊吹に限らず、血戦局の局員ならば皆みな、それに対して目を瞠みはることだろう。

「ちょっと触さわっていいかな？」

「駄だ目めよ。何のために封ふうをしてあると思ってるの」

「ちょっとだけ、ほんのちょっとだけだから！」

「やめなさい！　何でそんなに手つきがいやらしいのよ」

　小瓶の中身を巡めぐって、妙みような盛り上がりを見せる伊吹と葉月。

「おい」

　会話に入れないヴィクトリアが説明を求めると、伊吹が端たん的てきに言う。

「これは、『ヴァンプアップ』だよ」

　そんな名めい称しようだけを言われてもまったくぴんと来ない。ヴィクトリアが剣けん吞のんな表情で首を傾かしげたので、伊吹はそそくさと謎なぞのビー玉の正体を明かす。

「これは、クスリだよ」

「クスリ？」

「ただのクスリじゃない。これは吸血鬼のために製造されてる特とく殊しゆ薬物なんだ」

「何だと……？」

　驚おどろくヴィクトリアを前にして、伊吹は得意げに解説をする。

「効能は特殊能力の追加発現。この飴あめ玉だまみたいなのを口に放り込むだけで、吸血鬼は新たなる力をお手軽に獲かく得とくできるのさ。まあ、その名の通り覚醒剤アツパーってわけだけど、この完成度と純度の高さなら、もう霊れい薬やくとか妙みよう薬やくって言った方が正しいかもしれないね」

　ヴィクトリアは絶句する。

　特殊能力は吸血鬼の超ちよう常じよう性せいを支える最大の要素。その発現を薬物に頼たよるなど、厳げん粛しゆくな真祖にとっては受け入れ難がたい事実だった。

「ちなみに、先日アンタが潰つぶしたアグレル・ファミリーも『ヴァンプアップ』の常習者よ。あの恐おそろしい氷結能力はドーピングの賜たま物ものってわけ」

　ここで葉月が解説を引き継つぐ。

「それと、財ざい閥ばつ令れい嬢じよう誘ゆう拐かい事件を起こした『指揮者コンダクター』。アイツもドーピングしてるわよ」

「な、う、噓うそだろ!?」

「ご令嬢の寝しん室しつの前で『ヴァンプアップ』を摂せつ取しゆして、想定外に強化をされたから、うちの部隊でも取り逃がしたのよ」

「そんな、優等生だと思ってたのに……」

　吸血鬼の間で広まっている薬物汚お染せんの実態に、ヴィクトリアは立ち眩くらみする。

　その心の揺ゆらぎを、葉月は大いに利用する。

「さて、そんなやばいクスリが巷ちまたに溢あふれてるっていうのに、誇ほこり高き真祖様はアニメの前から動かないつもりなのかしら？」

　あからさまな煽あおりだが、無視するわけにはいかない。

　ヴィクトリアのお勉強はこれにてようやく終える運びとなった。
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「『ヴァンプアップ』は極きわめつけの危険物だけど、高額な値段設定や入り組んだ購こう入にゆうルートがあって、流通には一応の配はい慮りよがなされていたわ」

　葉月が言う。そのものではなく、まずはその周辺事情について説明する。

「でも、一週間前から、ティッシュ配りさながら滅め茶ちや苦く茶ちやにばらまかれ始めたのよね」

「一週間前……」

　ヴィクトリアは思わず繰くり返す。

「そう、一週間前。丁度アンタが復活したその日から。これが単なる偶ぐう然ぜんじゃないってのは『暴食派グラトニー』のケダモノ連中にだってわかることよね」

　葉月の物言いには棘とげがあった。推理小説で探たん偵ていが犯人を追い詰つめる時のような、鋭するどい棘が含ふくまれていた。

「まさか貴様、私を疑っているのか？」

　それこそ推理小説の登場人物のように、ヴィクトリアは過か敏びんに反応する。

「その薬物事件を、私が裏で糸を引いていると、そう言いたいのか？」

　誇り高き真祖と薬物事件が結びつけられるなど絶対にあってはならない。ただ疑われるだけでも虫むし唾ずが走る。

「冗じよう談だんじゃない、私は無実だ！」

　必死に身の潔白を訴うつたえるヴィクトリアを、葉月は淡たん々たんと受け流す。

「いや、わかってるから。だってアンタってばこの一週間、委員会活動どころか吸血もしないでずっとこの部屋に引き籠こもって『お勉強』に勤いそしんでたじゃない」

「そ、そうだ。私にはアリバイがある」

　改めて一週間という時間を突きつけられると、ややばつが悪いヴィクトリアである。ただし無む為いに過ごしたとは思いたくないので、尊大な態度を崩くずさない。

「容疑者扱あつかいされるなど、名めい誉よ棄き損そんも甚はなはだしい」

「容疑者だなんてとんでもない。立場としてはむしろ被ひ害がい者しや寄りよ」

「何？」

　事情は一ひと筋すじ縄なわではない。ヴィクトリアはこの時点でそれだけは咄とつ嗟さに理解した。

「どういうことだ？　何が起こっている？」

　ヴィクトリアの質問に、葉月は質問で返す。

「最近の『ヴァンプアップ』のキャッチコピーを知ってる？」

　キャッチコピー。特殊薬物にだってまずは印象が大事なのだ。

　ただし、その存在すらつい先程認識したばかりのヴィクトリアには知る由よしもない。

「〝ヴィクトリア・リードを超こえろ〟ですって。笑っちゃうわよね」

　そう言って葉月は本当に笑った。見事なまでの苦笑いだった。

「そんなにおかしいことかな？　真祖の存在自体は今や世間に知れ渡ってるんだし、名声にあやかろうって輩やからが出てくるのは、むしろ自然な流れだと思うけど」

　疑問を投げかけたのは伊吹。

　吸きゆう血けつ鬼きの狡こう猾かつさを知る専門家からすれば、名義の無断使用など可愛かわいいものである。

　しかし、専門家の長たる葉月はそうは思っていない。

「確かに血戦局は『真祖』の存在を半ば認めているわ。けれども──『ヴィクトリア・リード』っていう個体について公表したわけじゃないのよ」

「あ……」

　思わず声を上げたヴィクトリア。彼女は事態の様相を理解した。

「えっと……」

　この場で一人だけ事態を飲み込めていない伊吹が葉月に視線を向けると、彼女は本題を言葉にする。

「公表してないのに、クスリをばら撒まいている奴やつは、話題の真祖をヴィクトリア・リードだと断定している。その存在及および所在を認識している。つまり、封ふう印いん前からの『知り合い』である可能性が極めて高いってわけ」

　知り合い。

　ヴィクトリアの封印期間は百年に及ぶ。通常百年も経過していれば大たい抵ていのつながりは断たち切れるものだが、生あい憎にく、吸血鬼に寿じゆ命みようは関係ない。

「真祖の『知り合い』って、もしかして……」

「ええ、でしょうね」

　事件の首しゆ謀ぼう者しやについて、伊吹と葉月はある共通の予想を立てた。

「成なる程ほどな。こいつは確かに私が動くべき案件だ」

　そして、ヴィクトリアもまた見当があるらしい。

「その『知り合い』は明らかにアンタを意識して異常行動を開始したわ。だからアタシは思う。この特殊薬物無差別拡散事件は、真祖復活から生じた二次災害だって」

　ヴィクトリアを見み据すえる葉月の瞳ひとみは言外にこう語っている。

　──アンタが復活しなければこの事件は起きなかった。

　──だから、アンタが尻しり拭ぬぐいをしろ。

　真祖復活に一枚も二枚も嚙かんでおきながら、中々に人間らしい身勝手である。

　ただ、血戦局が陥おちいっている窮きゆう状じようの度合いを考こう慮りよすれば、無理からぬ身勝手である。

　特務機関の存在意義を示すため。

　数々の失態を帳消しにするため。

　新たなスポンサーを獲得するため。

　これ以上戦力格差を広げないため。

　何にしても、薬物汚お染せん撲ぼく滅めつは急務である。

「言われなくても……否いや、ここまで言われたのだから、このヴィクトリア・リードが黙だまっているわけないだろう。葉月、貴様の思おも惑わく通りに動いてやる。薬物汚染の侵しん攻こうは我ら『風紀委員会』が責任をもって堰せき止めることをここに約束しよう」

　言うや否や、ヴィクトリアは窓を開け放った。

　超ちよう高こう層そうビルの最上階の窓を。

「では、行ってくる」

　軽く一歩を踏ふみ出し──ヴィクトリアは夜の街へと飛び降りた。

　一つ一つスケールの大きい吸血鬼の行動に、人間二人は暫しばし啞あ然ぜん。

「……アンタも行くの？」

　強風吸い込む窓を指して葉月が問う。

「行くには行くけど、普ふ通つうにエレベーターを使わせてもらうよ」

　顔を引きつらせながら伊吹が答えた。










　第三章　特殊薬物無差別拡散事件




『怪かい力りき』。

『形態変化』。

『幻げん術じゆつ』。

　吸血鬼が保有する特殊能力を問われ、前述のどれかを挙げたとするのならば、その回答者は「にわか」の謗そしりを免まぬかれない。

　古い。そんなものはもはやあって当たり前。

　吸血鬼業界は日進月歩。日々新たな特とく殊しゆ能力が開発されている。

　漫まん画がで、アニメで、映画で、ゲームで、小説で、何度も見てきた。

　人々が持つ吸血鬼への憧あこがれは、そのまま特殊能力への憧れと言い換かえることができる。

　頭の中でこねくり回すしかなかった想像がその手の中で実現する感覚は、元人間たちには堪たまらない快感だ。もしかしたら根源的欲よつ求きゆうである吸血衝しよう動どうにも勝まさるかもしれない。

　吸血鬼の価値は扱う特殊能力にこそ表れる。

　このような風潮が蔓まん延えんする中にあっても、さらに特殊能力に偏へん執しつする吸血鬼こそが七つの『血統ブランド』の一角、『強欲派アヴアライス』に当てはめられる。

　元々吸血鬼は他に類を見ない多才性を有している。

　だがそれでも現状に一切満足せず、際限なくひたすらに特とく殊しゆ能力を求める。

　例えば開発よりも手っ取り早い手段として、吸血による略取がある。自らが有していない特殊能力を有する吸血鬼に行き当たると、同族への情など無視して牙きばを突つき立て、情報を一方的に吸い上げるのだ。

　まさしく強ごう欲よく。

　革新的にして進歩的。

　急進的にして刷新的。

　氾はん濫らんした現代情勢を象しよう徴ちようする吸血鬼。

　そんな彼らからはいつも決まった言葉を聞くことができる。

　伝統なんてくそくらえ！
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「これに懲こりたら、今後は節度を持って夜遊びをするように」

　拳こぶしを握にぎったヴィクトリアが声をかけたのは、地面にへたり込んだ中年男性。震ふるえる唇くちびるの隙すき間まからは鋭い二本の牙が覗のぞく。血けつ戦せん局きよく本部に程近い秋あき葉は原ばらの路地裏であっても、吸血鬼は闊かつ歩ぽしているのだ。

「わかったな？　わかったら返事」

「ひゃ、ひゃいぃ……！」

　かろうじて返事をすると、男は泡あわを噴ふいて昏こん倒とうした。余程恐おそろしいものを見たのだろう。路地裏には巨きよ大だいな拳で殴なぐりつけたかのようなクレーターがいくつも散見している。

「まったく、情けない」

　同族を睥へい睨げいするヴィクトリアは、片手に持つバインダーに挟はさんだ用紙にペンを走らせる。

　・周防すおう昇しよう之の輔すけ：『強欲派アヴアライス』『重力圧縮ヘビーポイント』

　ヴィクトリアが書き記したのは、眼下で倒たおれ伏ふす吸血鬼の名前とその『血統ブランド』、そして彼が『ヴァンプアップ』によって獲かく得とくした特殊能力。

　この他にも用紙には同様の記き載さいが見られる。

　・寺てら腰ごし直なお勝かつ：『強欲派アヴアライス』『夜の帳ブラツクアウト』

　・ジャスミン・スチュアート：『色ラ欲ス派ト』『腐ミ蝕ア瘴ズ気マ』

　・大おお土つち倫りん：『嫉妬派エンヴイー』『先祖還りクラスチエンジ』

　・牛うし船ふな郁いく斗と：『怠惰派スロウス』『万里眼グリフオンアイ』

　・エリック・マカリスタ：『強欲派アヴアライス』『召サ喚モ術ン・フ炎レ精ア』

　用紙に記載されているのは以上の六名。ただし、『風紀委員会』が調査したのだから、たったこれだけではない。

「一週間でよくもまあこんなに集まったもんだよ」

　ヴィクトリアの傍かたわらには伊い吹ぶき。彼が小こ脇わきに抱かかえるケースファイルの中には、用紙の束がある。その全てに巷ちまたに溢あふれる吸血鬼たちの簡易情報が書き記されている。

「この程度は序の口だ。できることなら二十三区に生息する全ての吸血鬼を網もう羅らし、血戦局のデータバンクを更こう新しんしてやりたいからな」

　冗じよう談だんなのか本気なのかわからないことを言って、ヴィクトリアはペンを胸ポケットに差す。そして倒れ伏す吸血鬼を放置し、また新たな路地裏へと足を進める。

　その背中に伊吹が言葉を投げかける。

「じゃあ、この深夜パトロールはまだ続けるってこと？」

「ああ」

　素っ気ない返答に、伊吹は露ろ骨こつに眉まゆ根ねを寄せる。

「そんな苦い顔をするな。せっかくの赤あか髪がみが台無しだ」

　と、ヴィクトリアは振ふり返らずに言う。

「風紀というものは自らの目で直接見なくては所しよ詮せん他ひ人と事ごとだ。それはわかっただろう？」

「それは、まあ……」

　確かに、その意見には異存のない伊吹である。

　実際、薬物汚染の広がりは深刻だった。

『ヴァンプアップ』そのものに快楽成分は含ふくまれていない。しかし、新たに発現した特殊能力を振るうことによって、何ものにも勝る圧あつ倒とう量の優ゆう越えつ感と万ばん能のう感を得られるので、吸きゆう血けつ鬼きたちはこぞってクスリに手を染める。リピーターもまた多い。

「みんな特殊能力が大好きだって事実を再認識させられたよ」

　伊吹が素直な感想を口にする。

「『重力圧縮ヘビーポイント』に『腐ミ蝕ア瘴ズ気マ』に『万里眼グリフオンアイ』……近ちか頃ごろの吸血鬼の『何でもあり』感ってすごいよね。『召サ喚モ術ン・フ炎レ精ア』なんてまるでゲームだよ」

　すると、すかさず委員長の注意が飛ぶ。

「伊吹。貴様は人間だが、吸血鬼を善き方向へと導く『風紀委員会』の一員でもある。組織の品位を下げないために、そして何より私の気分を害さないためにも、軽はずみな発言は控ひかえるように」

　それは、思わず笑ってしまいそうになる程に感情が込められた言葉だった。

「そんな苦い顔しない方がいいよ。せっかくの美少女っぷりが台無しだ」

　と、伊吹は前を行くヴィクトリアの顔を見もせずに言う。

「あのさ、これだけ大々的に巻き込まれてるわけだから、我が慢まんなんかしなくてもいいと思うんだよね」

　押収した薬くすり瓶びんに添そえられた説明書を見ながら、伊吹は言う。

　伊吹が問題視しているのは『ヴァンプアップ』のキャッチコピー。

〝ヴィクトリア・リードを超こえろ〟

　この思い上がったキャッチコピーのせいで、ヴィクトリアは思いがけず、しかし必然的に特殊薬物無差別拡散事件に巻き込まれることとなった。

　傍はた迷めい惑わく極まりない状じよう況きようなので、事件の首しゆ謀ぼう者しやをいち早く叩たたき潰つぶすべきだと伊吹は主張しているのだが、この風紀委員長は中々聞き入れてくれない。

「そう焚たきつけてくれるな。挑ちよう発はつにいきり立って応じたのでは、そこらの酔よっ払ぱらいと何も変わらないだろ。夜の貴族を称しようする身としては、ほんの少しだってみっともない真ま似ねはできないのだ」

　確かに、この一週間の委員会活動は実に規則正しく行われた。ドーピングをしている吸血鬼を割り出し、口頭での指導を施ほどこし、簡単な素す性じようを聞き出した後には無傷で解放する。

　伊吹としては釈しやく然ぜんとしない内容だった。怒いかりに任せた苛か烈れつな弾だん圧あつが行われると思っていたので、委員長に対して若じやつ干かんの不信感を抱いだいたまま活動に同行している。

「……その格好も、夜の貴族ってことでいいの？」

「ああ、これか。これはな、吸血鬼に相応ふさわしい衣い装しようとして、本やら何やらと一いつ緒しよに買っておいたのだ。外に出ているのだし、せっかくだから見せびらかしてやろうと思ってな」

　指し摘てきを受け、軽くスカートをつまみ上げるヴィクトリア。

　彼女はこの一週間の途と中ちゆうから、セーラー服ではなく黒と赤で彩いろどられたゴシックドレスを身に纏まとうようになった。リボンとフリルをふんだんに使った可か憐れんなデザインは、絶世の美び貌ぼうと見事に調和しているものの、どうにも緊きん張ちよう感かんに欠ける。

　──やる気あるのか？

　そんな部下の気持ちを、ヴィクトリアはわかっているのかいないのか。

「どんな時でもファッションを楽しむ余よ裕ゆうくらいは持っているべきだ。本能や感情に支配された『風紀委員会』があっては、煽あおられるままに暴れるフーリガンよりもタチが悪いだろう？」

「フーリガンって……久しぶりに聞いた気がする」

「相手を律しようというのだから、まずは何よりも己おのれを律しなくてはならない。これは前提条件にして必要条件にして絶対条件だ。自らの正当性を示すためにも、きちんと段階を踏ふんで事に当たるべきなのさ」

　委員長らしい台詞せりふにどこか酔っている節もあるが、一度言い出したらテコでも自分の意見を曲げないのがヴィクトリアである。

　しかし伊吹は食い下がる。今こそ真祖の本領を発揮するべき時のはずなのだ。

「でも、やっぱり──」

　言いかけたところで、足を止めたヴィクトリアに制される。

　伊吹の前を行くヴィクトリア、そのさらに前に人ひと影かげが現れたのだ。

「吸血鬼」

　ヴィクトリアが呟つぶやく。

　真祖ともなれば気配だけで相手の正体を判別できるらしい。

　ただし、この状況で感知能力の有無はほとんど関係ない。現れた人影が吸血鬼であることは歴戦の猟血官ハンターである伊吹はおろか、そこらの一いつ般ぱん人であっても一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　茶ちや髪ぱつ、パーカー、ジーンズ、スニーカー。どこにでもいる青年の風ふう貌ぼう。

　だが、その手にある赤一色の両りよう刃ば剣けんは、人間が持ち出せる代しろ物ものではなかった。

「吸血鬼……そう、俺は、吸血鬼だ……」

　譫うわ言ごとにありありと狂きよう気きを滲にじませる青年。

「そんな吸血鬼な俺の前にのこのこと現れるなんて、最近の若者は無防備すぎるなあ！」

　叫さけび、剣を振るう。

　構えも何もない。ただ無造作に腕うでを上下に動かしただけで、アスファルトの地面に大きな裂さけ目めが生じる。

「は、ははっ、すげえ、すっげえ、何だよこの威い力りよくは。俺ってばいつの間に剣と魔ま法ほうのファンタジーものの主人公になったんだ？　『ヴァンプアップ』ってやっぱすげえな。これならマジでヴィクトリア・リードって真祖を超えられるんじゃねえか？」

　その言動に正気は微み塵じんもない。彼の総身には、新たに獲得した特殊能力を振るいたくて堪たまらない衝動が駆かけ巡めぐっている。

「おい、そこの。止まるなら今の内だぞ」

　声をかけられ、青年は眼前の少女に対する認識を改める。

　獲え物もの。

　丁度いい獲物がいる。

「こんな真夜中にこんな路地裏を徘はい徊かいしてる不良なら、誰だれに何をどうされても仕方ないよなあ……」

　剣の切っ先がヴィクトリアに向けられる。

　それからは一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　青年は地面を蹴けり、爆ばく発はつ的な勢いでヴィクトリアに迫せまり、何の躊ちゆう躇ちよもなくその手に握った剣を振り下ろす。

「試し斬ぎりさせてくれやあぁぁああああぁぁぁぁあああああああ！」
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「ほ、ほし、星が、お星さまが、見え、え……」

　また哀あわれな犠ぎ牲せい者しやが出た。

「松まつ井い崎ざき麗れい王おう……『強欲派アヴアライス』……『尖血リツパー』……っと」

　ヴィクトリアはバインダー上の用紙に新たな情報を記す。

　斬りかかった矢先、青年吸血鬼はヴィクトリアの『念動力』によって身体の支配権を奪うばわれた。そしてそのまま回転運動の限界に挑いどむ『指導』を受けた結果、剣と共に意識を遠くへ手放した。おそらく向こう数週間はまともな平へい衡こう感かん覚かくを取り戻もどせないだろう。

「『尖血リツパー』か。みんな本当にこういう派手キヤツチーな特とく殊しゆ能力が好きだよね」

　びくびくと虫のように痙けい攣れんする吸血鬼を横目に、伊吹はバインダーを覗のぞき込む。

　それは、この世でもっとも魔的濃のう度どが高いと評判の吸血鬼の血液を刃やいば状じように凝ぎよう固こさせる武器形成能力。たった一振りで大型トラックすら両断してみせる非現実的な切れ味は、物語に登場する聖剣・魔ま槍そうを彷ほう彿ふつとさせる。

　この『尖血リツパー』に限らず、記載されている特殊能力はどれもこれも近年開発されたばかりの新式。

　話題性に反して使い手はまだ多くはなく獲かく得とくは困難──だったのは今や過去の話。『ヴァンプアップ』がばら撒まかれ始めてからは事情が一変。吸血鬼という吸血鬼が新たなる力に目覚め、各所で『腕うで試だめし』と称した乱らん闘とう事件が続発している。

　こんな無む秩ちつ序じよを風紀委員長が許容できるはずがない。

　そもそもヴィクトリアは『尖血リツパー』は勿もち論ろん、『重力圧縮ヘビーポイント』や『召サ喚モ術ン・フ炎レ精ア』といった新式の特殊能力を、正式な特殊能力として認めていない。言ってしまえば違い反はん能力だ。彼女の難なん儀ぎな性格上、薬物と違反能力に溺おぼれた吸血鬼など、本来なら視界に入れることすら許せないはずなのだ。

「忌いま々いましい……」

　その証しよう拠こに、強く握にぎりすぎたペンにヒビが入っている。

　そこで伊吹はもう一度煽ってみることにした。

「昔の吸血鬼だったらありえない特殊能力ばっかりだよね。もしかしたらこういう流行から、古き良き伝統ってものが忘れ去られていくのかも」

「……伊吹、貴様はあれだな、煽動家アジテーターとしての才能が致ち命めい的てきにないな。言葉選びが露ろ骨こつすぎる」

「う、いやいや、乱れた風紀を憂ゆう慮りよしての、心からの発言だよ……」

「何が憂慮、何が心からだ、白々しい。貴様は私を焚きつけて、吸血鬼同士が衝しよう突とつする様を見たいだけだろうが。この吸血鬼偏愛家ヴアンプフイリアめ」

　完全に見み抜ぬかれている。二人が出会ってもう二週間。すでに伊吹はヴィクトリアの趣しゆ味み嗜し好こうを把は握あくしているが、それはお互たがい様だったようだ。

「私の部下なら小こ賢ざかしい真似をするな。言いたいことがあるなら、はっきりと言え。別に怒おこらないから」

　そんな上司らしいことを言ってくれるヴィクトリア。

「……だったら、この際言わせてもらうけど、こんなパトロールはまったく無意味だよ。どれだけ脅おどしつけ、もとい、指導したところで、吸血鬼は絶対に欲よく望ぼうを抑おさえられない。まともな自制心があるならそもそも人間を辞やめてないんだからね」

　伊吹はここぞとばかりに不満を並べ立てる。

「それに、とにかく効率が悪い。この規模の事件に対して田舎のお巡まわりさんみたいにちまちまとパトロールしてるだけじゃあ、首謀者の居場所にもその思おも惑わくにも一生辿たどり着けないよ。たとえ不老不死であろうと」

　委員長の決めた活動方針を容よう赦しやなく切り捨てる。

　多少の体たい罰ばつは覚かく悟ごしていたが、

「うん。一理どころか真理があるな」

　万ばん事じ承知といった調子で何度も頷うなずくヴィクトリア。

　その様子を見て、伊吹はさらに詰つめ寄よる。

「わかってるなら、何で一週間もの時間をこんな雑事に費やしてるのさ？」

「本音を言ってしまえば、委員会っぽいことをしてみたかったから、だな。漫まん画がとかアニメを見てたら、キャラクターたちが実に楽しそうに部活動やら委員会やらに励はげんでいるからさあ、私もああいう青春日常ものの一コマを体験してみたくなったのだ」

「…………」

　部下からの失望の眼まな差ざしを受け、ヴィクトリアは慌あわてて言葉を足す。

「おっと、勿論それだけが目的ではないぞ。このパトロールの本質は挑発に対する挑発だ」

「何それ？」

「さっき教えたな、挑発にいきり立って応じたのでは、あまりにもみっともないと。だが、何の対応もしないのでは、それはそれで『風紀委員会』の沽こ券けんに関わる。故ゆえにこういったパトロールくらいの穏おん便びんな活動こそが、もっとも効果的なのさ」

　淡たん々たんと語るヴィクトリア。パトロールそのものの薄はく弱じやくな風紀改善効果については、最初から織り込み済みだったらしい。

「今回の事件で真祖という看板に泥どろを塗ぬられた。べったりとな。しかしそれなのに、素知らぬ顔で通常業務に励む私を見たら、決死の覚悟で泥を塗った馬ば鹿かはどう思うかな？」

　質問を向けられ、伊吹は率そつ直ちよくな答えを返す。

「余裕ぶりやがって、ムカつく」

「そう。挑ちよう発はつというのは、相手の神経を逆さか撫なでしてこそだ。クスリのばら撒きと名義の無断利用だけでは飽あき足らず、私にさらなる恥はじをかかせてやろうとのこのこ表に出てきたところに、我々『風紀委員会』は颯さつ爽そうと登場すればいいのだ」

「はあ……」

「このドレスとて、挑発の一種だぞ。貴様もそうだが、このリボンとフリルは傍はた目めからすれば本気を疑うだろうさ」

　意外と考えているヴィクトリアに驚おどろきつつも、伊吹は今後への不安と期待が入り混じった一言を口にする。

「乗ってくるかな？」

「十中八九。吸きゆう血けつ鬼きは絶対に欲望を抑えられない。そう言ったのは伊吹、貴様じゃないか」

　ヴィクトリアは薄うすい笑えみを浮うかべながら言う。

「それにな、この私の『知り合い』に堪こらえ性しようがあるとは思えない。これだけ焦じらしてやれば、そろそろ何かしら次なる動きを見せると思うぞ」

　妙みように説得力のある言葉を吐はくと、ヴィクトリアは不意に大通りの方へと視線を移す。

「ほら、乗ってきたようだぞ」

　つられるように伊吹も目を向ける。

　しかし、まず異変を捉とらえたのは、視覚ではなく聴ちよう覚かくだった。

「サイレンの音、やけに多いな……」

　パトカーに救急車、消防車のものも混じっている。

　ただならぬ気配を感じ取った伊吹は急いで路地裏を抜ぬけ、大通りに出る。

「うわ、何だこれ」

　走る三種類の警光灯パトランプが、夜の秋葉原を赤く染め上げている。

　そして程なく伊吹は気付く。

「これって全部、本部の方に流れて行ってる？」
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　血戦局本部。

　対吸血鬼の最後の砦とりでである超ちよう高こう層そうビルは、創立以来初となる戦場最前線と化していた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　白木の杭くいが乱らん舞ぶし、銀色の斬ざん線せんが閃ひらめく。

　猟血官ハンターたちは決死の覚悟で迎むかえ撃うつが、戦局は劣れつ勢せいだった。

　とにかく戦力が足りない。

　特殊薬物を手に入れた吸血鬼が各所で事件を起こすものだから、腕うで利ききの猟血官ハンターは漏もれなく出動しており、本部には最低限の戦力しか配置されていないのだ。

「これでも食らってろバケモノ！」

　一人の新人猟血官ハンターが銀製の半月斧バルデイツシユを振ふり下ろすが、気合いに反し、その一いち撃げきが標的を捕とらえることはなかった。

「ギャハ！　遅おせえ、遅えよ！」

　猟血官ハンターを名乗るに相応ふさわしい常人離ばなれした動きに対して、相手はまさしく超ちよう人じん的な動きで回かい避ひする。

「一度言ってみたかったんだよな、おととい来やがれ！」

「ぐあ！」

　尋じん常じようならざる『怪かい力りき』による蹴りが、新人を軽々と吹ふき飛ばす。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「このくらい、何でもないです……」

　同どう僚りように受け止められた新人は、吐と血けつしながらも半月斧バルデイツシユを構え直す。

　本部への襲しゆう撃げきは無様にも許してしまったが、侵しん入にゆうは断固として阻そ止しするため、現存戦力は正面入口を背にして陣じん形けいを組む。

「こんな愚ぐ連れん隊たいもどきに負けたんじゃあ、二度と猟血官ハンターを名乗れませんから……」

　襲撃を仕し掛かけてきたのは派手な特とつ攻こう服ふくを着た集団。

　血戦局の面々はその不良然とした姿に心覚えがあった。

　崩歪斗逢斗ホワイトアウト。

　北関東の片田舎に拠きよ点てんを置くふざけた名めい称しようの吸血鬼の一団。

　総数は五十体程度。特とく徴ちよう的な服装故に知名度は割と高いが、実力は低い。自分たちを『強欲派アヴアライス』だと謳うたってはいるものの、構成員が保有する特殊能力は『怪力』しか確認されておらず、また今に至るまで目立った人的被ひ害がいを出していないので、弱小勢力の一つと見み做なされていた。

「酷ひどい言い草だなオイ」

「俺らってば今までの俺らとは一味も二味も違ちがうんだけどなあ」

　そう言う吸血鬼たちは実際、相当な被害を撒き散らしていた。

　本部に至るまでの道中にも無む駄だにはりきって暴れるため、秋葉原の街は蜂はちの巣を突つついたかのような大おお騒さわぎ。本部ビルの周辺には巻まき添ぞえを食らった一いつ般ぱん人を救助するため、各種緊きん急きゆう車両が列を成している。

「お前らの目的は何だ？」

　猟血官ハンターの一人が思わず尋たずねる。

　血戦局の本部に襲撃を仕掛けるなど、いくら吸血鬼といえども正気を疑う。リスクとリターンの計算をまったく度外視している。

「へへっ、目的か……」

　派手な装よそおいの『崩歪斗逢斗ホワイトアウト』の中でも一ひと際きわ気合の入った男が前へと出る。恐おそらくこの一団のリーダーだろう。

「俺らの目的は、真祖だよ」

　真祖。

　あらゆる吸血鬼の原初にして頂点。

　ヴィクトリア・リード。

「お前たちは真祖の眷けん属ぞくか？　主を奪だつ還かんしに来たのか？」

　対吸血鬼の専門家にそんな見当違いなことを聞かれ、吸血鬼は爆ばく笑しようする。

「ギャッハハハハ、眷属とかないない。奪還とかもっとないっつーの！」

　ひとしきり笑うと、リーダーの男はおちゃらけた雰ふん囲い気きのまま言う。

「何たって俺らの目的は、真祖の抹まつ殺さつだからよ」

「抹殺、だと……？」

「腕うでを折って、足を砕くだいて、胸を抉えぐって、目を潰つぶして、舌を抜いて、首を裂さいて、真祖の野や郎ろうを完全抹殺するために、俺らは遠路遥はる々ばる茨いばら城きの奥地からこんな大都会にまでやって来たんだよ」

　へらへらとした調子で血ち生なま臭ぐさいことを口にする。この辺りはさすが吸血鬼。

「何のためにそんなことを？」

　猟血官ハンターの問いかけはまさしく愚ぐ問もんだった。

　聞くまでもないという意味ではなく、聞かなければよかったという意味で。

「そいつは勿もち論ろん、おクスリのためさ」

「昨日の夜の十時頃ごろだったか、真祖をぶっ殺してくれたら、いくらでも『ヴァンプアップ』をくれるっつー太っ腹な依い頼らいが舞まい込こんで来てな」

「〝ヴィクトリア・リードを超こえろ〟ってキャッチコピーを実じつ践せんしろとさ」

「滅め茶ちや苦く茶ちや怪あやしかったけど、二つ返事で受けてやったぜ」

「俺らは『強欲派アヴアライス』だ。特とく殊しゆ能力を手に入れられるんなら何だってするぜ」

　吸血鬼たちが口々に喋しやべり出す。『強欲派アヴアライス』は特殊能力が関わると必要以上にテンションが上がる傾けい向こうにあるのだ。

「依頼主は何者だ？」

　その問いに対する答えは、一連の薬物事件の核かく心しんのような気がする。

　猟血官ハンターたちは相手の口が軽い内に情報を引き出そうとするが──

「おっと、残念ながら無料サービスはここまでだ。これ以上答えて欲しいんだったら、さっさと真祖の野郎を差し出せ」

　リーダーの男は臆おく面めんもなく言ってのけるが、そんな勝手な申し出はぴしゃりと拒きよ絶ぜつする。

「トチ狂くるった吸血鬼の要求を、我々血戦局が聞くと思うか？」

「んじゃ、実力行使だ。お宅には勝手に上がらせてもらいますわ」

　そう言って吸血鬼は牙きばを剝むく。

「依頼主様には、なるべく派手に暴れ回って騒さわぎを大きくしろって言われてるしなあ！」

　戦せん闘とう再開。

　五十体が一いつ斉せいに跳とぶ。

「ギャハ！」

「ぐっ……」

　人知を超えていようと単なる馬ば鹿か力ぢからが相手ならば、猛もう獣じゆうの類と変わらない。いくらでも対処の仕様がある。

　血戦局の劣勢の原因は、戦闘環かん境きようにある。

「この霧きりさえ何とかできれば……」

　本部ビル周辺には濃のう霧むが立ち込めている。

　当然、自然発生したものではなく、吸血鬼の仕し業わざである。

『霧ネ々ス巣ト』。

　それは、吸血鬼が得意とする霧化を最大限に活用した一種の結界。

　空気中に拡散された微び粒りゆう子しが電波妨害片チヤフのように機能し、霧の内部においては探知能力のほとんどを無効化する。取り込まれた獲え物ものは視界混こん濁だくも相まって徐じよ々じよに方向感覚を失い、最終的には一歩すら覚おぼ束つかない前後不覚に陥おちいる。

　単なる特殊能力ではない応用技法テクニツク。必然的に練度が求められ、ここ数年に転生したばかりの吸血鬼ではまず行使不可能のはずだが、『崩歪斗逢斗ホワイトアウト』の面々は自在に操あやつっているように見える。

「おいおいおいおい、この程度かぁ？」

「血戦局ってのも大したことねえんだな！」

「ギャッハ、俺らが最強すぎんだろ」

　怒ど濤とうの攻せめがじわじわと猟血官ハンターの陣形を崩くずしていく。

　攻めるにしろ守るにしろ、焦あせりは禁物だが──

「バケモノめぇ……」

　真祖の戦力導入に難色を示す『反対派』のように、血戦局の構成員の中には、吸血鬼に並々ならぬ憎ぞう悪おを抱いだいている者も少なくない。大たい抵ていの場合は、被ひ害がい者しやである。かつて自分が、あるいは大切な誰だれかを理り不ふ尽じんに傷つけられた過去を背負っているのだ。

　そして、危機的状じよう況きようでこそトラウマは刺し激げきされる。

「妹の仇かたきだ！」

　半月斧バルデイツシユを構えた新人は敵のリーダーを視界に捉えると、青あお臭くさい台詞せりふと共に突とつ貫かんする。

　余りにも浅せん慮りよ。

　距きよ離り感覚が狂った斬撃はひらりと躱かわされ、痛つう烈れつなカウンターを食らってしまう。

「へ？」

　ぶちり、と恐ろしい音がした。

　振り抜いた腕を吸きゆう血けつ鬼きに摑つかまれ、力任せに肩かた口ぐちから引き千切られたのだ。

「ギャッハ、通つう販はん番組じゃあとても使えねえ断面だな」

「う、ああああ、ああああああああああああああああ、ああ、あぁ、ぁぁ、ぁ──！」

　初めての痛みに初めての傷。絶ぜつ叫きようの後、新人は憎悪に勝まさる恐きよう慌こうに飲み込まれる。

　ついに戦闘不能者が出た。

　たった一人抜けただけでも穴は大きい。

「邪じや魔ま者ものは細かくバラしてゴミ箱行きだ」

「ひ、ひぃ……っ！」

　恐慌は波は及きゆうし、陣形は崩ほう壊かいし、そこら中に血が飛び散る。

　あわや全ぜん滅めつ──その時だった。

　まるで狙ねらい澄すましたかのような絶ぜつ妙みようなタイミングで『爆ばく弾だん』が投下し、霧の一いつ切さい合がつ切さいを消し飛ばす。

　異常のただ中にさらなる異常が発生、否いや、出現した。

　現れたのはヒーローでもヒロインでもなく、掛かけ値ねなしのモンスター。

　注目を一身に浴びながら、ヴィクトリア・リードがきっぱりと告げる。

「服装の乱れは風紀の乱れ」
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「吸血鬼風紀規則第七条第一項こう、吸血鬼の服装の基本はフォーマルとする。もしくはゴシックでも可。第二項、黒を基調とし、差し色は赤系統を推すい奨しようする。第六項、いつ何時でも舞ぶ踏とう会に乱入できるよう、夜の貴族に相応しい服装を心こころ掛がけなくてはならない──ならないというのに、貴様ら、揃そろいも揃ってそのふざけた服装は何だ！　私が言うのも何だが、いつの時代の服装なんだそれは！」

　四字熟語やら昇のぼり龍りゆうなどの派手な刺し繡しゆうが施ほどこされた特攻服を指し、ヴィクトリアは渋じゆう面めんを作る。

「自己主張が強い癖くせして、メッセージ性は極きわめて薄うすい。大方『周りが着ているから自分も』といった具合だろう。袖そでを通す段階に自分の意志が介かい在ざいしていないから、反骨心の割に軟なん弱じやくな印象を受けるのだ」

　突とつ然ぜん現れて説教をぶちかますゴシック少女。

　依頼主からその容姿に関する情報は聞いてはいたが、立ち上る鬼き気きが少女の正体を何よりも示している。

「お仲間のピンチに颯さつ爽そうと登場ってか。さすが格好いいなあ真祖様は」

　特攻服の面々に気け圧おされた様子はない。むしろ意い気き軒けん高こう。

「へへっ、こいつを倒たおせば念願の……」

「山ほどの『ヴァンプアップ』！」

「どんな特殊能力を手に入れられるんだろうなあ」

　原初にして頂点たる真祖だろうと、彼らにとっては単なるカモでしかない。かつあげでもする感覚で息の根を止めてやろう。

「んじゃま、俺らのために、ちょっくら錆さびになってくれや」

「おっと待て待て。貴様らに少し聞きたいことがあるんだ」

　ヴィクトリアが待ったをかける。

　彼女は彼女で風紀改善のため、この規則違い反はん者しやたちを何としても粛しゆく正せいしてやらねばならない。だがだからこそ、まずある確かく認にんをしておかなくてはならなかった。

「聞くところによると、貴様らは『強欲派アヴアライス』らしいな？」

「んあ、ああ……」

「特殊能力を際限なく集めるという、あの『強欲派アヴアライス』で間ま違ちがいないな？」

「そうだけど……今さら何の確認だよ」

　かの有名な七つの大罪に準なぞらえた『血統ブランド』は元々人間側が勝手に決めた分類だが、今では吸血鬼の間でも当然のように使われている。

　ヴィクトリアもまた血戦局から提供された資料等で知っている。だが、まだ知識として頭に入っているにすぎないので、粛正の前に生きた情報を収集しておきたい。

「ここ数日のパトロールで、私は様々な『血統ブランド』の吸血鬼に指導を施してやった。この東京という都市においては取り分け『強欲派アヴアライス』と遭そう遇ぐうする機会が多かったのだが──どいつもこいつも出会い拍びよう子しに飛びかかってくるものだから、ゆっくりと話をする機会がなかったのだ」

　そしてヴィクトリアは今さらな質問をする。

「『強欲派アヴアライス』の諸君。私は諸君に聞きたい、なぜそこまで特殊能力を求める？」

　特とつ攻こう服ふくたちは一いつ瞬しゆんきょとんとした表情を浮うかべた。

「持ってないものを欲しいと思うのは自然なことだろ？」

　答えは単純明快。

　誰もが抱く即そく物ぶつ的欲よく望ぼう。

「そもそも俺らは特殊能力を使いたいがために吸血鬼になったんだ。だからよ、まだ持ってない特殊能力を手に入れられるんだったら何だってするぜ。土下座して靴くつだって舐なめてやるし、クスリにだって頼たよる。得体の知れない野郎に命じられるまま真祖抹まつ殺さつだってしてやるさ」

　見るからに浅ましいが、その価値観はさほど珍めずらしいものでもない。

　典型的な『強欲派アヴアライス』である。

　特とく殊しゆ能力こそ吸血鬼の全て。

　そんな考えが、ヴィクトリアには許せない。

「成なる程ほど、大罪とはよく言ったものだ」

　本質を履はき違えている。特とく殊しゆ能力は確かに吸血鬼の超ちよう常じよう性せいを支える最大の要素だが、ヴィクトリアにしてみればあくまで付属品にすぎない。

「わかりやすい特殊能力に執しゆう着ちやくするだけならば、そんなものは『鬼』ではない。非日常に憧あこがれる人間の延長線上から未いまだ抜ぬけ出せていない。せっかく吸血鬼に生まれ変わったというのに、貴様らはそんなことで良いのか？　今一度、自分の生活態度を見直してみるべきではないのか？」

「知るかよ。自分の欲望に従ってこそ吸血鬼だろ」

　真祖のありがたい説教も今時の吸血鬼にはまるで通用しない。

　時代が違うと言ってしまえばそれまでだが、ヴィクトリアとは想像以上に価値観の差異がある。ジェネレーションギャップはそう簡単に解消できるものではないのだ。

　──やはり数が増えすぎたせいか。

　──教育が末まつ端たんにまで行き渡わたっていない。

　──こうなると、ある程度の選別は止やむなしだな。

　そんなことを真面目に考える風紀委員長だが、まずは目の前の問題から片付けなくては話にならない。

「もういいだろ。コミュニケーションタイムはそろそろ切り上げようぜ」

　リーダーの男が殺気を放ちながら近づいてくる。

「ああ、もういい」

　人間の限界を超こえた脚きやく力りよくがあれば一足で間合いを詰つめられる距きよ離りにて、ヴィクトリアも臨戦態勢に入る。

「更こう生せいの見込みはゼロと判断し、粛正強度を『指導』から『誅ちゆう戮りく』に繰くり上げる」

　真祖の殺意。

　ほんのわずかでもその兆候を感じたなら、恥はじも外聞もかなぐり捨てて一目散に逃にげ出すべきなのだが、欲望を丸出しにした吸血鬼は前しか見ることができない。

「何か難しいこと言ってんなあ」

「ああ、ほとんどわかんね」

「とりあえずさっさと殺っちまおうぜ」

　瞬間、またも周囲一帯が霧きりに飲み込まれる。

『霧ネ々ス巣ト』発動。

　絶対有利空間にて吸血鬼たちは下げ卑びた高笑いを上げ、ヴィクトリアに迫せまる。

　しかし──烈れつ風ぷうが巻き起こり、霧はすぐさま消し飛ばされる。

「んな……っ!?」

　血が上った頭でも驚きよう愕がくできる。

　蝙こう蝠もりのような、悪魔のような、竜りゆうのような翼つばさが、ヴィクトリアの背中から生えていた。

　吸血鬼が誇ほこる特殊能力『形態変化』。

　自らの肉体を改造・再構築する変身能力。

　有名な霧化や蝙蝠化もこの特殊能力によるもの。行使限界は当事者の想像力に左右されるので、人間時代のつまらない思考を捨てた吸血鬼ほど変化の幅はばが広い。

「吸血鬼同士の闘とう争そうにおいて肝かん要ようなのは、自分と相手、どちらがより吸血鬼らしいのか、だ。一いつ般ぱん常識、社会通念、物理法則、それらの一切合切を超ちよう越えつし、恐おそるべき吸血鬼としての絶対性を貫つらぬいた方が、その手に勝利を収める」

　自らの言葉の通り、ヴィクトリアは敵対者を完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶすため、吸血鬼という『モンスター』を体現する。

　両りよう翼よくを合わせたその全ぜん幅ぷくは、十メートルを優に超える。

　それだけでも瞠どう目もくに値するというのに、ヴィクトリアはさらに巨きよ翼よくを増やし、最終的には三対つい六枚の異形を完成させる。

「……ラスボスみてえ」

　誰だれかが頭の悪い感想を漏もらすが、まさしく現実には存在しないシルエットだった。

　翼の一つ一つが烈風を生み出し、一いつ斉せいに羽ばたけば台風すら再現できる。

「お、おいおい、これって、ヤベえんじゃねえの？」

　ようやく焦あせりを覚える『崩歪斗逢斗ホワイトアウト』の面々。どれだけ『霧ネ々ス巣ト』を展開しようにも、莫ばく大だいな風力によってすぐに吹ふき散らされてしまうのだ。

「規則違反には相応ふさわしい罰ばつ則そくを」

　ヴィクトリアは疾しつ風ぷうとなって突とつ貫かんした。

　最初の標的にされたのは、もっとも前に出ていたリーダー。

　擦すれ違い様に手刀を一いつ閃せん。頸けい動どう脈みやくをざっくりと搔かっ切る。

「ごひゅ……」

　首筋から噴ふん水すいのように血が流れ出る。

　しかし吸きゆう血けつ鬼きはまだ倒れない。

「へ、へへっ、こんなんじゃあやられないぜ」

　片手で首筋を押さえながら、余よ裕ゆうの笑みを見せる。

『怪かい力りき』を保有する吸血鬼の身体強度は常識の範はん疇ちゆうにない。単に人体の急所を突ついただけでは打ち倒せない。

　無論、その事実を知らない真祖ではない。

「ぶちまけろ」

　何かを手た繰ぐり寄よせるように、ヴィクトリアは手刀とは逆の手を振ふる。

　すると瞬間、傷口からの出血がさらに勢いを増す。

　それはもはや噴水ではなく、噴ふん火か。

　あまりにも猛もう烈れつな勢いは、手で押さえる程度ではどうしようもない。

「な、ん、ああ、ああああああああああああああああああああああああああああああ──」

「『念動力』による引き寄せだ。私ともなれば、牙きばを突き立てずとも血を吸い上げられる」

　言っている内に、やがて出血は止まった。

　ヴィクトリアが手を緩ゆるめたわけではなく、吸い上げる血液がなくなったのだ。

　生命力の源、あるいは本体そのものを全て抜き取られては、死を免まぬかれない。

　干ひからびた吸血鬼の全身は灰となり、肉も、皮も、骨すらも失うせ、身に纏まとっていた特攻服のみを残し消しよう滅めつした。

　吸い上げた血液は相当な量だが、ヴィクトリアは一いつ滴てきたりとも喉のどに通さない。ほとんど汚お物ぶつ扱あつかいをして、路面に赤色をぶちまける。

　その身に蓄たくわえていた全てを奪うばわれた上、粗そ雑ざつに打ち捨てられる。『強欲派アヴアライス』にとってはこれ以上なく屈くつ辱じよく的な罰則だった。

「風紀を乱したらどうなるか、身をもって学んでもらおうか」




　　　[image: ばつまーく]




「特攻服を着た不良を取り締しまるとか、本当に風紀委員そのものだ」

　ひと足遅おくれて伊吹が本部に到とう着ちやくした。

「皆みなさん、とりあえず避ひ難なんしよう。このまま外にいたらヴィクトリアの委員会活動に巻き込まれる」

　周囲の惨さん状じようを見回すと、負傷した猟血官ハンターたちを次々にビルの中へと押し込んでいく。

「いやあ、ひどい有様だね」

　やがて避難作業を終えた伊吹は、見知ったしかめ面つらに声をかける。

　一階のロビーまで様子を見に来た葉は月づきである。

「重傷者多数よ。死者が出なかったのは、ほとんど奇き跡せきね」

　司令長官として本部からおいそれと離はなれられない身の上なので、本部襲しゆう撃げきから真祖登場までの一連の流れについてはしっかりと把は握あくしている。

「まったく、ここは世紀末かっての……」

　頻ひん発ぱつする事件。すでに数多あまたの責任を被かぶっている葉月は、疲ひ労ろう感を超越した悲ひ壮そう感を漂ただよわせていた。

　対して伊吹は平気の平へい左ざ。

「本部が襲撃されるなんて、これでまた血戦局の信しん頼らい度どが下がっちゃうだろうなあ」

　そんなさっぱりとした物言いが、葉月の癪しやくに障さわる。

「何よ、すっかり他ひ人と事ごとじゃない。責任とか感じてないわけ？　そもそもアンタが本部にいれば、ここまで被ひ害がいが拡大することもなかったんじゃないの？」

「今の僕に与あたえられた仕事はヴィクトリアの『世話係』及および『監かん視し役』なわけだから、不在は仕方ないだろ」

　思わず口にした言いがかりにも冷静に対応されてしまう。その温度差がまた気に入らない葉月はさらに突っかかる。

「言っておくけど、『風紀委員会』は独立組織じゃなくて、あくまで血戦局の内部部門の一つなんだからね。アンタに給料を出してるのはあの真祖じゃないし、アタシがアンタの上司だって厳然たる事実は何も変わってないんだからね」

「わかってるよ。だからこうやって助けに来たんじゃないか」

「どうだか。すっかりあの吸血鬼に骨抜きにされてるんじゃないの」

「気が立ってるなあ。そんなんじゃ効果的な指揮ができないよ」

「指揮なんて、もう必要ないでしょ……」

　葉月はビルの外を見て嘆たん息そくする。

　六枚の翼を駆く使しして飛行し、手刀を振るうヴィクトリア。

　頸動脈を切り裂さかれた吸血鬼たちは血の一滴すら残さず抜き取られて消しよう滅めつし、路面には持ち主を失った特とつ攻こう服が散乱している。

　その光景の凄せい惨さんさは、ダークファンタジーというよりもパニックホラー。

　まともな思考を持つならば遠巻きにすることさえ厭いとうべきだが──

「さて、それじゃあ僕も行くとするよ」

　伊吹は外へと足を向ける。

「え、まさか、あんな修しゆ羅ら場ばに参戦するつもり？」

　葉月は思わず呼び止める。

　真祖が暴れ回っているビルの外は、今や地じ雷らい原にも勝まさる危険地帯。

　そもそも巻まき添ぞえを注意したのは伊吹本人のはず。

　それなのに、その足取りにはまるで迷いがない。

「一体一体丁てい寧ねいに吸い上げてたら、さすがのヴィクトリアでも時間がかかるだろうし」

　戦場を完全に支配下に置いているヴィクトリアであるが、確かに敵の減りが悪い。まだ全体の四分の一程度しか狩かれていない。

「その気になれば一いつ瞬しゆんで殲せん滅めつできるはずなのに、あの委員長って融ゆう通ずうってもんがまったく利きかないからさ。下っ端ぱが色々とフォローに回ってあげないと」

　そう言って伊吹はビルの外へと出る。

　駆かけ出す前のどこか嬉うれしそうな、危あやうい表情が印象的だった。
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　特攻服の面々はその装よそおいに恥はじぬ根こん性じようがあった。

　圧あつ倒とう的実力差を示されても情けなく逃げ惑まどうことはせず、むしろ元から乏とぼしい理性をさらに飛ばし、猛もう然ぜんと牙を剝むく。

「やあ」

　そんな死地にひょっこりと現れた赤あか髪がみの学生服。

「どうも初めまして『崩歪斗逢斗ホワイトアウト』の皆さん。時代に流されない硬こう派はなファッションの噂うわさはかねがね耳にしてるよ」

　伊吹は努めて友好的な挨あい拶さつをする。

　しかし絶体絶命の危機に瀕ひんした吸血鬼は、乱入者が敵か味方かを判断する思考すら惜おしいらしい。

「んだテメエはぁ！」

　人の形を視界に捉とらえると、反射的に襲おそいかかる。

「うわ、問答無用か」

　しかし伊吹とて丸まる腰ごしではない。学生服の内に忍しのばせていた得物を素す早ばやく取り出す。

「だけど、それでこそ吸血鬼」

　躊ちゆう躇ちよなく引き金を引き、牽けん制せいする。

　乾かわいた破は裂れつ音が鳴り響ひびくと一瞬だけ場が静まり、新たな乱入者に注目が集まる。

「む、伊吹か」

　ヴィクトリアは飛び回りながらも部下の姿を確かく認にんする。

「そう僕だ。微び力りよくながら助すけ太だ刀ちさせてもらう」

「好きにしろ。この業ごう突つく張ばり共に風紀の何たるかを思い知らせてやれ」

「了りよう解かい」

　伊吹の武装は銃じゆう。戦せん闘とうスタイルは二丁拳けん銃じゆう。

　右手にオートマチック。左手にリボルバー。

　ちぐはぐな組み合わせだが、このスタイルで伊吹は血戦局のエースの地位を不動のものとしている。

「やっぱり現代のヴァンパイアハンターって言ったらこれだよね」

　瞬間、右手のオートマチックが手近な吸血鬼に銃火を浴びせる。

「びゃっ、だあう……あがっああ！　うぐあっおおお……あ──」

　六発の弾だん丸がんが胸に突き刺ささると、吸血鬼の肉体は見る間に溶とけ崩くずれ、水風船のように破裂した。

「聖別式の粒りゆう銀ぎん炸さく裂れつ弾だん。要はバケモノ殺しでお馴な染じみのシルバー・ブレットだよ。君らのランクでも一発、二発ならまだ耐たえられるだろうけど、五発以上を立て続けに食らったらまず助からないから──注意しよう」

　丁寧に忠告しつつ伊吹は速すみやかに弾倉を交こう換かんし、オートマチックによる連射を開始する。

　次々と血に染まる特攻服。

　吸血鬼の身体能力をもってしても伊吹からは逃のがれられない。真しん摯しな鍛たん練れんによって培つちかわれた体術というよりも、それこそバケモノじみた超ちよう人じん的挙動である。

「囲んで潰つぶせえ！」

　伊吹の危険性を感じ取った吸きゆう血けつ鬼きたちは、全方位から五体同時に襲いかかる。

「生あい憎にく、ガン＝カタは趣しゆ味みじゃないんだ」

　左手、リボルバーの撃げき鉄てつを起こす。

「食らえ」

　銃声は一発だけ。

　それなのに、襲いかかってきた吸血鬼全員の胸に風穴が開いていた。

「こっちは吸血徹てつ甲こう弾だん。学説とかには認められてない個人的な意見だけど、ニンニクとか十じゆう字じ架かとかよりも、吸血鬼にはこれが一番効果的だと思うんだよね」

　吸血鬼の牙を核かくとして製造された魔ま弾だんは、同族の頑がん強きような肉体を容易に貫つらぬく。着弾と同時に生命力の源である血液を吸い上げるので、確実にダメージを与えられる。

　そして、この魔弾の真に恐おそるべき特性は着弾してからにある。

「さあ、もう一発」

　伊吹は一群に向けてリボルバーを発はつ砲ぽうし、六体の胸板を一気に撃うち抜ぬく。

　さすがは吸血鬼素材。肉に食い込み、血液を吸収することで活性化し、形を変えてなお吸血衝しよう動どうを発揮する。獲え物ものを食い破ると次なる獲物を求めて弾道を捻じ曲げ、渇かわきが満たされるまで飛来し続ける。

「吸血鬼退治の第一鉄則──頭蓋潰しヘツドシヨツトではなく心臓破りハートブレイクを狙ねらうべし」

　銃声と悲鳴が重なる。

　右も左も、一発の無む駄だ撃うちもなく獲物を仕留める。

　銃弾の特性もさることながら、伊吹は射線の確保が抜ばつ群ぐんに上う手まい。ただしその上手さは、巧たくみというよりも力ずくの印象が強い。

　如い何かに無茶な姿勢になろうと踏ふみ止とどまり、苛か烈れつな攻こう撃げきも難なく搔かい潜くぐる。さらに時には吸血鬼を凌りよう駕がする超人的挙動で先回りをする。

「その動き、テメエも吸血鬼か！」

　特攻服の必死な指し摘てきは頷うなずける。

　それほどまでに人間離ばなれしていた。

　しかし、伊吹は言うのだ。

「いいや。僕は人間だよ」

　はっきりと。

　実際、口を開いてもそこに牙きばはない。

　ただし、完全な真人間というわけでもない。例えば、夜よ闇やみの中にあっても些いささかも照準が狂くるわない両目などは、見る者が見れば、吸血鬼のそれと同じだと気付く。

　新しん宮ぐう伊吹。

　彼の左ひだり腕うで、両足、両目、内耳は、吸血鬼のもの。

　葉月が司令長官に就任する以前の血戦局において、慢まん性せい的な人材不足の解消を求め、強力な猟血官ハンターを簡便かつ大量に生み出す計画が進められていた。

　その内容は吸血鬼器官の人体移植。人間に吸血鬼の身体能力を再現させることで劣れつ勢せいの状じよう況きようを互ご角かくにまで押し上げる──との目もく論ろみがあったらしいのだが、芳かんばしい成果は片手で数える程度も上がらなかった。形だけが同じで構造がまるで異なる移植体と人体との間には致ち命めい的てきな拒きよ絶ぜつ反応が常につき纏まとい、被ひ験けん者しやの大多数は猟血官ハンターとして使い物になるどころではない廃はい人じんと化したのだ。

　十年続けても成果と出資の採算が合わない非人道的試みは、葉月が機関のトップに立つ現体制では一切が凍とう結けつされている。

　そんな計画の数少ない成功例こそが伊吹である。

　腕わん力りよく・瞬発力・感知力を司つかさどる吸血鬼器官に加え、身体の各部に埋うめ込まれた補強機器によって常識を凌駕する身体性能を発揮する。

　言うなれば、フランケンシュタインの怪かい物ぶつ。

　人間とも吸血鬼ともつかない継つぎ接はぎだらけのバケモノとして、自己の存在に苦く悩のうするのがお約束ではあるが──伊吹に関してはすでに解決してしまっている。

　すなわち、自分は人間であると。

　誰だれが何と言おうと、曲げる気はない。

　どうやらその存在意義アイデンテイテイの確立には吸血鬼が深く関わっているらしい。余程衝しよう撃げき的な体験をしたのか、確立以降、少年は重度の吸血鬼偏愛家ヴアンプフイリアと化した。

　対吸血鬼において互角だったのが互角以上となったのはそれからだ。

　偏へん愛あい的な観察力は戦闘でも有効に働く。細かな一挙手一投足を見過ごさず、次なる行動を高確率で予測するので、より効果的な一撃を浴びせられる。

　そして何よりモチベーションが高い。大好きな吸血鬼と戦いという熱ねつ烈れつな形で触ふれ合えるのがとても楽しい。恐きよう怖ふや焦しよう燥そうといった類の感情とは無む縁えんのため、常に高水準のパフォーマンスを発揮できる。

　人によっては、新宮伊吹こそが最高の猟血官ハンターだと言う。勿もち論ろん、異論は多々あるが。

「さあどんどん来い！」

「やるな伊吹。貴様を委員に選んだ私の目はやはり間ま違ちがってはいなかった」

　もはや悲鳴すら聞こえない。

　地じ獄ごく絵え図ずをさらなる地獄絵図で塗ぬり替かえる『風紀委員会』の活かつ躍やくによって、吸血鬼による暴ぼう虐ぎやくは食い止められた。
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　十数分後。

　殲滅戦とはどれだけ首しゆ尾びよく終えようと、その結果は目も当てられない。

　本部ビルの前は、清せい掃そう係が卒そつ倒とうしかねない血の海に沈しずんでいた。

「ふむ、少々衛生面を蔑ないがしろにしてしまったな」

「『保健委員会』がいたら、僕らこそが取り締しまりの対象になるだろうね」

　ヴィクトリアは翼つばさを、伊吹は銃を収める。

　死線を越こえた後に軽口を叩たたき合う委員長とその部下に、声をかける者が一人。

「惚ほれ惚ぼれする手て際ぎわね……」

　戦せん闘とう終しゆう了りようを確認して本部ビルから出てきた葉月は、賞賛の言葉と同時に深い溜ため息を吐ついた。最近導入したばかりの新戦力に頼たよるしかなかった不ふ甲が斐いない現状を、心から恥はじているのだろう。

「うむ、どうだ葉月。私の力を見たか。私が駆かけつけなければ大変なことになっていたところだぞ。私を採用して良かっただろ？」

　私、私と、自己アピールを欠かさないヴィクトリア。組織に身を置いているという自覚は一応あるらしい。

「まあ、アンタがいなければそもそも起こらなかった事件でもあるんだけど」

　言いながら、葉月はきょろきょろと視線を彷徨さまよわせる。辺りに散乱する特とつ攻こう服ふくは『風紀委員会』の戦果の証あかしだが、それそのものには何の価値もない。

「ねえ、ところで、尋じん問もん用の捕ほ虜りよは？」

　と、指摘され、伊吹は初めて気付いた。

「あ、すっかり忘れてた」

「ちょっと！　情報採取のための捕虜の確保は基本中の基本でしょうが！」

「ヴィクトリアに引っ張られて、妙みようなテンションになっちゃってたよ。ああ、これが本当の深夜テンションってやつか」

「バカ！　こういう得体の知れない事件こそ慎しん重ちようになるべきなんじゃないの？」

「いやあ、ここ数日地味な作業ばっかりだったからさあ、意外とフラストレーションってのが溜まってたみたいだね」

「この自由人め……」

　制せい御ぎよが利きかない部下にガンを飛ばす司令長官。

「まったく、何が『風紀委員会』よ。これじゃあ単なる暴力装置じゃない」

　そしてヴィクトリアにも鋭するどい視線を送る。それはもう突つき抉えぐるかのような。

　一年目の新人ならば震ふるえ上がるのだろうが、残念なことに、悠ゆう久きゆうの時を生きる真祖にはまったく効果がなかった。

「おや、どうした？　処女の熱視線とか、吸血鬼としては興奮しかしないんだが」

「くたばれ。どうやらアンタたちにこそ説教が必要みたいね」

　くい、と葉月は顎あごで本部ビルを指す。

「長官室まで来なさい。最低限のマニュアルをその腐ふ乱らんした脳のう髄ずいに叩き込こんでやるわ」

「風紀に関する話し合いなら望むところだが──些かタイミングが悪い」

　長官命令を丁重に断り、ヴィクトリアはその場に留まる。

「本日の委員会活動はまだ継けい続ぞく中ちゆうなのでな」

「まだ？」

　葉月は首を傾かしげる。

　特攻服の山の中に生き残りは埋もれていない。

　あの粛しゆく正せいの嵐あらしから逃にげおおせた残党はいない。

　怪け訝げんな顔の葉月に向けて、ヴィクトリアは手をひらつかせて見せる。まるで空気そのものを、空間そのものを撫なでるかのように。

「え？」

　ここで葉月は、自らの視界がわずかにぼやけていることに気付く。

「霧きり？」

　霧。

　霧化。

　形態変化。

「これって『霧ネ々ス巣ト』!?」

　あまりにも薄うすく、本来の役目を成していなかったので、今の今まで気付けなかった。

　ただし一度気付いてしまうと、その不自然さはむしろあからさまだった。弱々しく漂ただよっていながらどんな強風にも決して散らされない往おう生じよう際ぎわの悪さは、通常ありえない。

「初めから違い和わ感かんがあった。『霧ネ々ス巣ト』は昔からある吸血鬼の伝統的な狩しゆ猟りよう手段だが、扱あつかうには相応の鍛たん錬れんとセンスがいる。ポッと出の雑ざ魚こに御ぎよしきれるものではない」

　自身に纏まとわりつく霧を片手で払はらい、ヴィクトリアは言う。

「しかし、それにしてもこの『霧ネ々ス巣ト』の精度は桁けた違ちがいだ。曲がりなりにも訓練された猟血官ハンターたちをいいように翻ほん弄ろうし、雑魚を英えい雄ゆうもかくやといった具合に活躍させるのだからな。私の羽ばたきで吹ふき散らされたのも、どうせ半分は演技だろう。つくづく舐なめた真ま似ねをしてくれる……」

　にわかに増す真祖特有の威い圧あつ感かん。

　そして、霞かすむ中空に向けて命じる。

「さっさと姿を見せろ。遅ち刻こくによる減点を食らわせるぞ」

　すると霧は自然ではありえない流れで一点に凝ぎよう縮しゆくしていく。

　ヴィクトリアの眼前から十メートルほど離はなれた位置に、人の形が浮うかび上がる。




「やあやあ、ご無ぶ沙さ汰たご無沙汰～。相変わらずお元気そうで」




　現れたのは、洒しや脱だつな雰ふん囲い気きを醸かもし出す少女だった。

　胸元まで伸のばした金きん髪ぱつは宝石よりも眩まばゆい。その一ひと房ふさを左側に流し、小こ振ぶりなシルクハットの髪かみ飾かざりで纏めている。現代的なデザインの純白のブレザーとスカートでその肢し体たいを包み、足には白黒チェックのオーバーニーソックスを履はいている。一目で高級品とわかるべっ甲こう縁ぶちの眼鏡の奥には、真っ赤な瞳ひとみが潜ひそむ。
















「……」

　葉月と伊吹、人間二人は息を吞のむ。

　容よう貌ぼうは彼らと同年代だが、二本の牙が「人にあらず」と主張している。

　その牙以外にヴィクトリアとの共通点は特に見つけられないが、どことなく雰囲気が似ており、まるで無関係とは思えない。

　場には一いつ瞬しゆんで緊きん迫ぱく感かんが広がる。

「サンジェルマン、貴様か……」

　ヴィクトリアが名を呼ぶ。

　やはり知り合いらしいが、少女は首を横に振ふる。

「その名は使わないでください」

　きっぱりとした意思表示。

「今はこの国の住民っぽく佐さ伯えき燦さんと名乗っています。以後お見知り置きを」

　名前。服装。態度。

　どうもヴィクトリアの記き憶おくとは齟そ齬ごがある。何しろ百年ぶりの再会だ。それだけの歳月が経過していれば、吸きゆう血けつ鬼きにだって何らかの変化が生じていてもおかしくはない。

「ほお、私が少し目を離していた隙すきに、自分で自分の存在を定義し確立するまでになったか。その成長っぷりは、貴様を吸血鬼にした元げん凶きようとしては喜ぶべきなのだろうな」

　ヴィクトリアの皮肉たっぷりの言い様は、この佐伯燦との間にある因いん縁ねんをこれでもかと感じさせるものだった。

「お陰かげさまで。やっと自分の進むべき道を見つけることができました」

　にこやかな返しに、ヴィクトリアは舌打ちで応じる。

　そしてそのまますぐに話を進める辺り、根は深い。

「あの妙な格好の連中をけしかけたのは貴様だな？」

「はい、そうですよ。私が作ったクスリがあれば、ああいった非行少年たちを手て懐なずけるなんてわけないです」

　後ろめたさなど欠片かけらも見せず、燦は己おのれの関かん与よをあっさりと認める。

　さらに畳たたみかけるように、ブレザーのポケットの中身を地面にぶちまけた。

「じゃんじゃじゃーん」

　吸血鬼の眼球のように赤い物体。

　特とく殊しゆ薬物。大量の『ヴァンプアップ』である。

　これで言げん質ちと物的証しよう拠こを同時に取れた。わざわざこの場に姿を現したのだから、今さら言い逃のがれする気もないのだろう。

　この少女こそが特殊薬物無差別拡散事件の首しゆ謀ぼう者しやなのだ。

「甘言で他者を言いくるめて無む謀ぼうに走らせるこのやり口は、如い何かにも詐さ欺ぎ師し上がりの貴様らしい。薬物の精製に関しても、錬れん金きん術じゆつに造ぞう詣けいが深い貴様ならお手の物か。もっと早くに気付くべきだったな」

　ヴィクトリアの表情は険しい。出で来き損そこないの作品を世に出してしまった芸術家。たとえるならそんな目つきをしている。

「サンジェルマン、貴様は一体何をしたい？　何のためにこのような不健全なクスリをばらまいている？」

「燦、と。そう呼んでくれないと、何も答えてあげません。サンジェルマンなんて散々使い古された名前は、今の私には相応ふさわしくありませんから」

　いつの間にかどこからか取り出したステッキをくるくると回しながら、洒脱な女吸血鬼は頰ほおを膨ふくらせる。

「……燦、目的を言え」

「はいはい、目的なら散々喧けん伝でんしてますよ。〝ヴィクトリア・リードを超こえろ〟。このキャッチコピーを実現することこそが、私の当面の目的です」

　燦は不敵に微笑ほほえむ。殊こと更さら挑ちよう発はつ的に、牙きばを覗のぞかせる。

「……本気で言っているのか？」

　てっきり愉ゆ快かい犯はん的な冗じよう談だんの類だと思っていたので、ヴィクトリアは思わず目を丸くしてしまう。

「本気じゃなかったら、真祖のド正面でこんな堂々と宣言しませんよ」

　燦は言い放つ。

「まあ、あれです、端たん的てきに言いますと……ヴィクトリア・リード、貴方あなたは目め障ざわりなんです」

　真祖のお株かぶを奪うばう傲ごう然ぜんとした面おも持もちで断言する。

「聞くところによると、貴方は、私たち吸血鬼の仇きゆう敵てきである血戦局に加入しただけに留とどまらず、その内部に『風紀委員会』なるいかがわしい部門を立ち上げたとか」

「いかがわしいとは聞き捨てならない。乱れに乱れた昨今の吸血鬼の風紀を思っての決断だぞ」

「馬ばっ鹿かですか貴方は。本当に吸血鬼のことを思っているなら、血戦局なんて真っ先に潰つぶしておくべき連中でしょうに」

「短たん絡らく的だな。『不死身』を有していながら、一寸先の未来しか見られないのか」

「へえ、未来を語りますか。古い旧ふるい真祖の癖くせして……。まったく、貴方のそういう臆おく面めんのなさ、厚かましさときたら、昔から怖こわくて怖くて仕方ありませんでしたよ」

　そう、怖い。

　恐きよう怖ふ。

　戦いの発ほつ端たんはいつもそれだ。

　燦は澄すまし顔のまま恐怖を語る。

「真祖が復活早々にあのアグレル・ファミリーを単身で壊かい滅めつさせたってニュースを聞いて、私は恥はずかしながら震えました。もうガクブルですよ。これは早そう急きゆうに手を打たなければ手て遅おくれになると、嫌いやな直感が働きました」

「その手とやらが、あのクスリか……」

　ヴィクトリアの言葉に、肩かたを竦すくめてみせる燦。

「全体の地力の底上げですよ。流は行やりの新式の特殊能力は、百年も世界から隔かく離りされていた貴方にとってはまったくの未知。見慣れる前に腕うでの一本、足の一本くらい削けずっておいてくれないかと、不特定多数の吸血鬼に期待をかけて『ヴァンプアップ』をばらまいたんです、けど……」

　赤い瞳が黒いゴシックドレスを眺ながめる。先程まで血みどろの乱戦を繰くり広げていたというのに、そこには皺しわ一つ、埃ほこり一つ見当たらない。

「相変わらず、貴方は強すぎます。吸血鬼五十体に、私の『霧ネ々ス巣ト』による支援サポートがあっても掠かすり傷一つ負わせられないなんて、いくら何でも反則、それこそ『規則違い反はん』ですよ」

　意い趣しゆ返がえしのつもりか、燦はある一語を強調してから、さらに続ける。

「こうなると、他に任せて事件の裏に隠かくれている場合ではありません。面めん倒どうですけど、私が直々に息の根を止めてあげます」

　一連の事件の目的はあの特とつ攻こう服ふくの面々の言葉そのまま、真祖の抹まつ殺さつ。

　目障りだから殺す。

　ここまで大々的な事件を起こした割には、単純で短絡的な動機だ。

　それに、『抹殺』と〝ヴィクトリア・リードを超えろ〟というキャッチコピーは、若じやつ干かんニュアンスが異なる気がする。

　そんな違和感を客観的視点から指し摘てきしようとする伊吹だったが──遅おそい。

　状じよう況きようは瞬しゆん時じに動く。

「たかが眷けん属ぞく風ふ情ぜいが、随ずい分ぶんと舐めた口を利きくようになったな」

　ヴィクトリアはすでに臨戦態勢に入っている。

「あっはは、その眷属に裏切られて、まんまと封ふう印いんされたのは、一体どこの誰だれでしたっけ？」

　そして火に油を注ぐ燦。

「油断してると、また背中からブスリと刺さされちゃいますよ？」

「そうだ、思い出した。貴様、あの時はよくもやってくれたな」

「あの時の貴方の間ま抜ぬけ面づらときたら……百年が経たった今でも思い出し笑いができますよ」

「忘れろ！　と言っても無理な話か。これはいよいよ貴様を許すことができなくなったぞ」

　戦意を前面に押し出しながら一歩前へと出るヴィクトリア。

　対する燦は戦意を見せながらも一歩後ろへ下がる。

「あ、今ここで決着をつけようとは思ってませんよ。今夜の用件は挨あい拶さつを兼かねた宣戦布告。こんな平場で無傷の真祖と相対しようだなんて、自殺行こう為いもいいところですから」

　そう言って、自らの身を庇かばうようにしてステッキを構える。

　思う存分戦うためには相応しい場所と日時がある。

　しかし、ここで仕切り直しに応じるほど風紀委員長は寛かん容ようではない。

「ふざけるな。品性堕だ落らくな規則違反者に、行動の自由なんてものがあると思うのか？」

　ヴィクトリアは地面を強く踏ふみ締しめ──

「死ね」

　簡潔な一言と共に跳ちよう躍やくし、心臓を抉えぐらんと貫ぬき手てを撃うち放つ。

　躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんもない間ま違ちがいなく必殺の一いち撃げき。

　だが、紙かみ一ひと重えの差で先んじられる。

「では、また会いましょう──」

　燦の姿が忽こつ然ぜんと消えた。

　爆ばく発はつ的な跳躍も、蝙こう蝠もり化による飛ひ翔しようもせず、瞬時にこの場から離り脱だつした。

「『空間転移テレポート』とか……マジ？」

　声を上げたのは葉月。

　有名すぎるほど有名な現象だが、人類の技術力では未いまだ叶かなわぬ夢物語。

　この現実世界においてそれを行使できるのはごく一部、高位の吸血鬼のみ。

　燦というあの少女は、そんな限られた枠わくの中にきっちりと席を確保しているらしい。

「勘かん弁べんしてよ……」

　葉月が項うな垂だれるのも無理はない。

『空間転移テレポート』はただでさえ神しん出しゆつ鬼き没ぼつな吸血鬼の行動範はん囲いを際限なく広げる。それこそ探知に特化した特殊能力でもない限り、燦の出現地点を絞しぼり込むことはまず不可能だろう。

「ふむ、あいつめ、今回のように突とつ如じよ現れては消えるを繰り返すゲリラ戦を仕し掛かけてくるつもりか？　あれで人目を誤ご魔ま化かし、不意を突つくことに関しては天才的だからな。それなりの対策を立てなければ、思わぬ反撃を食らう恐おそれがあるぞ」

　相手の出方、自分の出方を探さぐり、次の会敵に備えるヴィクトリア。

　切り替かえが早いのは結構なことだが、戦せん闘とう行動が終しゆう了りようしただけで、この場の収しゆう拾しゆうはまだ済んでいない。

「分ぶん析せきする前に説明しなさい。アイツは何者？　アンタとはどういう関係？」

　焦あせった様子で尋たずねる葉月に、ヴィクトリアはどこかぞんざいな調子で答える。

「ああ、サンジェル……じゃなくて燦、あれは私直属の眷属だ」

「……やっぱり、聞き間違いじゃなかったのね」

「『万能屋マルチハンド』の二つ名の方が、今は通りがいいのではないか？」

「しかも、よりにもよって『万能屋マルチハンド』が出てくるんだ……」

　真祖の眷属。『万能屋マルチハンド』という二つ名。

　たったこれだけの情報でも、燦の危険度を認にん識しきするには充じゆう分ぶんすぎる。

「真祖とその眷属が対立するなんて……最悪な組み合わせが最悪な関係を築いてるわね」

　葉月はいよいよ空を仰あおいでしまう。

『高機動災害ドレツドノート』の二つ名を持つヴィクトリアの破は壊かい力は言わずもがな、『万能屋マルチハンド』も間違いなく最高位の吸きゆう血けつ鬼きである。

　そんな二人が街中でゲリラ戦。

　被ひ害がい総額を想像しただけで胃に穴が開く。

「本部の防衛人員を通常の三倍にして、哨しよう戒かいの穴あな埋うめも兼ねて各地に散らばってる遊撃部の連中に強制招集をかけて、『ヴァンプアップ』の流通が特に盛んな新宿を中心に索さく敵てき網もうを敷しかないと……」

　戦闘を繰り広げた『風紀委員会』の二人よりもくたびれた様子の葉月。被害を最小限に抑おさえるため、今すぐにでも対策会議を開かなくてはならない。

　そんな緊きん急きゆう事態において真っ先に手を挙げたのは、伊吹だった。

「あのー、ちょっといいかな？」

「何？　無む駄だ話ばなしに付き合ってる暇ひまはないわよ」

　急いで本部ビルへと戻もどろうとする葉月だったが、伊吹の発言は軽く受け流せるものではなかった。

「佐伯燦、って言うんだっけ？　彼女がこれからどこに現れるかはわかんないけど、どこに拠きよ点てんを置いてるかはわかるよ」

　何ものにも勝まさる最重要の情報だ。

　これには葉月だけでなくヴィクトリアも食いつく。

「どうしてわかるのよ。アンタは戦闘特化型、広域の索敵に関しては専門外のはずでしょ」

「あれか？　鬩せめぎ合う強つわ者ものの波動に共鳴して新たなる特とく殊しゆ能力でも覚かく醒せいしたとか？」

「いや、そんな大したことじゃないよ」

　その言葉は謙けん遜そんでも何でもない。

　伊吹の着眼点は、酷ひどく日常的なものだった。

「あの白い制服、すごく見覚えがあるんだよね」










　第四章　ヴァンパイア・コンプレックス




　血けつ戦せん局きよく本部襲しゆう撃げきの翌日。

　雲一つない青天直下に、ヴィクトリアと伊い吹ぶきの姿があった。

　太陽の光は吸血鬼の弱点の中でもっとも有名だろう。

　御ご多た分ぶんに漏もれず真祖も青空の下を堂々と歩くことはできないので、世話係に遮しや光こう性抜ばつ群ぐんの日ひ傘がさを差させている。

　ちなみにだが、ヴィクトリアは今日もまたゴシックドレスを着ている。余よ裕ゆうの表れとしての装よそおいなのだろうが、その表情は些いささか優すぐれない。緊きん張ちようを隠しているわけではなく、単に機き嫌げんが悪いのだ。

「こんな朝早くから活動するとは、少々健康的すぎるな」

　ヴィクトリアは思わず愚ぐ痴ちる。

　現在の時刻は午前八時十分。

　由ゆい緒しよ正ただしい吸血鬼は棺ひつぎの中で眠ねむっているべき時間帯だが、事態はそれなりに急を要する。

　蘭らん珠じゆ高等学校。

　その校門前に二人は立っていた。

　東京の高校生は皆みな、蘭珠の名を知っている。学業面も部活面も特別秀ひいでた結果を残しておらず、誰か有名人が輩はい出しゆつしたわけでもないが──とにかく女子の制服が可愛かわいいのだ。誰もが振ふり返る一いつ張ちよう羅らを着るべく、あるいは一番近くで眺めるべく、毎年の受験には女子も男子も結構な数が集まる。

「今一度確認するが、燦さんの奴やつは本当にここにいるのだな？」

　ヴィクトリアは伊吹に問いかけると、断言される。

「間違いなく。登校中に見かければその日一日幸せでいられるって触ふれ込こみのピュアホワイト。都内の男子生徒であれを見間違う朴ぼく念ねん仁じんはいないよ」

「あいつが私みたいなコスプレイヤーだって線はないのか？」

「そのドレスとか黒セーラーって、コスプレだったんだ……」

「吸血鬼とは仮装に並々ならぬこだわりを持つ種族なのだ」

「だったらなおさら間違いないよ。熱心なコスプレイヤーが在校生しか入手できないプレミア制服を盗ぬすむとか、そんな無ぶ粋すいな真ま似ねはしないでしょ」

　燦に関しては様々な驚おどろきがあったが、伊吹がもっとも目を丸くしたのは、彼女が蘭珠の制服を着ていたことだ。

　その所在地は港区。

　血戦局本部が置かれた千代田区の隣りん接せつ区にして、真祖の封印地点とは同地区。

　ここが本当にあの『万能屋マルチハンド』の根城ならば、ずっと放置していた血戦局の面目はいよいよ丸まる潰つぶれ。しかしあの『万能屋マルチハンド』を討とう伐ばつできたならば、これまでの失態の数々を帳消しにできる巨きよ大だいな功績となる。

「まあ、制服はあくまでとっかかりだけどね。血戦局の名前を使って佐さ伯えき燦について問い合わせてみても『生徒のプライバシー』の一点張りでまったく取り合ってくれないし、ハッキングして生徒名めい簿ぼを覗のぞこうにもそこらの大だい企き業ぎようを軽く上回るセキュリティに阻はばまれる。ただの私立校にしては、きな臭くささが鼻につくよ」

「これで燦が不在ならば、逆に問題だな」

　伊吹がいくつか証しよう拠こを並べると、ヴィクトリアは納なつ得とくしたように頷うなずく。

　校門の前に立つ『風紀委員会』の役割は尖せん兵ぺい。

　対象を炙あぶり出してくれれば事態は次の段階に進み、何ならそのまま討伐してくれてもいい。むしろ血戦局としてはヴィクトリアに大いなる期待をかけている。『万能屋マルチハンド』と相対するには、人間の力だけでは些か手に余る。

「では、行くとするか」

「あ、ヴィクトリア、ちょっと待って」

　早さつ速そく歩を進めようとする委員長を、伊吹が呼び止める。

「どうした？」

「いや、ヴィクトリアってば復活してからまだ一度も吸血をしてないみたいだけど、コンディションの方は大だい丈じよう夫ぶ？」

「問題ない。私を誰だれだと思っている」

　世話係の心配をすげなく切り捨てるヴィクトリア。ゴシックドレスもそうだが、この姿勢を自信と取るべきか、慢まん心しんと取るべきか。

　とりあえず、こう頑かたくなだと伊吹はもう何も言えない。

　時刻は八時十四分。

　閉門一分前。

　一応の配はい慮りよとして登校してくる生徒がいなくなる時間帯まで待ち、潜せん入にゆう開始。

「あのー、すいません。僕たち学校間交流で来た者なんですけど……」

　伊吹が話しかけたのは門前に控ひかえる教職員。

　ヴィクトリアは弱点として『敷しき居いの呪のろい』を有しているので、問答無用の強きよう行こう突とつ破ぱは不可能。血戦局の技術部が偽ぎ造ぞうした許可証を用い、学校関係者の口からわざわざ招待の言葉を引き出さなければならない。

　だが伊吹が許可証を見せる前に、相手は口を開く。

「話は聞いています。どうぞこちらへ」

　疑われるでも拒きよ絶ぜつされるでもなく、あっさりと入校の許可が下りた。

　教職員まで取り込まれているとは、綺き麗れいな名前に反して蘭珠の実情は真っ黒らしい。

　こうなると誘おびき出されたようなものだが、天よりも高いヴィクトリアのプライドが後退を許さない。
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　案内されたのは講堂。

　全校朝会をしているらしく、純白のブレザー姿が雁がん首くびを揃そろえている。

　そんな中で黒を基調としたシルエットは浮うきに浮くはずなのだが、二人が講堂に入って来ても誰も振り返らない。目を向けようとすらしない。

　ある種異様なその光景からは、吸血鬼の強きよう烈れつな影えい響きよう力を感じざるを得ない。

「潜せん伏ぷく先に学校を選ぶんだったら、俗ぞく世せ間けんから隔かく離りされた全ぜん寮りよう制せいの女学院とかの方が、背徳的でわくわくするんだけどな」

　自分の通う都立高と然さ程ほど変わらない規模の根城に、伊吹が若じやつ干かんの不満を漏らす。

　するとヴィクトリアも同調する。

「そうだな。最近の吸血鬼ときたら、そこら辺の浪ロ漫マンをわかってない」

「伝承通りの吸血鬼像をそのまま再現しろとは言わないけどさ、黒マントなり燕えん尾び服ふくなり、一つ二つは『お約束』を押さえておいて欲ほしいよね」

「そうだな。吸血鬼を名乗るなら、そういう淡あわい期待にはなるべく応えてやるべきだ。それが人間から脱だつ落らくした外げ道どうの義務であり使命でもある」

「いや、そこまで重く捉とらえなくても……」

「馬ば鹿かを言え。吸血鬼とは本来重苦しいものだ。自己の性格と乖かい離りした役やく柄がらだろうと、無理をしてでも演じなくてはならないのだ」

「演じるとか言わないでよ、萎なえるじゃないか」

「おっと、すまない。失言だったな」

　他校の全校朝会でぺちゃくちゃと私語を交わす『風紀委員会』の二人。

　それでも注意を受けることなく、全校朝会はつつがなく続く。

「それでは最後に、風紀委員長からの連れん絡らく事じ項こうです」

「む？」

　放送委員の進行にヴィクトリアが耳みみ聡ざとく反応する。

　だが、ここでの委員長とは当然、彼女のことではない。

　登とう壇だんしたのは──

「はーい、本日から風紀委員長に就任しました佐伯燦でーす」

　金きん髪ぱつ赤眼の少女が、朗々と連絡事項を伝える。

「最近学区内で不ふ審しん者が目もく撃げきされています。わかりやすい身体的特とく徴ちようとしては、煙草たばこのヤニで黄ばんだかのような色の目が挙げられます。この不審者は非常に厄やつ介かいです。時代の変化に順応できず、凝こり固まった価値観を押しつけてくるどうしようもない老害なので、皆さんのような未来ある若者はなるべく近づかないようにしてください」

　そして燦は敵を見み据すえる。

　小こ馬ば鹿かにされるだけ小馬鹿にされたヴィクトリアは、こめかみに青筋を立てつつ言い返す。

「おふざけがすぎるな。貴様が風紀委員長だと？」

「敵の心情を知るために今朝も早朝から活動してみましたけど、もうくたくた、疲つかれちゃいました。こんな面めん倒どうな仕事を自ら引き受けるなんて、頭がおかしいとしか思えません」

「全国の風紀委員長に謝れ」

「失礼、語ご弊へいがありましたので訂てい正せいします。世を乱す吸血鬼のくせに風紀委員長を名乗るなんて、脳に蛆うじが湧わいているとしか思えません」

「貴様……」

　講堂の端はしと端で睨にらみ合う吸きゆう血けつ鬼き二人。

　顔を突つき合わせて一分もしない内に、昨夜の険悪な空気が再現される。

「さてさてさて、改めてようこそ、私の城へ」

　両手を大きく広げて歓かん迎げいの意を示す燦だが、その言動はもはや何をしても挑ちよう発はつ行こう為いにしか見えない。

「知っていますか？　学校っていうのは隠かくれ家がとして最適なんですよ。出入りする人間がほとんど決まっていますから、その人間さえ支配できれば、内部で好き勝手をやっても誰に咎とがめられることもありません」

　得意げに語る燦に対し、ヴィクトリアは唾つばでも吐はきかけるように言葉を返す。

「では生あい憎にくだったな。規則にうるさい『お客様』のお出ましだ」

　火薬の臭においがするのは気のせいだろうか。

　講堂内には爆ばく発はつ寸前の緊きん張ちよう感かんが充じゆう満まんしている。

「夜が明けて頭が冷えただろう。大人しく投降しろ」

「それはこちらの台詞です。『風紀委員会』なんて馬鹿な真似は今すぐ止めてください」

「私自らが開催する吸血鬼矯きよう正せいプログラムを受講すれば、とりあえず命だけは保証してやるが？」

「このまま隠いん居きよして二度と表おもて舞ぶ台たいに出て来ないなら、見み逃のがしてやらなくもないですよ」

　互たがいが互いに譲じよう歩ほを勧めるが、殺さつ伐ばつ極きわまる表情なのでまるで説得力がない。

　激げき突とつは不ふ可か避ひ。

　むしろ今か今かとその機会を待っている。

「……」

「……」

　不意に沈ちん黙もく。

　一秒経たったか一分経ったか。

　緊きん張ちようの静せい寂じやくの中で、伊吹が思わず唾を飲む。

　ゴクリ。

　そのわずかな音を合図きつかけとして、二人は同時に跳ちよう躍やく。

　丁度講堂の中心で激突する。

「死んで！」

　燦は一ひと振ふりのステッキを取り出していた。フック状の握にぎりを構築しているのは、超ちよう硬こう度ど材料に分類されるダイヤモンド・ナノロッド凝ぎよう集しゆう体。これを吸血鬼の腕わん力りよくで振り抜ぬけば戦車装そう甲こうすら貫つらぬけそうだ。

　しかし。

　それでも──ヴィクトリアの靴くつ底ぞこには敵かなわなかった。

「だりゃあ！」

　炸さく裂れつしたのは、空中でも体幹がぶれることのないそれはそれは綺麗なドロップキック！

　スカートがふわりと翻ひるがえり、その中身がちらりと覗く様もまた芸術点が高い。

「ぎゃ──」

　ヴィクトリアの両足はステッキも眼鏡も粉々に砕くだき、燦の顔面に直ちよく撃げきする。

　まさしく炸裂。燦は蹴けり飛ばされ、轟ごう音おんと共に頭から壇だん上じように突っ込こむ。

「よしっ、クリーンヒット、アンド、クリティカルヒット！」

　着地もまた綺麗に決め、ヴィクトリアは我が物顔でふんぞり返る。

「……ここまで鮮あざやかな迎げい撃げきは、生まれて初めて見たよ」

　啞あ然ぜんとした面おも持もちで伊吹が駆かけ寄よる。

「一発目にドロップキックなんて、失敗したら空中で輪切りにされてたとこだよ」

「一撃一撃に命を懸かける。それが勝負事を制するための最大の秘策だ」

「それってどこの示現流？」

　伊吹が真祖の脅きよう威いを改めて思い知らされていると、壇上から物音がした。

　燦だ。スペアの眼鏡を取り出しながら、平然と立ち上がる。

「酷ひどいことしますね。女の子の顔にあんな大技を叩たたき込むなんて」

　血ち塗まみれの顔面は時間を巻き戻もどすかのように再生する。

　真祖とその眷けん属ぞくによる戦いだ。ドロップキック一発で終わるはずがない。

「でも、一撃に命を懸けるというのはその通りです。出し惜おしみをする場面ではありませんでした」

　そう言うと燦は、治りかけの顔の傷に手を押し当てた。

　自らの血に染まったその手をおもむろに掲かかげると、勢いよく振り下ろす。

「──『宙翔る剣閃フラガラツク』」

　単なる素す振ぶりではなく、明確な攻こう撃げき行動。

　壇上と講堂中央。彼我の距きよ離り十メートルを飛び越こえ、ヴィクトリアの右みぎ肩かたは抉えぐるように切り裂さかれた。

「けったいな技を使う。最近の特とく殊しゆ能力ときたらこんな手品もどきばっかりだな」

　傷口を撫なでながら平然と言ってのけるヴィクトリア。この程度ならまだ掠かすり傷と変わらないらしい。

「まさか、これが奥の手ではないだろうな？」

「当然です。何のために貴方あなたをこの学校に招き入れたと思ってるんですか？」

　燦は気合いを入れるべく息を吐き、吸う。

　そして、革命家のように腕うでを振りかざし、講堂の注目を集める。

「さあ立ち上がれ！　今こそ貴方たちの出番です。憎にくき吸血鬼に、憧あこがれの吸血鬼に、高校生の熱い熱い熱い想おもいをぶつけてやりましょう！」

　力強く呼びかけられ、それまで無反応を決め込んでいた生徒たちが、ついに動く。

　いつの間にか全員の手には赤い丸薬が握られており、少年少女はそれを何の躊ちゆう躇ちよもなく口内に放り込む。

　特殊薬物の効能によって、口から火を噴ふく者、影かげを立体的に浮かび上がらせる者、体たい軀くを数倍に膨ふくれ上がらせる者など、驚おどろくべき能力者が相次いで生み出される。

　しかし何よりも恐おそろしいのは、生徒たちの顔にありありと殺意が浮かんでいることだ。

「教育されすぎでしょ……」

　呻うめくような伊吹の呟つぶやきは、襲おそい来る怒ど号ごうに搔かき消された。
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　蘭珠高校の生徒数は七百。

　その全てが敵に回った。

　学校が舞ぶ台たいということで、もしやと予想はしていたが、実際に目まの当たりにしてみると圧巻の光景だった。

「ヴィクトリア、君の魅み了りようで一気に無力化できたりしないかな？」

「難しいな。見るに、こいつらはすでに丹たん念ねんな魅了が施ほどこされている。これを全て上書きするとなると、数日がかりの作業になってしまう」

　攻撃を回かい避ひしながら顔を見合わせる二人に、さらに頭を悩なやませる事実が告げられる。

「言っておきますけど、この学校の生徒も職員も一人残らず真人間ですよ。さっきの『ヴァンプアップ』で特殊能力を獲かく得とくしてはいますけども、元々吸きゆう血けつ鬼き専用のクスリですから、半日も経てば効能は切れます。そもそも彼らは私に操あやつられているにすぎません。仮にも血戦局に所属しているなら、こういう哀あわれな犠ぎ牲せい者しやを救ってあげる義務があるんじゃないですか？」

　この期ごに及およんでも煽あおってくる燦。

　ただ、この挑ちよう発はつに即そく座ざに反応したのはヴィクトリアではなかった。

「善良な市民に乱暴な真似はできない」

　伊吹が取り出した銃じゆうを下げる。

　見た限り、生徒たちには確かに牙きばが生えていなかった。

「粒りゆう銀ぎん炸さく裂れつ弾だんも吸血徹てつ甲こう弾だんも、殺傷力が高すぎて人体への使用は一切禁止。というか、血戦局は吸血鬼退治専門、吸血鬼退治限定の特務機関だから、その構成員が守るべき人間様に手を上げること自体が御ご法はつ度と。そういう規則なんだ」

〝一いつ般ぱん人に危害を加えるべからず〟

　この規則は絶対。過か剰じような武力を数多あまた保有する血戦局が社会的立場を保持するために、どんな状じよう況きようであろうとも絶対に破ってはならない。破れば即そつ刻こく懲ちよう戒かい免めん職しよくが告げられる。

「規則……規則か。ならば仕方がないな」

　ともすれば軟なん弱じやくと非難されかねない血戦局の姿勢を、ヴィクトリアは容よう認にんする──だけではなく、自らも従う。

　風紀委員長だけに『規則』には弱いのだ。

　乱れに乱れた風紀に晒さらされたことで、生来生き真ま面じ目めなヴィクトリアの性格はより磨みがかれた。模も範はん的であらねばと、もはや強きよう迫はく観かん念ねんに近い想いを抱いだいている。

「目の前の最優先粛しゆく正せい対象を放ってその他大勢にかまけるなど、『風紀委員会』にあるまじき怠たい慢まんだ」

　誇ほこり高い矜きよう持じを胸に、ヴィクトリアは決して生徒たちを傷つけない。

　しかし、その高潔さこそが思う壺つぼ。

　七百の肉にく壁へきに守られた燦に対しヴィクトリアの攻撃は届かず、逆に燦の攻撃は届く。

「しっ──」

　隙すき間まを縫ぬって斬ざん撃げきが飛ぶ、飛ぶ、飛ぶ。

　燦の駆く使しする特殊能力は本当の意味で『特殊』。全てではないが、負わされた傷は真祖の再生力をもってしても治りが遅おそく、着実にダメージが蓄ちく積せきしていく。

「……じり貧だね」

　伊吹などすでに肩かたで息をしている。その身体能力は一般人を凌りよう駕がするが、真祖でさえ手間取る波状攻撃を突とつ破ぱできる程ではないので、現状はほとんど役立たず。

　それなのに、彼は無む謀ぼうな提案をする。

「共とも倒だおれになる前に、二手に分かれよう」

「二手に？」

「随ずい分ぶんと混こん沌とんとした状況になってるけど、あの佐伯燦さえ討うち取れば、後はどうとでもなる。この学校の惨さん状じように関しては、長官が、葉は月づきが何とかしてくれる。だからヴィクトリア、君は早く一いつ騎き討うちに持ち込むんだ。その間、余計な外野は僕が引き受ける」

「いや、しかし……」

　力強く言い切られても、ヴィクトリアは了りよう承しようしかねる。

　伊吹の負担が大きすぎる。

　七百対一。言葉にするだけでも恐ろしい。

　反撃もできないのに波状攻撃が一点集中してしまえば、あっという間に潰つぶされる。

「あれ？　もしかして、僕のこと心配してくれてる？」

「む……」

「らしくないね。人間を顎あごで使って、オモチャみたいに使い捨ててこそ吸きゆう血けつ鬼きでしょ」

「その吸血鬼観は大分歪ゆがんでいる気がするが……」

「大だい丈じよう夫ぶ。相手はそれこそたかが人間。普ふ段だん吸血鬼を狩かりまくってるこの僕が、後おくれを取るはずがない」

　肩で息をしながら、少年は決死の強がりを見せる。

　部下にここまで言わせてしまっては、委員長の立つ瀬せがない。

　何より、状況を打開するには何らかのリスクが不可欠。

「……いいだろう。その心意気を信じ、ここは貴様に任せてやる」

　ヴィクトリアが提案を飲む。

　すると伊吹はにやりと顔を歪ませ、燦についてのある情報を尋たずねる。

「そうと決まれば早さつ速そく聞きたいことがある。あの娘この弱点って『日光』だったりする？」

「え？　あ、ああ。燦なんて名乗っているが、太陽は奴やつの最大の弱点だったはずだ」

「やっぱり。朝会なのにカーテンを閉め切ってるから、そうじゃないかと思ってたんだよ」

　そして伊吹は再び二丁拳けん銃じゆうを上げる。

「非ひ致ち死し性のゴム弾だし、一般人には銃口を向けてないし、後で始末書も書くから、発はつ砲ぽうしても許されるよね？」

　言うや否いなや引き金を引く。

　狙ねらいはカーテンの留め具。

　早はや業わざで装そう塡てんされたゴム弾に支えを破は壊かいされ、カーテンはばさりと落ち、日差しが講堂内に招き入れられる。

「ちっ──」

　最大の弱点だというヴィクトリアの言葉通り、反射的に物もの陰かげまで移動する燦。単なる小間使いパシリと認識していた人間の狼ろう藉ぜきに、露ろ骨こつな嫌けん悪お感かんを向けてくる。

　その様子に気分を良くしてか、伊吹の射しや撃げきは激しさが増す。

「逃にげろ逃げろ！　逃げなきゃ灰になって暖だん炉ろにくべられるぞ！」

　狂くるったような連射によってカーテンは次々に剝はがされ、講堂は健康的な光で満たされる。

　この瞬しゆん間かんに限り、伊吹は真祖にも勝まさる脅威となった。

　放置厳禁。燦を守るために生徒たちの意識が一人に集中する。

「らぁ！」

　その一瞬の隙すきを捉とらえ、ヴィクトリアが突とつ貫かん。

　燦の首に手をかけ、そのまま壁かべを突つき破やぶって講堂の外へと無理矢理連れ出す。

　生徒たちは風穴を通ってすぐさま二人の後を追おうとするが、その眼前に一人の風紀委員が立ちはだかる。

「ここから先は通行止めだよ」

　一見部下の鑑かがみのような自己犠ぎ牲せいだが、伊吹の心中にある思おも惑わくはあくまで自分本位。

「吸血鬼同士の闘とう争そうに人間の横よこ槍やりは野や暮ぼ。ただ野や次じ馬うまをしたいだけっていうなら付き合うけど、どうも君たちとは趣しゆ味みが合わなそうだ」

　真祖とその眷けん属ぞくの戦い。

　こんな極ごく上じようの見世物エンタメを見み逃のがす手はない。

　さっさとこの場を片付けて、あの吸血鬼たちのもとへ向かわなくては。
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　吹ふき荒あれる校内暴力。

　ヴィクトリアも燦も太陽に睨にらまれていては実力を十二分に発揮できないので、屋外を避さけ、校舎内での戦せん闘とうを選んだ。

　その結果、教室も職員室も体育館も、例外なく戦場と化す。

　椅い子すを蹴け散ちらし、机を蹴散らす。

　教科書が千切れ舞まい、窓ガラスは余さず砕くだけ散る。

　地の利がある燦が先を行き、ヴィクトリアが追い立てる。

「そら、プレゼントだ！」

　ヴィクトリアは足元に片手を突き入れるとコンクリートの床ゆか面めんを捲めくり上げ、燦に向けて投げ飛ばす。

　この荒あら技わざに対し、燦は素手をかざす。

　瞬間、五指に霜しもが張ったかと思うと、その身を覆おおう氷の大おお盾だてが生じ、床面の投とう擲てきを防ぐ。

「数ある特とく殊しゆ能力の中でも『永久に閉ざす氷獄ニヴルヘイム』の応用性は頭一つ抜ぬけてますね」

　燦がこれ見よがしに白い息を吐はく。

　隙を見み出いだそうにも、多種多様な変則攻こう撃げきによって毎回予想外の角度から妨ぼう害がいを受けるので、ヴィクトリアは今一歩攻せめ切れずにいた。

　火球の弾だん幕まく。

　高重力場。

　腐ふ朽きゆう促そく進しんによる足場の崩ほう落らく。

　特殊能力の細やかな扱あつかいに関して、燦は元々、真祖であり主でもあるヴィクトリアよりも優れていた。

　世界各国の言語を操り、音楽、薬学、鉱物学、錬れん金きん術じゆつ、様々な分野に精通していたと伝えられるサンジェルマン伯はく爵しやく。かつてその名を名乗っていた燦は、吸血鬼に生まれ変わっても持ち前の多才性を遺い憾かんなく発揮する。

「無む軌き道どうな特殊能力の乱発……。成なる程ほど。貴様は『強欲派アヴアライス』なのだな」

「ご明察。当てはめられた『血統ブランド』に則のつとった活かつ躍やくを見せるのは、現代を謳おう歌かする吸血鬼にとって数少ないマナーの一つですよ」

　氷の大盾を塵ダストに散らしつつ、燦は無む駄だ口ぐちに応じる。

「ていうか、今いま頃ごろ気付いたんですか？　私こそが『ヴァンプアップ』の製造主ですよ。特殊能力の保有数において、私以上の吸きゆう血けつ鬼きは世界のどこにもいないと断言できます。講堂で生徒たちが発現させた特殊能力の数々だって全て余さず体得済み。『万能屋マルチハンド』の二つ名は伊だ達てではありませんよ」

「くだらない。吸血鬼に求められるのは完成度。余分な特殊能力など醜みにくい贅ぜい肉にくと一いつ緒しよだ」

「そうでしょうか？　吸血鬼というのは新たな要素を上乗せすればするほど輝かがやきを増すものだと、私は思いますけど」

「伝統こそ全て」

「革新こそ不可欠」

「……これが平行線ってやつか」

「ええ、だからこうやって殺し合いをしているんです」

「それはその通りだ、な！」

　眷けん属ぞくとの価値観の差を改めて痛感したヴィクトリアは、自ら始めた無む駄だ話ばなしを一方的に打ち切り、間合いを詰つめる。

　彗すい星せいのごとき突とつ撃げき。

　燦は赤色の斬撃を乱れ飛ばして応戦。

　それは『宙翔る剣閃フラガラツク』と名付けられた『尖血リツパー』の応用技法テクニツク。

　高圧水流ウオーターカツターの要領で血液を射出し、刀とう剣けんの間合いの外から攻撃を可能とする飛ぶ斬撃。また、流れ出た血液は吸血鬼の弱点である『流水』を再現してもいるので、これによって切り裂さかれた傷は『不死身』の再生を阻そ害がいし、確実にダメージを与あたえられる。

「洒しや落らくさい！」

　推すい奨しようされるのは回かい避ひ行動だが、網あみ目めのように展開する刃やいばの群れの中に、ヴィクトリアは躊ちゆう躇ちよなく飛び込む。全身を八つ裂ざきにされても猛もう然ぜんとした勢いはまるで止まらない。

「猪いのししですか貴方あなたは！」

　強ごう引いん極きわまりない突破力の前に、燦は懐ふところまで踏ふみ込まれてしまう。

　肉を切らせて骨を断たつ。

　言葉にすれば簡単だが、実行に移す命知らずは滅めつ多たにいない。己おのれの損傷などにヴィクトリアはまるで頓とん着ちやくせず、心臓目がけて貫ぬき手てを撃うち放つ。

「殺とった！」

　ここからの防ぼう御ぎよは間に合わない。離り脱だつも難しい。求められるのは、その場から一歩も動かず回避するという無茶。

　そこで燦は『物理透過インヴイジブル』を発動する。

「おろ？」

　戦闘の真まっ只ただ中なかにありながらヴィクトリアは呆ほうけた声を出してしまう。

　貫手は確かに燦の胸に突き刺ささっているのに、手て応ごたえどころか何の感かん触しよくもない。

　まさしくすり抜けたのだ。

『物理透過インヴイジブル』──肉体を実存濃のう度どの希き薄はくな霊れい体たいへと転化させることで物理的干かん渉しようを無効化する特殊能力。

　一見すると強力無比。だが、能力発動中はこちらも相手に干渉できなくなる上、吸血鬼退治において対霊の戦闘技法は必ひつ須すとなっているので、そこまで頼たのみになるものでもない。

　真祖もまた霊体を滅ほろぼす『力』を当然のように持っている。

　よって燦は身体ごとヴィクトリアをすり抜けると、すぐに特殊能力を解除する。

「お粗そ末まつだな！」

　特殊能力の切り替かえ時に生じる隙を見逃さず、ヴィクトリアが後ろ回し蹴げりを放つ。

　背中に叩たたき込こまれた激げき烈れつな衝しよう撃げきは、木の葉のように燦を吹き飛ばす。

「はぅ……はっ……」

　空中で体勢を立て直すも、燦は漏もれ出た吐と息いきに色いろ濃こく危機感を滲にじませる。

　多種多様な特殊能力のおかげで臨機応変に立ち回れてはいるが、その実、余よ裕ゆうなど微み塵じんもなかった。必死だ。頻ひん繁ぱんに飛び出す挑ちよう発はつ的な口くち振ぶりには己の鼓こ舞ぶという意味合いも多分に含ふくまれている。

「お次は貫かん通つうトリックか。手品師にでも転職すれば、都内に一いつ軒けん家やくらい買えるのではないか？」

　苛いら立だってはいるが、ヴィクトリアの皮肉からはまだまだ余裕が感じられる。

　根本的な基き礎そ能力。

　現時点でヴィクトリアが使用しているのは『怪かい力りき』のみ。それなのに、勢いに飲まれそうになる場面がいくつかあった。真祖との間にある文字通りの格差を覆くつがえすには、もう一つ二つ手間をかける必要がある。

「ここからが本番です」

　燦は学校のさらに奥へと戦場を移す。

「遅おくれずしっかりついて来てくださいよ」

「上等だ」

　余力はまだあるが、度たび重かさなる挑発の結果、冷静さは確実に欠いているヴィクトリアである。知らぬ間に視野狭きよう窄さくとなり、後先を考えないまま燦の後を追ってしまう。

「さあ、こちらです」

　燦は『化学実験室』のプレートがかけられた扉とびらを開け放つ。

　その先にあったのは人体模型でも骨格標本でもなく、下へ下へと伸のびる螺ら旋せん階段。

　支柱を伴ともなわず周囲の壁に接するタイプのもので、中央部には闇やみ深ふかい穴が口を開けている。

　そこへ燦が飛び降りると、ヴィクトリアも即そく座ざに続く。

「もったいない気もしますが……やっちゃいましょう」

　最大の正念場を前に、燦は落下しながら携けい帯たい端たん末まつを取り出した。

　真祖抹まつ殺さつを完かん遂すいするべく、液えき晶しよう画面を指先で叩く。
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「何だここは？」

　着地したヴィクトリアは、地下に広がる異様な光景に目を奪うばわれた。

　等とう間かん隔かくで立ち並ぶ巨きよ大だいな円フ筒ラ容ス器コ。

　その中に満たされているのは見るも鮮あざやかな真っ赤な液体。

　どう考えても高校の授業には不必要な設備。そもそも講堂の数十倍はあろうこの大規模な地下空間そのものが、学校施し設せつの範はん疇ちゆうから逸いつ脱だつしている。

「驚おどろきましたか？　うちの生徒以外は基本的に立入禁止の我が化学実験室です」

　一足先に着地した燦は抜かりなく間合いを開け、得意げに周囲を指し示す。

「巷ちまたに出回ってる『ヴァンプアップ』は、全てここで造られているんですよ」

　化学実験室という名の薬物製造室。耳みみ障ざわりな機械音が鳴り響ひびく中、もっとも敏びん感かんに反応したのは嗅きゆう覚かくだった。

「この香かおり……こいつの中身は貴様の血か？」

　フラスコの一つに手を当て、ヴィクトリアが尋たずねる。

「真祖の鼻はさすがですね。そうです。これらの溶よう液えきはこの私、佐伯燦の血液。そして何を隠かくそう『ヴァンプアップ』の原材料でもあります」

　答えると、燦はまだ聞かれてもいない情報を勝手に喋しやべり出す。

「特殊能力の情報を血の中から抽ちゆう出しゆつし、そこからさらに凝ぎよう縮しゆくと純化を極めることで、ようやく完成品の出来上がり。一個を作るだけでも、まあ大変なんです。この大げさな設備を見ればわかってくれるでしょうけど、維い持じ費だけでも滅め茶ちや苦く茶ちやな金額で、正直、経営は火の車です。生徒たちの奉ほう仕し活動のおかげで人件費はほとんど無料なのに、どれだけ生産しても赤字地じ獄ごくから抜ぬけ出せません」

　まるで解決編の犯人のような暴ばく露ろだが、自や棄けになったわけではない。

　五体満足のままこの化学実験室まで真祖を誘ゆう導どうすることができた。燦が思い描えがいた目もく論ろ見みはとりあえず順調に進んでいる。

「ならば、いよいよ計算が破は綻たんしたか。敵対者をこんな心臓部に招き入れるなんて、一体何を考えている？」

　燦の行動の意図を読み取れず、ヴィクトリアの苛立ちは案の定膨ふくらむ。フラスコに当てた手には無意識に力が込められる。表面に亀き裂れつが走ったものの、分厚い強化ガラスだったので中身が漏れ出ることはなかった。その様子を見て今度は意識的に拳こぶしを握にぎり、本格的な破は壊かい活動を始めようとする。

「塵一つ残さないつもりだが、構わないな？」

　やると決めた以上、それは無意味な確認だったのだが、燦は予想外の言葉を返す。

「どうぞどうぞ。もう用済みなので、綺き麗れいに片付けちゃってください」

「用済み、だと？　何を今さら……」

　今さら更こう生せいの意思を見せたというのだろうか。

　ここまで抵てい抗こうしておきながら。ここまで挑発しておきながら。

　信用ならない、という見解は正しい。燦が見せたのは、この上なく悪あく辣らつな一手だった。

「実はですね……クスリの製レ造シ法ピを、さっき公開しちゃいました」

　あざとく舌を出す燦の片手には、携帯端末。

　その画面の中にある短文が張り出されている。
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　螺旋階段からの落下中、燦は特とく殊しゆ薬物に関する詳しよう細さいな情報をネットに上げた。すると希望通り、情報は驚きよう異い的な速度と勢いで全世界を駆かけ巡めぐった。まだ数分しか経たっていないというのに各所から膨ぼう大だいな量の返信が集まり、携帯端末は過負荷によって高熱を帯びている。

「すごい広がりようですよ。ほらほら、見てください。もう作ってみた系の動画がアップされてます」

　まだそこまでインターネットに詳くわしくないヴィクトリアでもわかることがある。

　一度投とう稿こうされた情報は消えない、消せない。どうにもならない世の流れである。

「さっき言った通り、完成度を高めるにはそれなりの設備と霊格ある高こう濃のう度どの血液が必要なので、質の方は格段に落ちるでしょうけど、これから出回る量の方は桁けた違ちがいです。もう独りで頑がん張ばってどうにかできるレベルではありませんよ」

　状じよう況きようを説明しながらもにやけ面づらを抑おさえられない燦。

　痛快だろう。薬物汚お染せん撲ぼく滅めつというヴィクトリアの目的は、この時点ですでに潰ついえたと言ってもいいのだから。

「無む駄だ働きご苦労様です、委員長さん」

　心から労ねぎらわれ、ついに苛立ちが臨界を突とつ破ぱするヴィクトリア。

「まだ……やりようはある」

　その身体から異形が溢あふれ出る。

　吸きゆう血けつ鬼きが誇ほこる特殊能力『使い魔ま』。

　一方的な契けい約やくで縛しばられ、術者の手足として使し役えきされる尖せん兵ぺい。吸血鬼の吸収力があれば、己が内へと取り込み、必要な時にだけ召しよう喚かんすることも可能。

　何を使役しているかでその者の力量を窺うかがえるが、真祖ともなれば破格も破格。

　黒妖犬ヘルハウンド、怪猫キヤスパリーグ、毒眼蛇バジリスク、夢馬ナイトメア、穢山羊バフオメツト、首デ無ユしラ騎ハ士ン、赤頭巾レツドキヤツプ、骸骨兵スパルトイ。

　空想に生息するべき異形が群れを成し、軍勢として犇ひしめく。

　これによる一いつ斉せい攻こう撃げきの征せい圧あつ力こそ、真祖の異名の一つ『孤高孤独の百鬼夜行ノーブル・ワイルドハント』の所以ゆえん。

　本来なら同規模の軍勢か、堅けん固ごな都市に対して用いるべき力だが、ヴィクトリアは今その矛ほこ先さきをただ一点に向けている。

「まず貴様を見せしめにし、クスリを複製した奴やつの幾いくらかも同じく吊つるし上げる。獣けもの共に食い散らされた同族の亡なき骸がらを見れば、沸わいた血の気も引くはずだ」

　この闇深い地下にて、その声は地獄の底から響いてくるかのようだった。

　だが、燦の笑えみは揺ゆらがない。嘲あざけりと哀あわれみの色が混じり出した吸血鬼のにやけ面は、ここ一番で嫌いやらしい。

「まったくわかっていませんね、現代の吸血鬼の馬ば鹿かさ加減を。彼ら彼女らは面おも白しろければ『何でもあり』です。見せしめなんてパフォーマンスを披ひ露ろうした日には、撮さつ影えいされて、動画サイトにアップされて、暇ひま潰つぶしの一つに組み込まれるのがオチですよ」

　世情に通じているのは間違いなく燦の方。

　それでも規則違い反はん者の意見に貸す耳など、ヴィクトリアは持ち合わせていなかった。

「たとえ逆効果だとしても、やるべきことはやらせてもらう」

　風紀を乱す者には相応の罰ばつ則そくを。

　ヴィクトリアは指先を真っ直ぐに突つきつける。

「征いけ！」

　命が下った途と端たん、異形の群れが我先にと燦へ殺さつ到とうする。

　その勢いは暴風、雪崩なだれ、波は濤とう、まさしく嵐の猟団ワイルドハントのごとく。

　解き放たれた『使い魔』の数は十や二十ではない。桁けたが違う。地下空間を埋うめ尽つくさんとする進撃の標的にされては、前後左右上下、どこにも逃にげ場を見出せない。

　さて、この場面は絶望的か？

　燦に限れば、答えは否いな。逃げ場がないのなら、迎むかえ撃うてばいいだけの話。

「ああもうっ、本当に物分かりが悪い。そもそも、この程度で私を始末しようだなんて、見み縊くびるのもいい加減にしてください」

　そう言って燦は高々と掲かかげた手の中に血を集め、『剣けん』を作り出す。

　そして振ふり下ろす。

　残像すら置き去りにする剣撃が、嵐の猟団ワイルドハントを切り伏ふせる。

　進撃の勢いを完全に止められた『使い魔』は力なく倒たおれると、最後の足あ搔がきも果たせないままやがて黒い靄もやとなって空気中に溶とけ、主だけを残して戦場から姿を消した。

　上から下へ。燦の取った行動そのものは、単純の一言。

　だが、振り下ろされた全長五メートルはあろう『剣』は、異常の極きわみ。

「何だ、それは……？」

　顔を引きつらせるヴィクトリアに、燦は得意満面で答える。

「誰が呼んだか『大厄剣ダインスレイブ』。流は行やりの『尖血リツパー』の応用技法テクニツクの一つです」

　ダインスレイブとは、とある神話に登場する魔ま剣けん。

　恥はずかしげもなくその名を拝借しているだけあって、禍まが々まがしさに関しては十二分に再現できている。

「『尖血リツパー』は『伝説の武器』をコンセプトに開発した特殊能力ですから、研とぎ澄すましていけば見た目が現実離ばなれするのは必然の結果です」

　全長は燦の身の丈たけの倍を優に超こえ、柄つかだけでも通常の刀剣を上回る。

　血液によって形成されるその刃やいばに目を凝こらせば、チェーンソーのように高速で流動しているのがわかる。

　剣身の所々には見開かれた眼球が埋め込まれており、常に獲え物ものを凝ぎよう視ししている。

「吸血鬼が血液を武器として用いるなんて、日本人が米を、フランス人がパンを振り回すようなものだ。滑こつ稽けいなだけなら大道芸として一いち抹まつの価値があるが、見る者に不快感を与あたえるその醜しゆう悪あくさは、とても正式な特殊能力と認められない」

　異形の大剣を睨にらむヴィクトリアの視線は、汚お物ぶつに向けるべきそれだった。

「期待を裏切らない潔けつ癖ぺきな反応リアクシヨンをありがとうございます。そうでなくてはここに招いた甲か斐いがありません」

　こうなると燦の術中だ。

　嫌けん悪お感かんを浮うき彫ぼりにしたところで、とどめの一手を打つ。

「ほいっと」

　大剣を水平にして腰こしを捻ひねり、その場でぐるりと一回転フルスイング。

　狙ねらいはヴィクトリアではなく、立ち並ぶフラスコ群。

　強化ガラスは紙細工のように切断され、中身が溢れ出す。

　すると、空気に触ふれた溶液は何らかの化学変化を起こして蒸発、赤い霧きりとなって周囲に立ち込めていく。

「さて、ここでもう一度確認しておきましょう。これは『ヴァンプアップ』の原材料です」

　燦の言葉の意味。

　冷静さを欠いたヴィクトリアがそれを理解するには、瞬しゆん時じにとはいかなかった。

『ヴァンプアップ』の原材料ということはつまり、これを吸い込めば、これを摂せつ取しゆすれば、新たな特殊能力が発現する。由ゆい緒しよ正ただしき吸血鬼の伝統を汚けがし、風紀を乱す特殊能力が。

　不覚につけ入り、血霧がにじり寄る。

「クソっ──！」

　嫌悪感に突き動かされるまま、ヴィクトリアは後方に飛び退のく。

　その先に待ち受けるは、前方にいたはずの燦。

　横よこ薙なぎの巨刃はヴィクトリアの動きを完かん璧ぺきに捉とらえ、鮮血を盛大に撒き散らす。




　　　[image: ばつまーく]




　それからの展開は一方的だった。

　刻一刻と領域を広げる霧を遮しや二に無む二に遠ざけるヴィクトリアだが、その行動経路は徹てつ頭とう徹てつ尾び誘ゆう導どうされたもの。

「面、胴どう、小手！」

　血霧による『霧ネ々ス巣ト』の中で、燦の攻こう撃げきは面白いように決まる。

　広大とはいえ地下。その気になればこの空間全域を赤色で染め上げるなどわけないが、そんなもったいない真ま似ねはしない。わざと空白地帯を作り、そこに呼び込むのだ。

　結界内に獲物を取り込む『霧ネ々ス巣ト』の基本からは外れた使用法だが、誇り高い真祖には絶大な効果を発揮している。

『ヴァンプアップ』を素材として生み出された霧。これを一呼吸でもしてしまえば、違反能力に溺おぼれた規則違反者の仲間入り。吸血鬼の模も範はんというヴィクトリアの立ち位置は無残にも失われる。

「あ、その辺は『時戻りの早鐘クロツクドロー』を製造していた区域エリアですね」

　わざわざそう教えてから、燦はヴィクトリアが回かい避ひしようとした先の霧を拡大させる。

　まるで聞き覚えのないふざけた特殊能力を告げられ、ヴィクトリアは怖おぞ気けすら覚える。急いで回避先を変へん更こうするべく視線を巡らせると、霧中にぱっくりと開いた一本道を発見する。あからさまな誘さそいだとわかっていても、ヴィクトリアが風紀委員長でいるためにここは馬鹿みたいに直進するしかない。

「ようこそ」

『空間転移テレポート』で先回りした燦が剣を振り下ろす。

「これが決まれば区切りの五十太た刀ち目ですね」

　異形の大剣は決して見かけ倒だおしではない。チェーンソーさながらに高速流動する刃の切れ味は、通常の『尖血リツパー』とは一線を画している。ヴィクトリアは一度防ぼう御ぎよを試みたが、あえなく破られ、脇わき腹ばらをごっそりと削けずられてしまった。ご丁てい寧ねいにこれもまた『流水』を再現しているので、傷は再生してくれない。

　しかし──来るとわかっているなら見切るまで。

　煌きらめく金眼が斬ざん線せんを読み、間かん一いつ髪ぱつで搔い潜くぐる。

　ただし、燦もまた有能な『眼』を持っている。

　振り下ろされた剣撃が空を切って床ゆか面めんに激げき突とつする寸前、巨刃がぐにゃりと曲がり、獲物に肉にく迫はくする。

「ぐっあ！」

　太ふと腿ももが深々と切り裂さかれた。脚あしの力が抜ぬけ、膝ひざが崩くずれるヴィクトリア。

　すかさず燦が蹴けりを放ち、血霧の中へぶち込もうとする。

「いい気になるなよっ……」

　ヴィクトリアは眼まな差ざしだけで『念動力』を発動。引き寄せた大型フラスコで燦を横よこ殴なぐりにし、逆に吹ふき飛ばしてやる。

「眷けん属ぞくの分際で主を足あし蹴げにしようとは何事だ！」

　そしてここぞとばかりに追い打ちを仕し掛かける。操あやつるのは、戦せん闘とうの余波で砕くだけてそこら中に散らばったガラス片。宙に浮かび上がった無数の刃は正確に照準を合わせ、不敬者を粗挽き肉ミンチにすべく渦うずを巻く。

「うわ、これはまた面めん倒どうな真似を……。私がもっとも得意とする武器術は杖じよう術じゆつで、剣けん術じゆつに関しては見習い修しゆう了りようレベルなんですよ」

　と言いつつも、燦の対応は落ち着いたものだった。

　闇やみ雲くもに振り回すのではなく、剣を真っ直ぐ掲げる。

　すると刀身に備わった眼球が一いつ斉せいに蠢うごめき、瞬間、刀身が一気に膨ぼう張ちよう。樹形図のような枝分かれを繰くり返し、趣おもむきは異なるが、こちらも細く鋭するどい無数の刃となる。燦はあくまで掲げているだけ。異形の刃はひとりでに宙を走り、全方位から襲しゆう来らいするガラス片を一つも漏もらさず撃げき墜ついした。

「ま、ざっとこんなもんです」

　一本の巨刃の形に戻した『大厄剣ダインスレイブ』を肩かたに担ぎ、燦はえへん、と胸を張る。変形機構と自動追つい尾びが同時かつ十全に機能したので、ご満まん悦えつなのだ。

　対して反撃の機会を打ち切られたヴィクトリアは、嫌悪感に満ちた眼光で『大厄剣ダインスレイブ』を睨み据すえていた。

「そんなにこれが気に入りませんか？　持ち主の意思を離はなれひとりでに動く武器なんてのは、古くから語り継つがれる『伝説』ですよ。そもそもフルンティングとか村むら正まさとかみたいに生き血を啜すする武器だって世界各地にたくさんあるじゃないですか。ああいうのを吸きゆう血けつ鬼きの一種だと捉えれば、『尖血リツパー』というこの特とく殊しゆ能力はそこまで間ま違ちがっていない。私はそう思うんですけど？」

　燦が柔やわらかな口調で言う。劣れつ等とう生を諭さとすカウンセラーのように。

「貴様の意見など聞いてない。吸血鬼の在り方を決めるのは私だ。真祖たる私だ。私が駄だ目めだと言ったら、問答無用で駄目なんだよ……！」

　否定の言葉にはしかし、まるで覇は気きがなかった。

『大厄剣ダインスレイブ』に弄もてあそばれたヴィクトリアはもはや息も絶え絶え。切り刻まれたその身体は薄うす皮かわ一枚でつながっている箇か所しよすらあり、軽く小こ突づいただけで崩れてしまいそうだ。

「畜ちく生しよう……」

　とにもかくにも最優先事じ項こうは血霧から、地下からの脱だつ出しゆつ。万ばん全ぜんの真祖であれば天てん井じようを割り岩がん盤ばんを砕き、どこからでも出入りしてやれるが、現状の消しよう耗もう具合では通常の経路を辿たどる他ない。つまり螺ら旋せん階段だ。

「おおっと、逃げるつもりですか？」

　唯ゆい一いつの出口に向いたヴィクトリアの視線に気付き、燦が切りかかってくる。

　まずこの猛もう攻こうを潜り抜けなくては話にならない。

　真祖の肉体すら切り飛ばす抜ばつ群ぐんの威い力りよく。

　振り抜き後にも自動で軌き道どう修正をする正確性。

　状じよう況きように合わせて形状を変える即そく応おう性。

　小細工は無意味。脱出するにしても正面から相対しなければ、いずれ食われる。

「押し通る！」

　ヴィクトリアの背中に六枚の巨きよ大だいな翼つばさが生える。

　剣撃は、吸血鬼の身体の最硬部位──牙きばで迎むかえ撃うつ。

　ヴィクトリアは大口を開き、翼を広げる。刃を受け止めると同時に羽ばたき、周囲の霧を払はらう。そしてそのまま螺旋階段まで一気に飛ひ翔しようする。警けい戒かいすべきは『空間転移テレポート』だが、点から点への移動なら直線的な加速で引き千切ってやる。

　そして──

　状況は一瞬で決まった。

「な、え……？」

　言葉にならない驚おどろきがヴィクトリアの口から漏れ出た。

「真の奥の手とは相手がもっとも嫌いやがるタイミングで解禁するものですよ」

　燦の手に握にぎられた『大厄剣ダインスレイブ』は柄つかのみ。ヴィクトリアの牙に捕とらえられるはずだった刃は、巨きよ翼よくの生えたその背中に食い込んでいた。

「……テレ、ポート……？」

　絞しぼり出すようにヴィクトリアが呟つぶやいた次の瞬間には、空っぽの柄の中に刃が戻っていた。

「特殊能力をただ乱発するだけなんて芸がありません。組み合わせて、練り合わせて、融とけ合わせて、さらに新たな用よう途とを見み出いだしてこそ、皆みなの憧あこがれる吸血鬼ですよ」

　刃やいばは六枚翼を切り裂くに留とどまらず、心臓にまで達していた。

　完全な虚きよを衝ついた完璧な不意打ち。

　正面から脱出しようとした矢先、あまりにも鮮あざやかな皮肉だった。

　ただし、真祖の往おう生じよう際ぎわの悪さときたら天下無む双そう。

「死ぃ、ねぇ──！」

　絶ぜつ叫きよう、吐と血けつ、跳ちよう躍やく。

　轟ごう音おん。

『怪かい力りき』と『念動力』の全力併へい用よう。撃ち下ろされた拳こぶしは地中貫通爆弾バンカーバスターさながら大穴を穿うがち、大量の瓦が礫れきを巻き上げ、衝しよう撃げき波はが空間という空間を蹂じゆう躙りんする。

「ぐぅ、は、おぇ……」

　圧巻の大だい破は壊かいは『霧ネ々ス巣ト』を一いつ掃そうした。

　だが悲しいかな、所しよ詮せんは火事場の馬ば鹿か力ぢから。ついに力を使い果たし、ヴィクトリアは両りよう膝ひざを屈くつする。

　そしてその首筋には、ぴたりと真っ赤な刃が添そえられていた。

「いよいよ焼きが回りましたね。『怪力』と『念動力』の全力併用は発動前後の溜ためと反動が大きすぎて、援えん護ごのない単独戦闘では日の目を見ることのない死にスキル。消耗を重ねて身動きすらできなくなった雑ざ魚こに止とどめを刺さす時くらいしか見せ所がないはずなのに、よくもまあ、この危機的局面で使いましたね」

　燦はまったくの無傷。大破壊をやり過ごし、易々とヴィクトリアの背後を取ると、その首筋に血刃を添える。

「さて、ここから逆転する手はまだ残っていますか？」

「は、はは、詐さ欺ぎ師し特有の狡ずるい手口には、昔からウンザリさせられてばかりだな。こんなふざけた、吸血鬼に相応ふさわしくない特殊能力で私を出し抜くとは……」

　屈くつ辱じよくに震ふるえるヴィクトリアは、それを誤ご魔ま化かすためか無意識に笑ってしまう。

　その様子は燦にとって愉ゆ快かいでもあり不愉快でもあった。ここまで圧あつ倒とうしてやっても、真祖はまだ燦を認めようとしない。

「あのですね、貴方は似え非せだ悪質だと罵ののしりますけど、この『尖血リツパー』は特殊能力としてすでに広く認知されています。私たちにとって血は単なる食料でも体液でもなく、魂たましいそのもの。これを形にし思うままに振ふるってみたいという願望は、吸血鬼ならば誰だれでも一度は思い描えがくものです」

　生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握った燦は、勝利宣言のついでに言い聞かせる。

「まあそれと、『これだけ魔力の詰つまった物質を利用しないなんて馬鹿らしい』って即そく物ぶつ的な考えもありますけど……とにかく、吸血鬼にとって『血液の武器化』は夢。これを叶かなえるために、吸血鬼という吸血鬼がそれこそ血の滲にじむような努力を積み重ね、最近になってようやく完成したんです」

　きっと彼女もまたその努力の一部なのだろう。

　言葉は真に迫せまり、真祖の心を揺ゆさぶる。

「その他の特殊能力だって長年の研究と錬れん磨まによる創そう意い工く夫ふうの賜たま物ものです。これを否定するということは、未いまだ広がりの余地のある吸血鬼の未来を閉ざすということですよ」

　まさしく急所を突つく指し摘てきだった。

　吸血鬼の未来。

　瞬しゆん時じに言い返すことができず、ヴィクトリアは奥歯を嚙かみ締しめる。

　その反応がまた燦を不愉快にさせる。

「沈ちん黙もくとは……がっかりです」

　目線を首筋に固定し、剣を振りかぶる。

　これには黙だまっているわけにはいかない。

「首を刎はねられようと、私は終わらない……」

　負け犬の遠とお吠ぼえにしては、強きよう烈れつな意志に満ちていた。

「卑いやしい詐欺師の家系から救い上げ、栄えある吸血鬼に転生させてやった恩も忘れた重大なる規則違い反はん者には、死よりも消しよう滅めつよりもさらに惨むごく恐おそろしい罰ばつ則そくを与あたえてやる。これは絶対だ。風紀を正すための決定事項だ」

　この期ごに及およんでもヴィクトリアは『風紀』と口にする。

　それこそ吸血鬼の未来のため。

　しかし風紀委員長の気持ちなどお構いなしに、その身を殺意が襲おそう。
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「え？」

　ヴィクトリアの口からまたしても驚きよう愕がくが漏れ出た。

　不思議なことに激痛を覚える。つまり即そく死しではない。

　恐る恐る目線を下に。

　首を自由に動かせる時点で、燦の剣撃が失敗したとわかった。

　きっと彼女もまた不測の事態に驚き、寸前で手を止めたのだろう。

　無理もない。突とつ然ぜんの第三者がヴィクトリアの胸に風穴を開けたのだから。

「誰だ？」

　ヴィクトリアは胸から視線を上げ、見つける。

　唯一の出口であり入口である螺旋階段。そこから下りてきた人ひと影かげは、硝しよう煙えんを吐はく銃じゆう口こうを真まっ直すぐヴィクトリアに向けていた。

「伊吹、貴様、何をしてい」

　取り合わず、狙ねらい過あやまたず、伊吹は引き金を引く。

　ダンダンダンダンダンダンダンダン！

　死に体の心臓に合計九発もの粒りゆう銀ぎん炸さく裂れつ弾だんを撃ち込まれては、さしもの真祖とてひとたまりもなかった。

「る──」
















　みっともなく両目を剝むいたまま、ヴィクトリアは意識を失う。

「ここまでやってもまだ灰にもならないんだから、本当に恐ろしいよね」

　伊吹は倒たおれ伏ふした上司のもとまで歩み寄ると、その後ろにいる燦に気安く声をかける。

「どうも。僕の名前は新しん宮ぐう伊吹。『風紀委員会』でこのヴィクトリアの世話係なんかをしています」

　燦は眼鏡の奥で双そう眸ぼうを細め、闖ちん入にゆう者を観察する。滝たきのように汗あせを流し疲ひ労ろうはしているようだが、目立った外傷は見受けられない。

「貴方は、ヴィクトリアと私を一いつ騎き討うちさせるために、講堂に残ったはずですよね。ここに来たっていうことは、私がけしかけた生徒たちを全員始末したんですか？」

「まさか。あの数を僕一人で捌さばけるわけないよ。校外に待機してた仲間とすぐに連れん絡らくを取って、ひとまず講堂を封ふう鎖さしたんだ」

　仲間というのは同どう僚りようの猟血官ハンター。血戦局とて真祖を完全に信しん頼らいしているわけではない。不測の事態に備え、後ご詰づめの部隊を学校周辺に待機させていたのだ。

「どんなに凶きよう悪あくだろうと僕ら血戦局は一いつ般ぱん人に手を出せないから、苦労したよ。助っ人として警視庁にも連絡しておいたから、もうすぐ学校全体が封鎖されるだろうね」

「ふうん」

　伊吹の言葉を、燦はどうでもいいこととして聞き流した。

　化学実験室を復旧不能なまで破壊された蘭珠高校に利用価値はもうない。損害規模は予想していたので、三日前にはもう引き払う準備を済ませてある。

「……それで、これはどういうつもりですか？」

　燦は眼下に横たわる風紀委員長を靴くつの爪つま先さきで小突いて尋たずねる。

　まずはそれだ。決着寸前での横よこ槍やり。返答次第ではその首をすぐに刎ね飛ばす。

「言われた通り助けたのさ。部下として見過ごせない場面だったし」

　自ら心臓を潰つぶしておきながら、伊吹は抜ぬけ抜けと言ってのける。

　だが確かに、虫の息とはいえヴィクトリアはまだしぶとく命脈を保っている。がら空きの素首が足元に転がっているにもかかわらず、燦が刃を振り下ろす気配はない。

「うん。やっぱり手は出さないよね。こんなぐだぐだな結末は望んでないよね」

　知った風な口を利く伊吹。

　剣を握る手に力が込められる。いつの間にか殺意の対象をすり替かえられていることに、燦はまだ気付かない。

「〝ヴィクトリア・リードを超こえろ〟」

　伊吹は特とく殊しゆ薬物のキャッチコピーを口にしてから、言葉を続ける。

「君の言動の端はし々ばしには、真祖へのコンプレックスが透すけて見える。眷けん属ぞくによる主プ殺ラしンは吸きゆう血けつ鬼きの常だけど、あそこまで熱ねつ烈れつなアプローチはただ事じゃない」

　眷属がその主を裏切り独立するという事例はままある。

　主従のくびきこそ、吸血鬼にとってもっとも明確な限界点。現状を廃はいし、さらなる高みを目指すのなら、絶対に避さけては通れない。故ゆえに主殺しとは、寝ね込こみを襲うなり専門の始末屋を雇やとうなり、基本的には形なり振ふり構かまわず実行されるべき所業なのだ。

　だが、燦の場合は違ちがう。手段に、過程にこだわっている。

　どうやら彼女は、ヴィクトリアに対し並々ならぬ感情を抱いだいている。伊吹はそれを初見で看破していたので、真祖の眷属のツボを押さえることができる。

「最初から最後まで、一から十まで、零ぜろから百まで自分の手で遂すい行こうしないと、君の主殺しは失敗なんだろ？」

「そこまで気付いてるのに最後の最後で横槍を入れるなんて、人間の癖くせに大した度胸をしてますね」

　またしても知った風な口を利きく伊吹に、燦は乾かわいた笑えみを見せる。

「まあ、この真祖は崖がけっぷちの血戦局がせっかく手に入れた巨きよ大だい戦力ですものね。何があっても手放したくはないでしょうよ」

　いつでも殺せるという余よ裕ゆうからか、伊吹の行動に嘲ちよう笑しようめいた理解を示す燦。

　だが、ここで思わぬ返答をもらう。

「いやいや、吸血鬼同士の闘とう争そう、大いに結構。情なさけ容よう赦しやない血で血を洗う殺し合いなんて、もう胸が躍おどって堪たまんないよ」

　特務機関の一員とは思えない私情たっぷりの発言に、燦は耳を疑った。

「貴方あなたは、血戦局の猟血官ハンターなんですよね……？」

「それはそうだけど、僕は猟血官ハンターである前に、吸血鬼のファンなんだよね」

「ファ……ファン……？」

「うん。ただただ、吸血鬼が好きなんだ。で、そんなファンの観点からものを言わせてもらうなら──佐伯燦、君のやり方はつまらない、くだらない、面おも白しろ味みがない」

　知った風を通り越こし、勝手な感想を放言する伊吹。

　その首筋にすかさず刃やいばが添そえられる。

　後は手首を軽く捻ひねるだけで終わりだが、伊吹はあくまで好き勝手に言う。

「吸血鬼はもう日ひ陰かげ者ものじゃないんだからさ、こんな狭っ苦しい地下で決着をつけようだなんて、時じ代だい遅おくれで格好悪いよ」

　蘭珠高校アジトに誘さそい、化学実験室アトリエに招き、血ち霧ぎりで囲む。

　見事に嵌はまった燦の策を、伊吹は全否定する。

　ただし、燦の目的そのものは否定しない。むしろ肯こう定ていする。

「旧時代の遺物そのものみたいなヴィクトリアへのコンプレックスを解消したいんだったら、大勢の前で言い訳できないくらい叩たたきのめして、世間に新たな吸血鬼の在り方を見せつけてやらないと」

「…………」

　頸けい動どう脈みやくに狙いを定めながら、燦は困こん惑わくしていた。

　吸血鬼による場外乱らん闘とうを推すい奨しようするなんて、猟血官ハンターの風上にも置けない。

　まず信用はできないが──まるで物もの怖おじせず己おのれの吸血鬼観を語るこの少年に、燦は少なからず興味を抱いてしまった。

　そしてそうなると、こっちのものだった。

「君を見てると、なるほど、ヴィクトリアの眷属だなって血筋を感じるよ。どちらも吸血鬼って存在に狂きよう的てきに執しゆう着ちやくしてる。表現方法のベクトルが嚙み合わないからこうして対立してるわけだけど……本質的な部分は同じだ」

　畳たたみかけるように伊吹が言葉を並べると、燦も鋭するどい声こわ色いろで返す。

「同族嫌けん悪おとでも言いたいわけですか？」

「こんな陰いん気きな場所を用意するくらいだから、否定はできないんじゃない？」

「私が無意識にヴィクトリアの後を追っていると？」

「現にそういうキャッチコピーを打ち立ててるわけだし」

　吸血鬼のコンプレックスは人間などよりも余程根が深い。一度意識してしまえば容易には妥だ協きようできない。上手く刺し激げきしてやれば、その心理をある程度は誘ゆう導どうできる。

「真祖と決別したいなら、とことん真逆の道を行かないと」

　そして伊吹は交こう渉しようとも言えぬ交渉をやり遂とげる。

「そんなわけで、どうだろう、ここは一いつ旦たん仕切り直しにしない？　どうせあと五分もしない内にここには猟血官ハンターと警察官の混成部隊が雪な崩だれ込こんで来て、戦せん闘とうどころじゃなくなるだろうし」

　こちらの機き嫌げんを窺うかがうようでいて、有無を言わさぬ迫はく力りよくがあった。

　気け圧おされる燦ではないが、首筋に添えた刃をおもむろに下げた。

「新宮伊吹。貴方は私が会った中でもトップクラスに図太い人間です」

　伊吹のような吸血鬼偏へん愛あい者は、当の吸血鬼の間でも好き嫌きらいがはっきり分かれるが、幸いにも燦の赤眼には好意的に映ってくれたようだ。

「いいでしょう。その口車に乗ってあげます。私だって妙みようなしこりは残したくありませんし」

　燦は仕切り直しに応じる。

　とはいえ、本命の策がここまで上う手まく嵌まっておきながらあっさりと次に乗り換かえるというのは、さすがに惜おしい。

「ただし、条件が二つあります」

　だから燦は、刃の代わりに人差し指と中指を突つきつける。

「まず一つ。戦闘は今日中に再開すること。ここまで傷を負わせたのは間違いなく私の手て柄がらです。途と中ちゆう経過に応じたアドバンテージはあって然しかるべきでしょう」

「わかった」

「日付を跨またいだら、その瞬しゆん間かんに契けい約やく不ふ履り行こうと見なし、私自ら血戦局の本部に襲しゆう撃げきを仕し掛かけさせてもらいますけど……」

「了りよう解かい」

　即そく答とう。伊吹の頭の中はもう吸血鬼一色。極ごく上じようの対戦を最高の形で実現させるためなら、どんな悪条件だろうと飲む。所属組織がどれだけ不利益を被こうむろうと知ったことではない。

「二つ目は？」

「もう一つの方はですね、今この場でちょっとお手伝いをしてもらいます」

　そう言って燦は視線を落とす。

　ヴィクトリア・リード。

　二人の間に横たわる亡なき骸がら一歩手前を見ながら、燦は携けい帯たい端たん末まつを取り出す。

「これだけ弱ってて、吸血鬼としての格が暴落してる今なら……うん、映ってる」

　起動したのはカメラアプリ。

　吸血鬼は鏡の類に映らず、ひいては映像機器にも記録を残せない。真祖ならこういった伝統的体質を抜かりなく保有している。

　しかし、全身を切り刻まれ、銀の銃じゆう弾だんをしこたま撃うち込まれた瀕ひん死しのヴィクトリアは、今やそこらの人間も同然。高機能最新式レンズから逃のがれる術すべはない。

「じゃあ、ヴィクトリアを起こして、こちらに向けてください」

　伊吹は言われるがままヴィクトリアを抱かかえ上げ、目を剝むいたまま失神する美び貌ぼうを無理矢理持ち上げる。

　カシャ。

　シャッター音が鳴ると、燦は真しん剣けんな面おも持もちで液えき晶しよう画面を見み詰つめる。

「……いまいち。もう一枚」

　カシャ。

　今度はお気に召めしたようで、にやつきながら画像を保存する。

「では、約束はちゃんと守ってくださいね。破ったら……酷ひどいですよ」

　そう言い残してこの場を後にしようとする燦。

　しかしふと立ち止まり──

「ねえ、貴方はどうしてそんなに吸血鬼が好きなんですか？」

　向き直った伊吹に尋ねる。

　奇くしくも、いつかヴィクトリアが投げかけた質問と似ていた。

　吸血鬼としてこの少年が抱く熱情には、やはり無視できないものがあるのだろう。

「それはもう、楽しいからだよ」

　伊吹はまた断言する。

「君らは、あらゆる意味で滅め茶ちや苦く茶ちやだ。人の憧あこがれという憧れをやりたい放題に詰つめ込んだ、出来の悪い奇き跡せきみたいな存在。そんな君らと接していると、過去のトラウマだとか、惨みじめな境きよう遇ぐうだとか、ままならない異物感だとか、そういうつまらない面めん倒どう事ごとの全てがどうでもよくなるくらいに、楽しいんだよ」

　最後の一言を発した声色には、吸血鬼でさえ怖おぞ気けが走る響ひびきがあった。

　それはきっと核かく心しんを突いてしまっていたから。まさしくそれこそが吸血鬼なのだろう。

「そんなわけなので、さらなる活かつ躍やくを期待してるよ」

「この私にまだ『これ以上』を望みますか。貴方の方が私よりも余よっ程ぽど強ごう欲よくなんじゃないですか？」

　晴れやかに言う伊吹に、燦はすっかり呆あきれる。

　しかし少女の顔にはどこか嬉うれしそうな微笑ほほえみもあった。

「ま、ご期待に沿えるように頑がん張ばりますよ」

　次の瞬間には、燦の姿は跡あと形かたもなく消えていた。

　いくらか揺ゆさぶられた様子はあったが、あくまで次の戦いに意識が向いているからこそ、いやにあっさりと撤てつ退たいするのだ。

「あれは手て強ごわいぞ」

　やがて猟血官ハンターと警察官の混成部隊が階段を下りてくる中、伊吹はそれこそ楽しそうに話しかける。

「さてヴィクトリア、君はどうするのかな？」

　返事はない。吸血鬼が目覚めるには、やはりまだ日が高いようだ。










　第五章　違い反はん能力




　人間にとって吸きゆう血けつ鬼きとは、恐きよう怖ふと憧どう憬けいの象しよう徴ちようである。

　ここ最近では恐怖の要素が大分薄うすれているようだが、吸血鬼がやるべきことは昔も今も変わらない。

　それは超ちよう常じようの行使。

　簡単に言ってしまえば「普ふ通つうじゃないことをする」だ。

　霧になり、蝙こう蝠もりになり、千里を駆かけ、大地を砕くだき、人の生き血を啜すする。

　現実離ばなれした言動で大おお仰ぎように振ふる舞まい、退たい屈くつな日常を消し飛ばす。

　人々は自らの理解を超こえた光景を常に待望しているのだ。

　しかしそれ故ゆえに、まかり間ま違ちがっても常識的な姿を見せてはいけない。

　命を散らすその瞬間であっても、何か「普通じゃないこと」をして欲ほしい。

　むしろ進しん退たい窮きわまる切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようでこそ、吸血鬼としての真価が問われる。そこでただの人間のように狼狽うろたえる吸血鬼に存在価値はない。吸血鬼全体の品位を下げないためにも、ひいては風紀を守るためにも、速すみやかに処分するべきだ。

　吸血鬼とは人間の憧れ。

　情けない姿を見せてくれるな。

　格好いいところを見せてくれ。




　　　[image: ばつまーく]




「うぐっ」

　壁かべに背を叩きつけられる伊い吹ぶき。

　叩たたきつけたのはヴィクトリア。

　意識不明から目覚めた彼女は伊吹の顔を認にん識しきするや、学生服の襟えりを乱暴に摑つかみ上げた。押しやった先に窓があったらそのまま突き落としていただろう。

「伊吹……貴様よくも……！」

　睨にらみ据すえる双そう眸ぼうは怒いかりに震ふるえている。

　正当な感情だ。

　伊吹は部下の身でありながら上司に引き金を引いた。それも九発も。到とう底てい許される所業ではない。

「あの局面で攻こう撃げき対象を間違えるなど第一級の失態だぞ！　首を括くくろうと腹を裂さこうとまだ足りない。どう責任を取るつもりだ！」

　あるいはこのまま絞しめ落としてやろうかと摑んだ襟をさらに握にぎり締しめるが、気の抜ぬけた声に宥なだめられる。

「まあまあ、落ち着いて」

　ヴィクトリアの怒りの程を理解しているのかいないのか、伊吹は馴なれ馴れしくその肩かたに手を置く。

「少し乱暴だったのは認めるし謝罪もする。けど、あの状況でヴィクトリアを助けるにはああするしか他に方法がなかったんだよ」

　そう言われてヴィクトリアは思い出す。

　全身を切り刻まれ、死力も尽つき果はて、膝ひざを屈くつした。

　認めたくはないが、あの状況を独力で覆くつがえす方法はなかった。まんまと策略に嵌はまり、無防備に首を差し出す醜しゆう態たいまで晒さらしてしまった。

　それなのに、ヴィクトリアはこうして生きている。

　完全な虚きよを衝ついた銃弾が振り抜かれた刃やいばを止めたのだ。どういう取引があったかは知らないが、ヴィクトリアの身み柄がらは敵の手の内から離はなれている。

「あんなバケモノから獲え物ものを奪うばおうっていうんだ。こっちだってそれなりに必死だったってことは理解して欲しい」

　ヴィクトリアすら手玉に取った燦さんに人間一人が挑いどんでも勝ち目はない。あの状況では保身こそ最善の一手。両者共に命がある現実を考こう慮りよすれば、伊吹の働きはほぼ満点に近い。風紀委員長への不敬を一ひと先まず置いておけるだけの大だい殊しゆ勲くんだ。

「ちっ……」

　ヴィクトリアは肩に置かれた伊吹の手を払はらい、自らもまた伊吹の襟から手を放す。

　何となくばつが悪くなって顔を逸そらすと、絵画、甲かつ冑ちゆう、シャンデリアなど絢けん爛らん豪ごう華かなインテリアが目に入る。

「ここは……『風紀委員会』の執しつ務む室か」

「ヴィクトリアってば目も当てられないくらいズタボロだったからさ。普通の病院じゃあ吸血鬼なんて受け入れてくれないし、休ませるにはやっぱりあそこがいいかなって」

　伊吹が指差したのは、棺ひつぎ。

　死と復活の象徴にして、最終的に還かえるべき拠より所。

　傷を癒いやすのにこれ以上に相応ふさわしい場所はない。伊吹が満まん身しん創そう痍いのヴィクトリアを棺の中に寝ねかせると『不死身』が発動し、肉体の修復が始まった。半日以上の時間はかかったが、こうして目覚めることもできた。

「貴様という奴やつは……」

　一々的確な判断に、ヴィクトリアの中で伊吹に対する怒りが急速に萎しぼんでいく。

「仕方ない。その働きを称たたえ、罰ばつ則そくは反省文一万字で勘かん弁べんしてやる」

「うええ!?　そこは免めん除じよにするとこでしょ」

「この世にプラスマイナスゼロなんてものはない。行動に応じた報むくいは必ず支し払はらってもらう。必ずな」

　言いながら、ヴィクトリアはすぐ不ふ機き嫌げんになる。

　また新たな怒りが湧わき上がってきたのだ。しかも今度の熱量は桁けた違ちがい。

「燦め……」

　誇ほこり高き真祖に醜態を演じさせた眷けん属ぞくの姿は、思い出すだけでも憎にくらしい。

　金色の髪かみに純白の制服、赤い刃に赤い霧きり。

　もはや燦の何もかもが気に入らない。

　ここに至って眷属への情は完全に消え失うせた。風紀の完全崩ほう壊かいに直結しかねない情報を拡散させたあの吸血鬼を、滅ほろぼすべき害敵として認定する。

「絶対にただでは済まさない。私が受けた痛みの万倍を億倍を、肉体にも精神にも刻みつけてやる。そうだ、まずは血液を全て抜き取って、それを奴自身に飲ませることで吸血鬼としての尊厳を踏ふみにじってやろう」

　口元を酷こく薄はくに歪ゆがめたまま、ヴィクトリアは執務室を後にしようとする。私情が幾いく分ぶんか先走っているものの、風紀を正すために委員長は行動を起こす。

「どこに行くつもり？」

　伊吹が呼び止めると、ヴィクトリアは傲ごう然ぜんと言い切る。

「燦の所に決まっているだろ」

「あれだけ圧あつ倒とうされたのに、まだやる気なんだ」

　伊吹の声色にはあからさまに嘲あざけりが混じっていた。

　──やるだけ無む駄だ。

　言外にそう告げられ、ヴィクトリアは額に青筋を立てる。

「伊吹、貴様は私の力を信じていないのか？」

「意気込みは買うけど、いくら何でも考えが足りなすぎるよ」

　伊吹は臆おく面めんもなく言ってのける。鬼おにの形相で凄すごまれても、実のところまったく恐怖を感じない。

「せっかく拾った命を毒どく沼ぬまに捨てるようなものだよ」

「戯ざれ言ごとを……っ！」

　せっかくの忠告を挑ちよう発はつと受け取り、再びヴィクトリアの手が伊吹に伸のびる。

　だが、襟を取られたのはヴィクトリアの方だった。

　伊吹は突つき出された腕うでを右手で払うと、左手で襟を摑み、真祖の身体を床ゆかに叩きつける。

「ほら、人間なんかにこんな簡単に押し倒たおされる」

　伊吹が当たり前のように見下してくる。

　完治しているのは見てくれだけ。『大厄剣ダインスレイブ』によって刻まれた傷は深く、ヴィクトリアは未いまだに多大なダメージを引きずっている。叩きつけられた衝しよう撃げきで痛みがぶり返し、怒りの表情は苦く悶もんに塗ぬり潰つぶされる。

「……血を、流しすぎて足りないからだ。補ほ充じゆうすれば、普通に戦える」

「うん。足りないって点には激しく同意するよ。何しろヴィクトリアってば、委員会活動とアニメ鑑かん賞しようにかまけて、百年ぶりに復活した癖くせに吸血によるエネルギー補給をまったく怠おこたってるんだからね」

　今やか弱い少女の身体を組み伏ふせたまま伊吹は言う。

　ヴィクトリア・リードが現代社会に解き放たれてからの二週間。

『風紀委員会』の活動をしている間には、ヴィクトリアの吸血行こう為いは確認されていない。伊吹が学校にいる昼間は執務室にずっと籠こもったままで『狩かり』には出ておらず、また血けつ戦せん局きよくから提供される輸血パックにも口をつけていないとの報告もある。

　つまり──封ふう印いん前の吸血が最後。言うまでもなく、吸血鬼の力の源は血液である。さすがの真祖も百年も補給を断たっていては弱体化を免まぬかれないが、それでもヴィクトリアには絶大なる自信があった。雑ざ魚こ程度ならば問題になっていなかったし、今回の決戦に関しては余よ裕ゆうを見せるためにむしろ自ら断っていた節すらある。

「相手があの『万能屋マルチハンド』である以上、そんな枯こ渇かつ状態で戦せん闘とうに臨のぞむなんて舐なめすぎだったね。彼女は単なるヴィクトリアの眷属じゃなくて、今や『強欲派アヴアライス』を代表する大吸血鬼。真祖ならゴリ押しで討うち取れるかと思って一いつ騎き討うちに送り出したけど、今となってはあの時の自分の判断が恥はずかしいよ」

「あんな奴との戦いに備えをするなど、それ自体が恥はじだ……」

「その結果がこの散々な有様なわけだけど」

「ぐっ……」

　ある意味では必然なのかもしれない。余人の想像を凌りよう駕がする燦の能力に、執しゆう念ねんという名の策が加われば、過信に満ちた真祖をねじ伏せるなどもはや容易たやすい。

「新式の特とく殊しゆ能力を操あやつる最さい先せん端たんの吸血鬼が、ヴィクトリアの性格を知り尽くしてもいるんだ。単純な実力差っていうよりも、絶望的に相あい性しようが悪い。一度戦って能力の程を分ぶん析せきされてるから、二戦目からは勝率がさらに下がるだろうね。というか、勝ち目なんてもうほぼゼロに近いんじゃないかな」

　紛まぎれもない現実を突きつけられ、ヴィクトリアは唇くちびるを嚙かむ。

　わかっている。わかってはいるが、ここで退いたら二度と風紀を語れなくなる。薬物汚お染せんの元げん凶きように屈した風紀委員長など、塵じん芥かいよりも存在価値がない。

「……っ」

　悔くやしくて言葉が出ない。

　その様子をどこか愉ゆ快かいそうに眺ながめながら、伊吹がさらに追い詰つめる。

「しかも、燦は徹てつ底てい的だ。外そと堀ぼりを埋うめて、ヴィクトリアに不利な舞ぶ台たいをすでに整えてるよ」

　そう言って伊吹はヴィクトリアを抱だき起こす。

　そしてそのまま窓の方へと連れて行き、真夜中の秋あき葉は原ばらを披ひ露ろうする。

「死に体でも、吸きゆう血けつ鬼きの視力なら見えるでしょ」

　舞台とはよく言ったもの。

　地上の異様さは、高層ビルの最上階にも充分に伝わってくる。
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　＃捜索願　この真祖を捜してください。有力な情報の提供者には、私が所有するヴァンプアップの在庫を全て差し上げます。ちなみに今日中にお願いします。




　そんな文章と共にヴィクトリアの間ま抜ぬけ面づらの画像がネットに投とう稿こうされた。

　あの『ヴァンプアップ』の製造法を公開したアカウントからの依い頼らいだったので、その影えい響きよう力は絶大。

　報ほう酬しゆうが欲ほしくて仕方がない吸血鬼たちは馬ば鹿かみたいな情報収集能力を発揮し、真祖が最後に目もく撃げきされたのは秋葉原だと特定した。

【捜索願】が出されたのは午前中。正午を過ぎた辺りから、『日光』に耐たい性せいを持つ吸血鬼の姿が秋葉原の街にぽつぽつと見られるようになった。日が沈しずみ切った十九時以降にはさらに続々と押し寄せ、そして二十三時現在には、まるでハロウィンか何かのような群衆が出来上がっている。

　だが、統制など望むべくもない。

　これだけの吸血鬼が集まれば、本来の目的を忘れた諍いさかいが当然のように起こる。そしてそうなると単なる喧けん嘩か好きも引き寄せられ、ますます騒さわぎに拍はく車しやがかかる。

　殴なぐり合いだけならまだしも、時に爆ばく発はつが、時に竜たつ巻まきが生じる。

　吸血都市の揶や揄ゆに相応しい乱れの中に、風紀など無む縁えんだった。
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「さすがは伝説の詐さ欺ぎ師し。周囲を巻き込むことに関しては天才的だね」

　ＳＮＳで地上の馬ば鹿か騒さわぎの情報を仕入れながら伊吹は、一連の事件の首しゆ謀ぼう者しや、佐さ伯えき燦に思いを馳はせる。

　彼女を煽あおったのは他ならぬ自分だが、ここまで大事にするとは予想外だ。

　人間の想像など軽々と飛び越こえる。これだから吸血鬼は堪たまらない。

「あれだけの衆目ギヤラリーの前で戦って負けたら、もう言い訳なんてできない。無様な敗北者として歴史に名を刻まれて、死後も永遠に馬鹿にされ続けるんだ」

　伊吹が楽しそうに危機を語る。歴史・永遠と大げさな言葉を使い、ヴィクトリアのプライドを脅おびやかす。

「じゃあ何だ、尻尾しつぽを巻いて逃にげろと言うのか？」

　窓の外を見て立ち尽つくしていたヴィクトリアが凄すさまじい剣けん幕まくで伊吹に向き直る。

「ありえない。私が私であるために、燦とは何が何でも再び相まみえなくてはならない」

「再戦に乗り気なのは結構なことだよ。おめおめと逃げられたんじゃあ、責任問題で僕の首とか血戦局の信しん頼らいとかが一気に消し飛ぶことになるからね」

　伊吹はそう言いつつも、

「でも玉ぎよく砕さい覚かく悟ごの特とつ攻こうは無理がある。そんな時代錯さく誤ごのつまらない結末のために、僕はわざわざ間に割って入ったわけじゃない」

　毅き然ぜんと断じた。

　別段ヴィクトリアの身を案じているわけではない。

　その証しよう拠こに、取り出した銃じゆうを真っ直ぐに突きつけてくる。

「無理矢理にでも行くって言うなら、今ここで手足の一本二本でも削けずってさらに惨みじめな結末にしてやるけど……どうかな？」

　照準には一いつ切さいのブレがない。標的の次の言動によっては、迷いなく引き金を引くだろう。

　まだまだ短い付き合いだが、ヴィクトリアは知っている。

「まったく、貴様は貴様で強ごう情じような奴やつだな……」

　切せつ迫ぱくした空気が解ける。

　決して脅おどしに屈くつしたわけではない。人の振ふり見て我が振り直せ、という言葉がある。自らに比する熱量に当てられ、ヴィクトリアは幾分か冷静さを取り戻もどした。

「ああ、認めよう。無策で突っ込こんでも骸むくろを晒さらすだけだ」

　盛大に舌打ちをしながらも、確かにそう言った。

　敗北は受け入れた。

　だが何も諦あきらめたわけではない。

　受け入れたからこそ対たい抗こう心も敵てき愾がい心しんも内から身を焦こがすほどに燃え上がり、状じよう況きようはさらに苛か烈れつな方向に流れていく。

「……………………」

　状況の打開を求めてヴィクトリアは長考に入る。

　敗北も逃とう走そうも拒きよ絶ぜつする。

　燦に屈した汚お点てんを雪すすぐまで、自分に委員会活動を行う資格はない。

　何としてでも勝利を。

　それも地下での醜しゆう態たいが霞かすむほどの圧あつ倒とう的な結末を。

　しかし能力も血も足りない。

　一分が経たち、十分が経ち、思考が巡めぐり巡る。

「燦との取引で今日中に戦いを再開する予定になってるから、できるだけ早めに方針を決めてくれると助かるんだけど」

「散々駄だ目め出だしをしておきながら、それはないだろ」

　時計を確かく認にんしながら急せかしてくる世話係を強く睨にらみつけるヴィクトリアだが、貴重な体力を無駄にしてはならないので、ここは言葉だけで受け流す。

　そうして逸そらした視線がふと窓の外に向く。

　真祖わたしを追い詰めるべく集められた吸血鬼の群れ。

　あれもまた、ヴィクトリアにはない『力』の一いつ端たんなのだろう。

　目的を果たすためなら何であろうと利用するその姿勢は『強欲派アヴアライス』と呼ぶに相応ふさわしい。羨うらやましいとは微み塵じんも思わないが、参考にはなる。まさしくその姿勢にこそヴィクトリアは敗れたのだ。

「……おい伊吹。貴様は先程、私が燦に勝つ目などほとんどゼロに近いと、そう言っていたな」

「まあね。正直な話、血液を完全に補給したヴィクトリアでも、四六で燦に分があると思ってるよ」

「それは、『今の私』ならばの話だろう」

　ヴィクトリアが指したのは何も能力に限ってではない。

　風紀を正す。

　やるべきことは変わらない。ただし、やり方は少々変える必要がある。

「確かに、私の了りよう見けんは些いささか狭せまかった。風紀を取り締しまる者として、これではいけないな」

　燦に敗北する以前からの自分を振り返り、ヴィクトリアは思い至った。

「故ゆえに私は懐ふところの深さを示そう。問答無用で排はい斥せきするばかりではない我が度量を目まの当たりにしたなら、如い何かに問題児だらけの吸血鬼であろうと、風紀の何たるかを否いや応おうなく理解することだろう」

　どうやら方針が固まったらしい。

　佐伯燦を粛しゆく正せいしつつ『風紀委員会』の立場を確保する方法も、ヴィクトリアの頭の中で組み上がった。

「ああ、そもそも清せい廉れん潔けつ白ぱくな風紀委員長など無理があったのだ。血に塗まみれた出自を持つ吸血鬼ならば、とことん罪深い方が余程説得力がある！」

　大口は覚かく悟ごの証あかし。

　規則を守るために規則違い反はんを犯おかす。そんな矛む盾じゆんも時には必要なのだ。

　あるいは委員長の姿勢次第では、矛盾なく規則として成立するだろう。

「伊吹、私はやるぞ」

「オーケー。じゃあ風紀委員として世話係として、できる限りサポートさせてもらうよ」

「言ったな。ならば、早さつ速そく頼たのみがある」

　ずいっと、身を寄せてくるヴィクトリア。黄金色の視線を伊吹の首筋に這はわせ、これ以上なく「らしい」ことを言う。

「血を吸わせろ」

「人間一人から補給できる量じゃあ、百年の渇かわきはとても満たせないと思うけど」

「わかっているとも。別に腹の足しにしようとは思っていない。励はげましの代わりに、一口吸わせてくれと言っているのだ」

　つまり効率ではなく、趣しゆ向こうの問題。すなわち切実な問題である。

　逆ぎやく襲しゆうの手順は組み上がっているし、覚悟も決めた。しかしそことはまた別の領域の話として、譲ゆずれないこだわりもある。百年ぶりの一口目を単なるエネルギー補給とするのは、何とも耐たえ難がたい。

「……駄だ目めか？」

「まあ……、いいよ。どうぞ」

　吸血鬼偏愛家ヴアンプフイリアの癖くせに躊ちゆう躇ちよをわずかに見せたが、伊吹は首筋を差し出す。こういう展開に備え、一応純潔は保っている。

「間ま違ちがっても、転生はさせないでくれよ」

「ああ、安心しろ。今の私に分け与あたえてやれる血液は一いつ滴てきもない」

　言って、ヴィクトリアは伊吹の首に手を回す。

　そして抱き寄よせるようにして、牙きばを突つき立てる。

「んくっ」

　血を吸いつつ、真祖は薄うすく頰ほおを染める。

　麗うるわしき処女ほどではないが美う味まく、処女以上の味わいがある。

　吸きゆう血けつ鬼きの『吸血』にはいくつかの種類がある。例えば食事としての吸血、例えば愛情表現としての吸血。

　今の場合は後者の要素が多分に入っている。

　元々ヴィクトリアは初対面時から伊吹を気に入っていた。『風紀委員会』で行動を共にするようになると、思いはさらに増した。

　吸血鬼偏愛家ヴアンプフイリア。

　ヴィクトリアの糧かてとなるのは必ずしも血液だけとは限らない。
















　憧あこがれが力になる。決して精神論として片づけられるべき事こと柄がらではない。吸血鬼とはまさしくそういった憧れが形になった存在とも言えるのだから。

　伊吹を手元に置いているのは、世話係として以外にも相応の理由があるわけだ。

　太陽のような熱情が、ヴィクトリアには心ここ地ち好よい。

　いっそこのまま眷けん属ぞくにしてしまえば、との誘ゆう惑わくにも駆かられる。この類い稀まれな人材が転生を果たせば、どれだけ強大な吸血鬼になるだろうか。

　勿もち論ろん、一いつ瞬しゆんの気の迷いだ。事前に釘くぎを刺さされているし、現状は体力的な問題もあって不可能。それに──人間という自負があるからこそ、伊吹は憧れてくれるのだ。

「ぷはっ」

　前言の通り、しかし名残なごり惜おしそうに、ヴィクトリアは一口で牙を離はなした。

「……うん、美味かった。ありがとう伊吹、礼を言う」

　たった一口では体力は微塵しか取り戻せないが、気力は充じゆう溢いつ。

「では、行くか」

　と、伊吹に向き直ると、ヴィクトリアは怪け訝げんそうにまばたきする。

　なぜなら、つい先刻の自分よりも色いろ濃こく、少年の顔が赤く染まっているのだ。

　そんなに吸血に感動したのだろうか。

　いやそれにしてはこの反応は妙みようだ。

「何だ、どうした？」

　問うと、伊吹はヴィクトリアの肩かたを摑つかみ、その身を遠ざけた。

「あー、あのー、行く前に、まずは自分の格好を確認してみようか……」

　耳まで真っ赤な顔を正面から逸らし、しどろもどろになりながら答える。

「格好？」

　指し摘てきされて、ヴィクトリアは執しつ務む室で目覚めてから初めて自らの姿に目をやる。

　外見上だけとはいえ、『不死身』のお陰かげで肉体には傷一つない。

　しかし、着ている衣服に関してはその限りではなかった。

　ズタズタに引き裂さかれたドレスは衣服として機能していない。現状は、身体にただ布が張りついているようなもの。特に酷ひどいのは胸部。伊吹によって九発もの弾だん丸がんを撃うち込まれたそこは、ほとんど丸出しだった。

「ひゃっ！」

　ヴィクトリアは反射的に両手で身体を覆おおう。

　伊吹には初対面時に全てを見せているのだが、状況が羞しゆう恥ち心しんを刺し激げきする。こんな格好で色々と苦く悩のうしていたのかと思うと、途と端たんに顔が熱くなる。

　一方の伊吹とてそれはもう恥はずかしい。吸血の前に若じやつ干かんの躊躇を見せたのはこのため。今のヴィクトリアと密着するのは、純潔の少年にはさすがに耐えられない。

「いや、ごめん。色々と真しん剣けんな場面だったから、どうにも指摘できなかったんだ。あ、替かえの服はここに」

　差し出された衣い装しようを神速でひったくり、ヴィクトリアは伊吹を執務室から追い出す。

　何とも締まらないが、決戦の前に適度なリラックスになったのかもしれない。あまり張り詰つめてばかりでは、化学実験室の二の舞まいを演じてしまう恐おそれがある。
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　五階建ての雑居ビルの屋上。

　佐伯燦はその縁へりに座り、秋葉原の街を見下ろしていた。

　続々と押し寄せる吸血鬼。

　血戦局の避ひ難なん指示によって秋葉原から人間の気配は消え失うせていた。

　ここまで規模が膨ふくらむとは、実は燦自身も予想していなかった。だが、だからこそ愉ゆ快かいでもあった。どうしようもなく混こん沌とんとしたこの馬ば鹿か騒さわぎこそ、まさしく現代の吸血鬼事情を象しよう徴ちようしている。

「吸血鬼はもう日ひ陰かげ者ものじゃない、か」

　伊吹に言われた言葉を繰くり返し、燦は口の端はしをニタリと吊つり上げる。

「確かに、昔とは何もかも違いますね」

　彼女の志向する吸血鬼の在り方は、無限の進化。

　あらゆる要素を取り込み、常に能力値を更こう新しんする。

　現状維い持じは後退するばかりだし、何よりその方が、面白い。

　サンジェルマンを屋号とするケチな詐さ欺ぎ師しの家系に生まれ、愚おろかで退たい屈くつな人間の性ばかりを相手にして育った少女は、ある日生まれ変わった吸血鬼に絶対の『面白味』を見み出いだした。人知を超ちよう越えつした特とく殊しゆ能力を初めて発動させた時の感動などは、筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい。

　そして実際に吸血鬼として長き時を経へる内に、その『面白味』に対する思いは一種の信しん仰こう、それこそ強きよう迫はく観かん念ねん以上の域にまで至る。

　故に佐伯燦は、ヴィクトリア・リードの在り方が許せない。

　真祖は百年前の時点でこう言った。

　──吸血鬼はすでに完成している。

　つまり、これ以上進化する必要はないと。

　何を馬鹿な、と憤ふん慨がいしたことを燦は今でもはっきりと覚えている。

　ヴィクトリアが『完成形』として歩みを止めれば、眷属として主の影えい響きようを直で受ける燦は、自らの意思に関係なく追従を強しいられる。

　冗じよう談だんではない。

　どのような傑けつ作さくであっても、やがては色いろ褪あせ、馴な染じみ、埋まい没ぼつし、どこにでもある『退屈』に成り下がってしまう。吸血鬼が面白く、面白く、面白く、面白くあるには、進化の道を歩み続けるしかない。

　純じゆん粋すいかつ狂きよう的てきにそう信じる燦にとって、自分を吸血鬼へと転生させてくれた大恩あるヴィクトリアであっても、もはや邪じや魔ま者ものでしかなかった。

　だから、他の眷属たちと共きよう謀ぼうし、世界から隔かく離りする形で真祖を封ふう印いんした。

　それからの日々は好き勝手に過ごしてやった。欲よく望ぼうの赴おもむくままに特殊能力の蒐しゆう集しゆうと開発を進める日々は、それはそれは楽しく、また結果として『強欲派アヴアライス』の代表格として大成することもできた。

　だが、決して満足はしなかった。

『強欲派アヴアライス』らしく欲望が止められないのとは別に、どうしてもヴィクトリアの影かげが脳裏にちらつくのだ。

　鮮せん烈れつな記き憶おく。

　決別したとはいえ、真祖のあの完成度は間違いなく本物だったと認めざるを得ない。

　果たして今の自分はあれを超こえたのか？

　一度意識するともう手がつけられない。記憶は呪じゆ縛ばくとなり、燦を苛さいなむ。

　このコンプレックスを解消するには、吸血鬼の常道──主殺しを実行する他ない。積み上げ蓄たくわえた今の自分が、真祖よりも優すぐれていると証明しなくてはならない。

　真っ先にその首を落とすべく、燦は封印の所在地である東京に拠きよ点てんを置き、復活の時を待った。

　そして先日、ついにヴィクトリアが現代社会にその姿を現した。

　原初にして頂点たる真祖が復活してどんな身の振ふり方をするのか、それなりに興味があったが──風紀の改善に取り組むとは。まさかまさかのあまりにも予想内。氾はん濫らんした吸血鬼情勢は、誇ほこり高い真祖にとってやはり耐え難いらしい。

　さすがは古典的な吸血鬼。百年程度の封印では何も変わっていなかった。

　そんな彼女を切り捨てるのに、微み塵じんの躊躇もいらない。

「──さあ、もうそろそろ時間ですね」

　燦がふと時計を確認する。

　時刻は二十三時三十分。

　今日中に再戦との約束をしたというのに、もうすぐ今日が終わってしまう。

「来ないつもりでしょうか？」

　ぽつりと呟つぶやき、燦は目線を上げる。

　その先にあったのは秋葉原最大の高層ビル、血戦局の本部である。

　クスリ欲しさに続々と寄せられる目もく撃げき情報から、ヴィクトリアがあそこに逃にげ込んだことはすでにわかっている。

「まあ、普ふ通つうの状じよう況きよう判断ができるなら、当然の行動ですけど」

　燦はおもむろに立ち上がり、臨戦態勢を取る。

　伊吹の言葉を信じてこんな時間まで律りち儀ぎに待っていたが、逃がすつもりはない。

　日付を跨またいだら血戦局を襲しゆう撃げきするという取り決めがある。ヴィクトリアが本部に閉じ籠こもっているというなら、引きずり出すため、予定を前まえ倒だおしにする。

　馬鹿騒ぎに際して本部ビルには厳重な防護態勢が敷しかれているが、燦の前では濡ぬれ紙も同然。

　燃やすか、凍こおらすか、圧し潰つぶすか、分解するか、浮うかすか、巻き戻もどすか……

　軽く考えただけで十通りは襲撃プランが頭の中に浮かぶ。

　とりあえず『なるべくド派手に』ということだけを決め、適当に手をかざす。

「ん？」

　すると、雑音が耳につく。

　眼下が急に、さらに騒さわがしくなったのだ。

　欲望の赴くままにこの秋葉原に引き寄せられた群衆が、今日一番の盛り上がりを見せている。

「……やっと来た」

　燦は思わず盛大な笑えみを漏もらす。

　ここまで接近されなければ気配を感知できないほど弱っているというのに、彼女は毅き然ぜんとした面おも持もちで現れた。その精神性はさすが。敬意と侮ぶ蔑べつを込めて切り捨ててやろう。
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　黒くろ髪かみ金眼黒セーラー美少女が現れると、群衆は一いつ斉せいに携けい帯たい端たん末まつを向けた。

　ある者は写真を撮とり、ある者は動画を撮り、ある者は実じつ況きよう中ちゆう継けいをする。

　真祖の出現情報はすぐさま拡散し、一分を刻む毎ごとに群衆の規模は拡大する。

　無ぶ遠えん慮りよなフラッシュとシャッター音に生理的な嫌けん悪お感かんを覚えながらも、ヴィクトリアは決して表情には出さない。この馬鹿騒ぎに対し風紀委員長として言いたいことは山ほどあるが、ひとまずは放置。好きなだけ撮れと言わんばかりに腕うでを組み、堂々たる仁に王おう立ちを披ひ露ろうする。

　奴やつの前では、もう二度とみっともない姿は晒さらせない。

　ヴィクトリア・リードは雑居ビルを見上げ、佐伯燦を直視する。

「わざわざ来てやったぞ」

　真祖が口を開くと、馬鹿騒ぎは噓うそのように静まり返った。何気ない一言に込められた決死の迫はく力りよくが、群衆に自分たちは単なる観客だと自覚させたのだ。

　発言する権利があるのは真祖と潰し合う覚かく悟ごを持った者のみ。

「よく私の居場所がわかりましたね」

　ビルの屋上にて、燦はそのまま上から目線でものを言う。

「貴様と同じように【捜そう索さく願ねがい】を出した。便利な時代になったものだな」

　そう言ってヴィクトリアは携帯端末を取り出した。

　最新の電子機器を携帯する真祖。その眷けん属ぞくにしてみれば、相当愉快な光景だった。

「ふふっ、良いですね良いですね、良い感じに現代社会に順応してますね」

　今にも腹を抱かかえて笑い出しそうな燦に対し、ヴィクトリアの表情は至って険しい。

「耄もう碌ろくした老いぼれではないのだ。文明の利器くらい軽く使い熟してやるさ」

「吠ほえますね。その強気な姿勢を見るに、私への対策は何かしら立てて来たようですね」

「まあ、な」

　対策。

　その言葉を受けて、風紀委員長の鉄仮面が歪ゆがむ。

　もはやヴィクトリアに迷いは一片もないが、方針転てん換かんを余よ儀ぎなくされた事実に関してはやはり忸じく怩じたる思いがある。このまま燦と会話を続けて無む駄だに感情を乱されてはいけないので、迅じん速そくに行動を起こす。

「私は持てる『以上』の力を使って貴様を叩たたき潰す」

　宣言と同時に、ヴィクトリアは無数の蝙こう蝠もりに変じた。

　燦は油断なく構えるが、最初の攻こう撃げき対象は彼女ではなかった。

「おわ！」

「何だいきなり！」

「やめてくれ！　俺は無関係だ！」

　蝙蝠の群れが飛び込んだのは、群衆の真まっ只ただ中なか。

　この場にほいほいと集まった時点で、全員が風紀を乱す規則違い反はん者。単なる観客として見世物を満まん喫きつしようなど許されない。

　蝙蝠は同族に牙きばを突つき立て、血を吸い上げる。

　一人から奪うばう量は人間ドックの検査程度の微び々びたるものだが、数が数なので、結果的に膨ぼう大だいな量が集まる。

　やがて蝙蝠は飛散した地点に集約し、黒のセーラー服姿に戻る。

「不ま味ずい」

　口元を血で濡らした風紀委員長は痛つう烈れつに言い捨てる。

「元々吸きゆう血けつ鬼きの口に吸血鬼の血は合わないものだが、いくら何でも不味すぎる。味に深みも奥行きもない。どいつもこいつも不ふ摂せつ生せいな生活を送っているようだな。『風紀委員会』ではなく『保健委員会』の管かん轄かつになるが、近日中に健けん康こう診しん断だんを実じつ施しする必要があるな」

　恐おそれ慄おののく群衆を一通り睨にらみ据すえ、ヴィクトリアは再びビルを見上げる。

「そうですか、そうきましたか、そういう手段を取りますか」

　燦が引きつった笑みを見せる。

　正直言って、もっとも恐れていた展開である。

　不足分のエネルギーを補給したヴィクトリアの血色は、目に見えて回復している。

　状態を万ばん全ぜんに戻しただけなら恐れるに足りないが、今の真祖は──

「負けたら何もかもお終しまいだからな」

　酷こく薄はくな笑みを浮かべたヴィクトリアは空中に魔ま方ほう陣じんを描えがく。

　そこに口元の血を拭ぬぐって垂らすと、空間を破って触しよく手しゆの群れが現れた。

『召喚術・深種サモンアナザー』──霊れい血けつを触え媒さとして外なる異界存在を呼び寄せる特殊能力。

　軟なん体たい生物を思わせるそれらはビルの屋上までうねりくねりながら伸のび、敵対者に襲おそいかかる。

「ああもう気持ち悪い。よりにもよってこれを最初に使いますか」

　燦は『召サ喚モ術ン・フ炎レ精ア』を発動。

　真紅の炎で形作られた爬は虫ちゆう類るい的な怪かい物ぶつを、自身の真横に顕けん現げんさせる。

　人間程度なら軽く丸まる吞のみにできるだろう大おお顎あごが触手に嚙かみつき、燃やし尽つくす。

　燃やして、燃やして、燃やし尽くす。

　それでも数は一向に減らない。

「鬱うつ陶とうしい！」

　燦は『宙翔る剣閃フラガラツク』を飛ばして魔方陣そのものを破は壊かい。

　触媒があろうと『門』がなくては、異界存在はこちら側にやって来られない。召喚は強制終しゆう了りようし、触手攻こう撃げきは打ち止めとなる。

　しかしヴィクトリアとて、あんなタコだかイカだかも定かではない触手で勝負を決しようとは思っていない。

　これは単なる目め眩くらまし。

「隙すきあり」

　ヴィクトリアは燦の視界が触手に埋うめ尽くされている間にビルを駆かけ上がり、その背後を取った。踏ふみ込こみはすでに完かん了りよう。しかし、ただ殴なぐりつけるだけでは物足りない。握にぎり締しめた拳こぶしに霧きりとはまた違ちがった質感の微び細さいな粒りゆう子しを纏まとわせる。

「爆はぜろ！」

　叩きつけられた拳が一いつ瞬しゆん火花を散らし、赤炎と黒こく煙えんを伴ともなう派手な爆ばく発はつを巻き起こす。

『万能火薬レインボーパウダー』──爆発性の粒子を放出し、操る特とく殊しゆ能力。粒子の量や配置を調節することで、爆発の威い力りよく・範はん囲い・方向を自在に設定することができる。

「ぐ、ぶ──」

　凄すさまじい爆風は炎の怪物を消し飛ばし、燦を屋上から路面まで吹ふき飛ばす。

　燦の身体強度ならば、この程度の高度からの落下など問題にもならない。

　なので、追撃の手を緩ゆるめない。

「『永久に閉ざす氷獄ニヴルヘイム』……」

　ヴィクトリアは特殊能力を発動しながらビルを飛び降りる。

　空気中の水分を掌しよう握あくし、三十メートル級の巨きよ大だいな氷ひよう塊かいを生成。

　これを燦の落下先に投げ飛ばし、圧し潰す。

　ゴグガシャッッ！

　日常生活ではまず耳にしないとんでもない衝しよう撃げき音が秋葉原に響ひびき渡わたる。

「まだ死んでくれるなよ」

　路面に着地したヴィクトリアはつまらなそうに息を吐はく。

　すると陥かん没ぼつしたアスファルトと砕くだけ散った氷塊の中から、ゆらりと人ひと影かげが現れる。

「こんな仕打ちをしておいて、どの口が言いますか」

　怒ど濤とうの特殊能力三連発を食らい、燦とて無傷ではいられなかった。その額からは一筋の血が流れ、片かた腕うでは焼け焦こげている。

「鬼おにに金棒というか、鬼に機き関かん銃じゆうを持たせたかのような暴れっぷりですね」

　それでも燦は笑っていた。

　真祖の進化。

　もっとも恐れていた展開であると同時に、歓かん迎げいすべき展開でもあった。

「これだけ連発するということは、似え非せだ悪質だと罵ののしった新式の特殊能力をついに認めたわけですね？　あんな見境なく血を奪い取ったんですから、今さら言い逃のがれなんてできませんよ」

　燦はしっかりと見ていた。

　ヴィクトリアは群衆から血液というエネルギーと共に、彼らの保有する特殊能力をも吸い上げた。あれだけ否定していた特殊能力をだ。燦に対たい抗こうするための苦肉の策なのだろうが、古き良き吸血鬼の枠わくから決してはみ出そうとしなかったあの真祖が、新たな可能性を受け入れたのだ。

　吸血鬼に必要なのは、無限の進化。

　そんな自らの考えを力ちから尽ずくでも認めさせたのかと思うと、燦は嬉うれしくなる。

　対して、ヴィクトリアはあくまで悩なやましげな面おも持もちだった。

「落とし前をつける……ありきたりな最さい期ごを迎むかえられると思うなよ」

　重々しく殺意を告げる。

　その本気が、燦には堪たまらなく嬉しい。ようやく真祖と同じ域にまで到とう達たつしたのだと実感できる。

「望むところです。一いつ緒しよに吸血鬼を盛り上げましょう」
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『雷槌打ちトールハンマー』。

『石縛眼メデユーサアイ』。

『果てなく開く虚洞ギンヌンガカプ』。

『言霊オリジナルワード』。

『合わせ鏡の堂々巡りネバーワンダーランド』。

『召喚術・月精サモンサテライト』。

『発狂音域ルルイエノイズ』。

『暴想蒸気スチームパンク』。

『生命激化促進物質セフイロテイツクエキス』。

『邪毒の息吹カオスブレス』。

　ヴィクトリアと燦は次々と特殊能力をぶつけ合う。

　破壊の嵐あらしが秋葉原に吹き荒あれる。

　群衆は巻き込まれたわけだが、避ひ難なんしたのはほんの一部で、大多数は目の前で繰くり広げられる死し闘とうに夢中になっていた。こんな光景は一生が何度あってもお目にかかれない。一瞬たりとも見み逃のがさないために、隣となりの誰だれかが吹き飛ばされようと目ま蓋ぶたを閉じない。

「串くし刺ざしになってろ」

　ヴィクトリアが無造作に手を振ふると、遠く離はなれた位置にいる燦に向けて蛍けい光こう色の光線が降り注ぐ。

　対して燦は闇やみ色いろの薄はく膜まくを頭上に展開。光線を音もなく吸い込み、消失させる。

　衝撃の余波すら生じさせない効果的な対処法に、ヴィクトリアは舌打ちをする。

「次から次へと……本当に小こ賢ざかしい奴やつだ」

「今の貴方あなたに私を罵る権利はありませんよ。だって、同じことができるんですから」

　そして両者は偶ぐう然ぜんか必然か、同じ特殊能力を発動する。

『召サ喚モ術ン・フ炎レ精ア』。

　猛もう火かと烈れつ火かが激げき突とつし、熱波が大気を沸ふつ騰とうさせる。

　燦が呼び出したのは戦車級サイズの火蜥蜴サラマンダー。

　ヴィクトリアが呼び出したのはそれよりもさらに一回り大きい炎巨人ムスペル。

「おおっと、これはこれは豪ごう壮そうですね」

　炎巨人ムスペルの豪ごう腕わんが火蜥蜴サラマンダーを締め上げ、押し返す。

　同じ特殊能力だが、出力はヴィクトリアに軍配が上がる。

　単純な押し合いになれば、眷けん属ぞくはどうしても格差を痛感させられる。

　しかしだからこそ『万能屋マルチハンド』は技ぎ巧こうを身につけたのだ。

「脳筋ゴリラみたいな力押しはつまらない。見る者に驚おどろきと感動を与あたえてこそ、吸血鬼ですよ」

　そう言って燦は次に『腐ミ蝕ア瘴ズ気マ』を発動する。

　街路樹を枯からし街頭を錆さびつかせるドス黒い気体に狙ねらわれたのは、真祖でも炎巨人ムスペルでもなく、彼女自身が呼び出した火蜥蜴サラマンダー。

　瘴しよう気きに蝕むしばまれた炎精は不気味に変色し、さらに濃こい瘴気を放出する汚お染せん物ぶつと化す。

　そこへもう一ひと工く夫ふう。

　燦はテニスボール大に圧縮した『万能火薬レインボーパウダー』の塊かたまりを火蜥蜴サラマンダーに投げ入れ、その全身を爆散させる。

「たーまやー！」

　火か炎えんと瘴気と爆ばく圧あつの融合コラボ。

　火蜥蜴サラマンダーに密着していた炎巨人ムスペルは不ふ浄じようの花火の直ちよく撃げきを浴び、その全身をグズリと溶とけ崩くずす。

　相打ちとなったが、戦いの流れは渡さなかった。

　ついでに煙えん幕まくも張れたので、これに乗じて燦は『空間転移テレポート』で跳とぶ。

　移動先は群衆の中。

　どよめきは無視して、燦はすぐに上空に目を向ける。

　そこには、同じく『空間転移テレポート』で跳んだヴィクトリアがいた。

「うらあ！」

　渾こん身しんの踵かかと落おとしが炸さく裂れつ。

　路面を砕き割り、衝しよう撃げき波はが群衆を吹き飛ばすも、燦を捉とらえてはいない。

　純白のブレザーは吹き飛ばされる影かげに紛まぎれ、すでに空間を跳んでいた。

　間かん髪はつを入れず、ヴィクトリアが非常識な脚きやく力りよくで燦へと一直線に迫せまる。

「ん？」

　と、ここで燦の頭に疑ぎ問もん符ふが浮うかぶ。

　──一直線？

　ヴィクトリアは『空間転移テレポート』を獲かく得とく済み。点と点の移動が可能な今、なぜわざわざ群衆を蹴け散ちらしながら進撃しているのか。扱あつかいに慣れ、精度を高めるためにも、立て続けに使用するのが正解だと思うのだが。

「……まさか」

　これまでのヴィクトリアの行動を思い返し、燦の背筋に冷たいものが走る。

　真祖とは、そこまで規格外なのか。

「いえ、そんなはずありません」

　不ふ安あんに駆られた燦は、すぐに確認を兼かねた攻こう撃げきを仕し掛かける。

　人差し指の先に赤銅色の雫しずくを絞しぼり出し、手近な街路樹の一本に注入。

『生命激化促進物質セフイロテイツクエキス』──それは生命活動を暴走させる至高の栄養剤ざい。

　濃のう縮しゆくされた超ちよう常じようの血液を注ぎ込まれた街路樹は、道路を埋め尽くす巨大樹にまで一気に生長。樹じゆ齢れいを無視して枝と幹をたくましく伸のばし、ヴィクトリアの進撃を妨ぼう害がいする。

「邪じや魔まぁ！」

　ヴィクトリアは両りよう腕うでで受け止める。

　まただ。なぜわざわざそんな『正せい攻こう法ほう』を選せん択たくするのか。

　木には火。安易な考え方かもしれないが、ヴィクトリアには『召サ喚モ術ン・フ炎レ精ア』がある。炎巨人ムスペルの超ちよう火力があれば簡単に焼き払はらえるだろうに。

「どおおおおおおおりゃああああああああああああ！」

　暴走する巨大樹を根元から引っこ抜ぬき、後方へ投げ捨てるヴィクトリア。

　そこへ水の砲ほう弾だんが襲おそう。数は無数。

　ヴィクトリアは背中から巨きよ翼よくを生やして応じる。羽ばたきによる烈れつ風ぷうは凄まじいが、夥おびただしい弾だん幕まくの全ては吹き散らせず、『流水』に翼を焼かれる。

「ぎ……っ」

　苦痛に表情を歪ゆがませる真祖。

　だが、その眷属の表情も負けず劣おとらず歪んでいた。間ま違ちがっても喜色ではない。

「『永久に閉ざす氷獄ニヴルヘイム』で凍こおらせれば、そんな傷、負わなくて済んだはずですよ」

　対処がわかりやすい攻撃を仕掛けてみてもただ力任せの突とつ破ぱ。

　これではっきりとした。

　ヴィクトリアはこの場で獲得した特殊能力を一度きりしか発動していない。

　繰り返し使うのは『怪かい力りき』や『形態変化』など伝統的なものばかり。

「どういうつもりですか？　貴方は、新式の特とく殊しゆ能力を認めてくれたんじゃないんですか？」

「そうだ、と答えた覚えはない」

　ヴィクトリアが素そつ気けなく言い捨てる。

「特殊能力に関する『風紀委員会』の活動方針を少々緩かん和わしただけだ。これからは頭ごなしに拒きよ絶ぜつするのではなく、受け入れ、吟ぎん味みした上で否定する」

　ヴィクトリアはまるで認めていなかった。

　新式を手品の類と散々扱こき下ろしていた誇ほこり高き真祖に、心変わりなどなかった。

「とりあえず私が今回使用した十一点に関しては、吸きゆう血けつ鬼きに相応ふさわしくないと判断し、違い反はん能力に正式に認定する。私は今後二度と使用しないし、これらを使用した吸血鬼を発見した場合、規則違反者として容よう赦しやなく取り締しまるから──覚かく悟ごしておくように」

　その宣言は燦だけではなく、新式の特殊能力目当てに集まった群衆にも向けられていた。

　緩和どころではない。風紀委員長の意志はより一層頑かたくなになっていたのだ。

「……やっぱり、貴方と私は決定的に相あい容いれないみたいですね」

　その時の燦の顔は、今にも泣き出しそうな子供のようだった。

　この真祖はどうあっても自分を認めてくれないらしい。

　ならば、もはや何も期待しない。

　コンプレックスを解消するため、その大本を完かん膚ぷなきまでに排はい除じよする。

「もう、ただで死ねると思うなよ」

　燦は片手を路面に叩たたきつける。

『愚かなる業アルス・ミダス』──その手で触ふれた物質の組成を一時的に変へん換かんする特殊能力。

　アスファルトの一面が見み渡わたす限かぎりの銀世界と化す。雪景色の比ひ喩ゆではなく、吸血鬼の弱点の一つである混じりっ気なしの『銀』である。

　視覚効果も相まってか、ヴィクトリアは吐はき気と共に体勢を大きく崩す。

　一方燦は弱点ではないらしく、平然と殺意を漲みなぎらせる。

「潰つぶれろ！」

　立て続けに発動したのは『重力圧縮ヘビーポイント』。

　上方から発生した超重圧によって、ヴィクトリアは恐きよう竜りゆうにでも踏ふみつけられるかのように路面にめり込む。

「ぎいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい──」

　真祖にとって『銀』の路面は溶よう岩がんの海と同じ。直に接する手や顔からは血ち煙けむりが立ち、肌はだが焼け爛ただれる。破片がいくつも突つき刺ささった背中の翼は灰となって消える。

　さらに手を緩ゆるめない。

　相手がこちらを認めていないのなら、こちらとてまともに相手をしてやらない。

　燦は制服のポケットに片手を突っ込こむと、その中身を空中にばら撒まく。

　赤い丸薬──『ヴァンプアップ』。

　持ち運んでおいた在庫品の数々は燦の意思によって、爆ばく発はつと見み紛まがう勢いで周辺一帯を吞のみ込む霧きりに変ずる。

　化学実験室にて真祖を無残なまでに翻ほん弄ろうした血霧は、ヴィクトリアが違反能力をその身に取り込んだ以上、もはや結界としては機能しないが──使い方は一つだけに限らない。

「ティルフィング、ミストルティン、グラム、バルムンク、フルンティング、カラドボルグ、アロンダイト、アスカロン、デュランダル、ミュルグレス、ハルペー、コラーダ、ティソーナ、クトネシリカ……」

　呪じゆ文もんのように言葉が紡つむがれると、霧は方々で凝ぎよう縮しゆくし、巨きよ大だいな刃やいばの形を取る。

　その一つ一つの威い容ようは『大厄剣ダインスレイブ』と同等にしてまったくの異質。あるいは火炎を纏まとい、あるいは雷らい気きを発し、あるいは高速振しん動どうによって切断力を引き上げ、あるいは備えた大口から狂きよう的てきな絶ぜつ叫きようを轟とどろかせる。

　そのような恐おそるべき武器群が、伝説の名めい剣けんさながら地面に突き立つ。

「どうぞ、どれでもお好きなものを手に取ってください。真祖を討うち取った勇者になれる千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスですよ」

　燦は殺気を滾たぎらせたまま、周囲の吸血鬼たちに向けて呼びかける。

　単なる観客として集めたわけではない。

　徹てつ底てい的にヴィクトリアを貶おとしめようと思ったならば、彼女が忌いみ嫌きらう存在を使わない手はない。吸血鬼の何たるかを解さない規則違反者たちに切り刻まれるのは、さぞ屈くつ辱じよくであり痛快だろう。

　名高き『万能屋マルチハンド』が手ずから用意した超常の武器を持てば、たとえ使い手が三流であろうと、一流を撃げき破はし得る。ただ闇やみ雲くもに振ふるうだけでも惨さん憺たんたる大だい威い力りよくを発揮するのは、素人目に見ても明らか。

　無論、どれだけお膳ぜん立だてしようとも、三流に討ち取られる真祖ではない。

　あくまで最さい期ごの一撃は自ら決めるべく、燦はその時を窺うかがう。

「しゃあっ、やってやるぜえ！」

　誰だれかしらの掛かけ声を皮切りに、次々と武器が引き抜かれる。そして耐たい性せいがある者たちが無む軌き道どうな野心を露あらわに銀世界へと踏み出す。

　銃じゆう声せいの連発が聞こえたのはその時だった。

「！」

　飛来した六発の魔ま弾だんがヴィクトリアへの暴ぼう虐ぎやくを未然に防ぐ。

　捻ねじれ曲がるその弾だん道どうを辿たどれば、リボルバーを構える赤あか髪がみの少年がいた。

「真祖とその眷けん属ぞくの戦いに、軽はずみに参加するもんじゃあない」

　言いながら少年は空から薬やつ莢きようを捨て、再さい装そう塡てんした全弾を撃うち放つ。

　合計十二発の吸血徹てつ甲こう弾だんは、勇み足の吸血鬼だけではなく、その手に握にぎられた恐るべき武器までも残ざん骸がいとなるまで無ぶ遠えん慮りよに食い散らす。血液によって形成された刃にとって、撃ち放たれた魔弾は天敵とも言えた。

　その内の一発が群衆の間をすり抜け、燦にまで届く。

「伊吹っ！」

　驚きよう異いの反射神経が魔弾を摑つかみ取る。

　しかし咄とつ嗟さの事態に意識を奪うばわれ、『重力圧縮ヘビーポイント』を解除したのは失策だった。

　わずかな隙すきを見み逃のがさず、風紀委員は銀世界から風紀委員長を救出する。

「憎にくい登場だな、伊吹」

「こんな血みどろの戦いにちょい役でも関わらせてもらえるなんて、光栄だよ」

「あの詐さ欺ぎ師し上がりのことだ、どこかで必ず狡ずるい手に打って出ると思っていたからな」

「それじゃあ、やっちゃうよ？」

「ああ。打ち合わせ通り、雑ざ魚こは任せた」

　請うけ負った伊吹はオートマチックも取り出し、二丁拳けん銃じゆうによる違反者の懲ちよう罰ばつを開始する。

　その様子を眺ながめ得意満面のヴィクトリア。

　対して燦の表情はますます不ふ愉ゆ快かいに歪む。

「本当に、貴方あなたはもうっ……！」

「おいおい、そっちだって似たような下策に手を染めているのだから、言いっこなしだろ」

「いいえ、全てを棚たなに上げて言わせてもらいますけど、吸血鬼同士の闘とう争そうに進んで人間を引き入れるなんて、真祖のプライドはもう捨てたんですか？」

「今はつまらないプライドよりも風紀の改善が何よりも大事だということだ。同じ相手に二度も負けるようなことがあっては、『風紀委員会』が機能しなくなる。だからこそ、苦く渋じゆうの思いで違反能力をこの身に取り入れたし、このように人間の手だって借りる。言っただろ、私は持てる『以上』の力を使って貴様を叩き潰す、と」

　ヴィクトリアは言い終えると同時に、飛びかかる。

　燦は態勢を整えるべく『空間転移テレポート』を駆く使しして遠ざけるが、執しつ拗ような追つい跡せきに目を見張ることになる。

「『空間転移テレポート』などと言ったところで、所しよ詮せんは瞬しゆん間かん移動の亜あ種しゆだろう。ぬるいぞ。どうせだったら『時空渡航タイムリープ』くらい編み出してみろ」

　真祖の身体能力は同様の特殊能力を使わずとも、すでに未知の速度に対応していた。

　数回の鬼おにごっこの後、やがて背後を取り、そこに鋭するどい一撃を走らせる。

「うあっ！」

「これには散々弄もてあそばれたからな。貴様にも同じ屈辱を味わってもらう」

　いつの間にか真祖の手に握られていたのは赤一色の日本刀。

　刀身のみならず柄つかも鍔つばも、外観の全てを忠実に再現している。

「『童どう子じ切ぎり』とでも名付けるか。調子づいた鬼を斬きる得物にはぴったりのネーミングだろ？」

　それは『尖血リツパー』。

　近年開発された特殊能力の中でも特に人気の高い、血液による武器形成能力。

　昨今の吸きゆう血けつ鬼きを象しよう徴ちようする派手さ。

　真祖がこれを使ったという事実は、吸血鬼にとって大きな意味を持つ。

　ただし、後に否定されて規則違反と断じられては元も子もない。吸血鬼の可能性を広げるためには、同じ特殊能力でこの堅かた物ぶつを打ち負かさなくてはならない。

「調子づいてるのはどっちですか……」

　燦は周囲に散らばった赤色の残骸をその手に結集し、血の大たい剣けんを形作る。

『大厄剣ダインスレイブ』。五メートル超ちようの流動する刃は変へん幻げん自じ在ざい。その剣身に埋うめ込まれた眼球が獲え物ものの動きを見張り、決して逃にがさない。

「『尖血リツパー』の扱あつかいで私に勝てると思ってるとは、心外です」

　そして吸血鬼は切り結ぶ。

　ザン、ガン、ギギギギギギギ、ゾッ、ギャリリ、ゴギン！

　ギャギャギャギギギイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ！

　燦が振るう『大厄剣ダインスレイブ』の刃はチェーンソーのように高速流動している。鍔つば迫ぜり合いをするだけでヴィクトリアの『童子切』は切せつ削さくされ、桁けた違ちがいの圧力に腕うでが悲鳴を上げる。

「ちいっ！」

　堪たまらず跳とび退のくヴィクトリアだが、『大厄剣ダインスレイブ』はその巨刃をさらに伸しん長ちようして剣けん術じゆつとは明らかに異なる野性的な動きで迫せまる。

「っつう……」

　回かい避ひし切れず手痛い一撃を肩かた口ぐちに食らうヴィクトリア。

「私は別に剣けん士しではないので、切って傷を負わせられれば何でもいいんですよ」

　燦は伸のばしに伸ばした『大厄剣ダインスレイブ』を通常の形状に戻もどす。改めて突きつけられたその刃は、まるで生物のように鼓こ動どうしていた。

「その剣……『使い魔ま』を封ふう入にゆうしているな。視覚やら嗅きゆう覚かくやらの感覚器官を表出させることで、疑似的な『意思を持つ武器インテリジエントウエポン』として機能させているわけだ」

　ヴィクトリアは美び貌ぼうをしかめて言う。

　蘭珠高校での戦せん闘とうも合わせれば、もう何度切り裂さかれたことか。これだけ食らえば嫌いやでも攻こう撃げきの正体に気付く。

「流動性は『念動力』。自在な形状は『形態変化』。そこにさらに『空間移動』なども組み合わせてくるのだからな……。柔じゆう軟なんな発想力と貪どん欲よくな向上心に基づく多才性。これは確かに、私にはとても真ま似ねできない在り方だ」

　自分に苦戦を強いる眷属にようやく一定の評価を下す真祖。

　しかし──

「まあ、とはいえ小手先の小細工。こんな小技、吸きゆう血けつ鬼きにはまったく相応ふさわしくない」

　ヴィクトリアは結局、風紀を重んじる。

　もはや語るに及およばず。

　燦が血走った目で切りかかる。

　振り下ろされた刃は、しかし、虚むなしく空を切る。

　躱かわされたのでも、距きよ離り感かんを誤ったわけでもない。

　ヴィクトリアの迎げい撃げきが澱よどみなく走り、巨大なる剣身を中ほどから真っ二つに切り落としたのだ。

　研とぎ澄すまされた切れ味か、純じゆん粋すいな剣術か、もしくはその両方か。一つ確かなのはこの瞬間、『童子切』が『大厄剣ダインスレイブ』を凌りよう駕がしたという事実。

「…………!?」

　数多あまたの特とく殊しゆ能力を融とけ合わせた最高傑けつ作さくを折られるとは──

　刹せつ那なの忘我に囚とらわれる燦。

　それを見過ごす委員長ではない。

　真一文字の斬線が、純白のブレザーを鮮せん血けつに染める。

「お遊びはもう終わりだ」

　ヴィクトリアが余よ裕ゆうたっぷりに告げる。

　ここに至り、真祖としての威い厳げんを完全に取り戻している。

「ふざけるな！」

　わずかに気圧されるも、もはや燦が止まることはない。

　一度折られた程度、何だと言うのだ。燦は血液を注いで『大厄剣ダインスレイブ』の剣身を元通りに再生させる。何よりも磨みがき上げたこの特殊能力で真祖を切り捨てなくては意味がない。

「死ね！」

　燦は『大厄剣ダインスレイブ』を振り抜ぬいた。
















　ヴィクトリアの首を狙ねらって、確かに振り抜いた。

　それなのに、刃やいばは届いていない。

　それどころか、刃はあらぬ方向に曲がっていた。

「なぁ……あ……？」

　血の刃の餌え食じきとなったのは、他ならぬ燦。

　持ち主の意思など無視して、その身体の中心──要たる心臓を刺さし貫つらぬいていた。

「が……っ！」

　尋じん常じようではない血の塊かたまりが燦の口から吐はき出される。

「燦よ、貴様には説教したいことが山ほどあるが、まず一つ言うのならば──新たな特殊能力を求める前にやるべきことがあるはず、ということだ」

　突とつ然ぜんの『大厄剣ダインスレイブ』の叛はん逆ぎやくは、間違いなくこの風紀委員長の仕し業わざだ。でなければ、ここまで自信満々に相手を見下せない。

「一つの特殊能力を極きわめる。『無限の進化』を志向し、吸血鬼の可能性を広げたいのなら、まずは最初期に授さずかった特殊能力を限界まで研ぎ澄ましてからにしろ。次々に新たな流行を追い求めるなど、消費文明に生きる人間と同じではないか」

「何を……」

　燦が気き丈じように睨にらんでくるが、ヴィクトリアは早くも勝ち誇ほこった表情で言う。

「貴様が握るその剣がまさに象徴だな。そんなゴテゴテと飾かざりつけて、浅ましい。完成度という言葉からは程遠い。吸血鬼に相応しい特殊能力は、シンプルに恐きよう怖ふを与あたえてこそだ」

　まだ終わりではない。

　燦は脚きやく部ぶに持てる力の全てを込め、飛びかかる。

　だが、真祖には読まれていた。

「極めるとは、こういうことを言う」

　燦の全身は切り裂かれ、貫かれた。

　ズタズタ、ズタズタ、ズタズタに。

　ヴィクトリアはその手にある『童子切』を振ふるっていない。

　振るわれたのは燦の内に流れる血液。目め一いつ杯ぱいの特殊能力を蓄たくわえた血液が、刃の群れとなって外へと飛び出していた。

「う、あ、あ、あ──」

　不細工な針はり鼠ねずみのようになった燦は、ついに動きを止めた。素材が素材なのでその刃を引き抜くことは叶かなわず、吸血鬼の再生力も当てにならない。

「『尖血リツパー』──この特殊能力の真しん髄ずいは、血液の操作・制せい御ぎよにあると私は解かい釈しやくしている。そしてそれは何も自身のものだけに限らない。かつて取り込み、自身の一部にした血液ならば全てが制御対象であり、他者の内に流れていようとも武器化できる。まずここまでの境地に至ってから、アレンジなり何なりを加えるのだな」

　ヴィクトリアはつまらなそうに語る。

　自らの眷けん属ぞくである燦の血液は、すでに百年以上も前に取り込んでいる。いつでも八つ裂ざきにできただけに、問題はタイミングだった。致ち命めい傷しようを負ったところにさらに致命傷を重ね、自分が味わった以上の屈くつ辱じよくを与えてやる。

　そういう意味で『尖血リツパー』の使用は、性能的にも心情的にも最適解だった。

「まあ、私がこれを使うことは、もう二度とないのだが」

　結局、ヴィクトリアは『尖血リツパー』を認めなかった。

　一片の名残もなく『童子切』を霧む散さんさせると、空いたその手を握にぎり締しめる。

　握り締め、握り締め、そこに全てを込める。

「さて、消しよう耗もうを重ねて身動きすらできなくなった雑ざ魚こには、『正式』な特殊能力、その極みをお見み舞まいしてやろう」

　振り抜いた拳こぶしは、『怪かい力りき』と『念動力』の全力併へい用よう。

　現代風の読みを与えるなら、さしずめ『天手力』といったところか。

「──────────────────────────」

　ただただひたすらに巨きよ大だいかつシンプルな『本物』の前に、燦は成す術すべがなかった。

　轟ごう音おんと衝しよう撃げきのみが世界を支配し、街路樹も看板も路面も群衆も、呆あつ気けなく吹ふき飛ばされる。その瞬間、全てが等しく有象無象だった。

　これこそが吸血鬼が誇る特殊能力。

　甚じん大だいなる破は壊かい痕こんの果てには、ボロ雑ぞう巾きん同然の燦。

　それでもまだ原形を保っているのは、さすが真祖の眷属。さすがいと名高き『万能屋マルチハンド』。

　しかし彼女にとってはこの一撃で息絶えていた方が幸せだっただろう。

「ぐっ……」

　撃うち放った片かた腕うでを痙けい攣れんさせながらも、ヴィクトリアは悠ゆう然ぜんと歩を進める。自らが生み出した破壊痕を踏とう破はし、倒たおれ伏ふす燦を足元に見下ろす位置にまで至るや、その首を摑つかみ、強引に立たせる。

「規則違い反はん者には相応しい罰ばつ則そくを」

　風紀委員長の顔で発せられた堅かた苦くるしい台詞せりふに、燦はこれから自分が辿たどる末路を悟さとる。

「やめ、ろ」

　わずかに手足を動かしてみるも、無む駄だな抵てい抗こうとはこのことだった。

「佐伯燦。貴様の全てを没ぼつ収しゆうする」

　ヴィクトリアが燦の首筋に牙きばを突つき立てる。

　血と共に、蓄えた特殊能力の数々も吸い取られていく。

　勝敗は決まった。

　これにて風紀は正された。










　エピローグ




『昨日発生した吸きゆう血けつ鬼きによる騒そう乱らん事件について』

『秋あき葉は原ばらに集まった吸血鬼たちは、その大多数が検挙された』

『事態をいち早く察知していた対吸血鬼戦略執しつ行こう局が、大規模な包ほう囲い網もうを敷しいていたのだ』

『同機関は、今回の事件の発ほつ端たんとなった特殊薬物無差別拡散事件の首しゆ謀ぼう者しや、『万能屋マルチハンド』と呼ばれる吸血鬼の撃げき破はにも成功したと発表している』

『どうやら噂うわさの真祖が投入されたらしい』

『撃破時の様子を撮さつ影えいした画像や動画が、インターネット上に多数投とう稿こうされている』

『街路樹や路面が吹き飛ぶ激しい戦せん闘とうが展開された現場周辺は、あちこちに崩ほう落らくの危険があるため、当分の間は立ち入り禁止となる』

『ただし、事前の避ひ難なん作業のおかげで人的被ひ害がいに関しては今のところ報告されていない』

『血けつ戦せん局きよく様々だ』

『この鮮あざやかな手て際ぎわに、各所から賞賛の声が上がっている』

『失態続きで機関解体も秒読みと目されていた血戦局にとっては、嬉うれしくて堪たまらないニュースだろう』

『この調子で今後も活かつ躍やくを期待したい』




　　　[image: ばつまーく]




「かくして血戦局の面めん目もくは保たれたってわけだね」

　いくつかのネットニュースを読み上げると、伊い吹ぶきは適当に締めくくった。

「ついでに風紀も正されたし、良いこと尽ずくめの万ばん々ばん歳ざいだな」

　ライトノベルのページを捲めくりながら、ヴィクトリアも適当なことを言う。

　血戦局の本部ビルは毎度のごとく慌あわただしくありながら、普ふ段だんとはまったく異なる活気に満ちていた。軽かろやかな空気は最上階の執しつ務む室にも抜かりなく伝でん播ぱし、『風紀委員会』の二名をも浮うわつかせる。

「アキバにあれだけの数が集結した時はどうなるかと思ったけど……一いつ斉せい検挙に大物の撃破と、昨日で東京の吸きゆう血けつ鬼き事情はガラリと変わったよ。勢力バランスが人間の側に大きく傾かたむいたおかげで、検挙を免まぬかれた吸血鬼は、吸血鬼らしく次々と地下に潜もぐってるらしいよ。何と言うか、結果オーライとはこのことだね」

　来客用ソファに身を沈しずませる伊吹は、まだ昨夜の余よ韻いんに浸ひたっている。

　一方、長テーブルを挟はさんで対面に座るヴィクトリアも足を組んだリラックスの姿勢。

「風紀に一発逆転はない──とはいえ、祭りの後にもあくせく働くのは優ゆう雅がではない。明日からは通常運転で行くが、本日は様子見に徹てつするぞ」

　昨夜の衝撃が冷めやらない内は、大きな事件は起きないだろう。撮影された動画等が拡散されたことで、風紀委員長の方針と実行力は今や全世界に知れ渡わたった。反はん抗こうするにしても、その脅きよう威いと相対する準備を整えるには一日ではとても足りない。

　なので、とりあえず束つかの間まは平へい穏おんに甘えられる。

　例えば来客の対応をするなら今の内だ。

「お邪じや魔ましまーっす！」

　もうほとんどスキップの足取りで現れたのは、血戦局司令長官、葉は月づきである。

「あら、ロイヤルスイートなのに、どうしようもなく辛しん気き臭くさいわね」

　普段の自分を棚たなに上げる少女の顔は、相変わらず濃こい隈くまが目立つものの、恐おそらく数年ぶりであろう全開の笑みがあった。

　その様子を見て、伊吹が思わず指し摘てきする。

「ご機き嫌げんだね、葉月。そんなに昨日の決着が嬉しかった？」

「当たり前じゃない。血戦局がほとんど諦あきらめてた大成果よ。これで特務機関としての面目は保たれたし、新たなスポンサーを引き込む材料もできた。真祖を引き入れたアタシの判断はやっぱり間ま違ちがってなかったのよね！」

　あくまで自分の手て柄がらであるかのように語る葉月に、ヴィクトリアが眉まゆをひそめる。

「まずは第一に私に礼を言うべきだろう。素直でない処女など、爪つま弾はじき者だぞ？」

　葉月に対してはほとんど条件反射で挑ちよう発はつを口にしてしまうようだが、これに応じて取っ組み合いキヤツトフアイトが始まることはなかった。

「ああ、ごめんごめん。勿もち論ろん、アンタには感謝してるわ。ありがとね」

　上じよう機き嫌げんの葉月はあっさり礼を口にする。

　些いささかつまらなそうなヴィクトリアは、眉をひそめたまま問う。

「ふん……。で、長官殿どのは何の用があって元自室までやって来たのだ？　世間話でもしたいのか？」

「冗じよう談だん、昨日の今日よ。現在進行形で押し寄せる事後処理で、忙いそがしくて堪らないっての」

「なら、わざわざ何のために？」

　すると葉月は分厚い封ふう筒とうを取り出した。

「はいこれ。八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍をしてくれた真祖様へ、心ばかりのプレゼント」

　そう言って長テーブルに置く。

　そしてどうやら本当に忙しいらしく、「じゃあね」の一言でさっさと執務室から退去する。

　何となく取り残された感のある伊吹とヴィクトリアは顔を見合わせる。

「プレゼントって、何だろ？」

「見た感じはそれこそ謝礼といった趣おもむきだが……、吸血鬼を金品で手て懐なずけようとは片腹痛い」

　ヴィクトリアは鼻で笑いつつ、封筒を手に取る。

　しかしその中身は謝礼とは真逆のものだった。

「…………」

「何？」

　ヴィクトリアは無言で封筒を投げ渡す。

　受け取った伊吹が中を覗のぞいてみると、そこには請せい求きゆう書の束があった。

「『諸々の修しゆう繕ぜん費ひは委員会の予算と委員長の給料から引いておくからよろしく』だって」

　同どう封ふうされていたメッセージを伊吹が読み上げる。

　真祖とその眷けん属ぞくの決けつ闘とうの舞ぶ台たいとなった秋葉原の街は、甚大な被害に見舞われた。高層ビルの最上階からでもはっきりと破は壊かいの痕こん跡せきを確認できる。委員会一つにあれの全てを修繕させようとするのなら、来期の予算まで跡あと形かたもなく吹き飛ぶ。

「……あの処女とは一度、正面からやり合う必要があるみたいだな」

　苛いら立だちから椅い子すに拳を叩たたきつけるヴィクトリア。

　しかしその感情をぶつけるべき相手はすでに去った後であり、わざわざ追いかけるのはみっともない。それに、せっかくの勝利の余韻を濁にごらせるのもつまらない話なので、ゆるりと気持ちを落ち着かせる。

　手元のライトノベルは憩いこいの道具としては最適だった。数ページ読み耽ふければ、気軽に自分の世界に没ぼつ入にゆうできる。

　しん、と静まり返る執務室。

　そんな時だった。




「ちょっと待ってください。私へのツッコミはなしですか？」




　声がした。

　伊吹でもヴィクトリアでも葉月でもない、第三者の声が。

「普ふ通つうするでしょ。金きん髪ぱつ美少女吸血鬼が四つん這ばいで涙なみだ目めになってるこんな異常空間にツッコミを入れないで、いつどこで入れるんですか」

　執務室に来客があったわけではない。彼女は初めからそこにいた。

　伊吹の対面に座るヴィクトリアだが、そこにソファは設置されていない。

　しかしヴィクトリアは床ゆかに座るなんて真ま似ねはせず、きちんと椅子に座っている。

「うるさいぞ燦さん。誰だれが発言を許可した」

　その椅子とは佐さ伯えき燦。

　四つん這いにさせた自らの眷属の腰こしに、真祖は全体重を預けている。

「庶しよ務むの貴様は二十四時間営業だ。仕事がない時は家具にでもなってご機き嫌げん取とりに勤いそしめ」

「だから待って下さい。私はいつの間に貴方たち『風紀委員会』の一員になったんですか？　しかも庶務ってそんな……」

　ここで佐伯燦の末路を振ふり返ってみよう。

　身体を内側から八つ裂ざきにされ、神の裁きを想起させる一いち撃げきを食らい、容よう赦しやない吸血に見み舞まわれた。そのまま存在を消しよう滅めつさせられるのかと思いきや、致ち死し量りよう一歩手前でヴィクトリアは突つき入れた牙きばを離はなした。満まん身しん創そう痍いの身み柄がらは捨て置かれるではなく伊吹に投げ渡され、ここ執務室まで運び込まれ──今に至る。

「貴様の違い反はん行こう為いはあまりにも重い。ただ消滅するだけでは生ぬるい。だから貴様がもっとも嫌いやがっていた風紀活動に勤しんでもらう。これからは自らの手で『無限の進化』とやらを取り締しまるのだな」

　ヴィクトリアの決定はひたすらに残ざん酷こくだった。

　燦の志向する吸血鬼の在り方と、特とく殊しゆ能力を規制する『風紀委員会』の活動方針は、真っ向から対立している。そんなところに従事するという現実は、彼女にとって何よりの屈くつ辱じよくであり、何よりの罰ばつ則そくとなる。

「そうだ、特殊薬物拡散の火消しも貴様の担当にしてやろう。この件に関する違反者を百体は始末し、ネットに広まったレシピを裏側はともかく表側からは完全に削さく除じよするまでは、ずっと家具として扱あつかってやるから、そのつもりで」

「非ひ道どい……酷ひどすぎる……」

　真っ白だった燦のブレザーは真っ黒に染め直されている。チェック柄がらのオーバーニーソックスの白部分は赤というこだわりよう。

　規則に定められた吸血鬼に相応ふさわしい服装であり、彼女が『風紀委員会』の一員になった証あかしでもある。『戦力の有効活用』という名目で、司令長官にして特別顧こ問もんである葉月からの許可も得ている。
















「伊吹ぃ……」

　燦は赤あか髪がみの少年に視線を送る。

　吸きゆう血けつ鬼き好きの彼なら何か救いの手を差し伸のべてくれるのではないかと──

「良いね、そういう絶対的な上下関係ってすごく吸血鬼っぽいよ」

　慈いつくしみに溢あふれた豊ほう穣じよう神のごとき表情を浮うかべる伊吹。

「そうだった。こいつはこいつでどうしようもない変態だった……っ！」

　眼鏡の奥の赤眼が赤髪を射い貫ぬく。

「こら、口の利き方には気をつけろ。伊吹は先せん輩ぱいだぞ」

「尻しりを揉もみしだきながら言わないでください！」

　委員長の注意を受けても、燦は攻こう撃げき的な視線を逸そらさない。

　実のところ、ヴィクトリアと燦の命運を分けたのは、伊吹の存在一つだった。

　秋葉原の街での戦せん闘とうは、伊吹が参戦しなければどういう結末を辿たどったかわからない。蘭らん珠じゆ高校での戦闘はそもそも、伊吹の横よこ槍やりさえなければ燦の勝利で終わっていたはずだ。今さらながら、彼の口車に乗った自分の選せん択たくを呪のろう金髪美少女吸血鬼である。

「あのさ燦、そう悲観的にならなくてもいいんじゃないかな？　真祖の傍そばにいられるこの環かん境きようって、捨てたもんじゃないどころか相当贅ぜい沢たくだよ」

　少女の苦く悩のうを理解した上で、伊吹は言う。

「ここで活動をしながら、挑いどみ続ければいいんだよ。『まずは受け入れ、吟ぎん味みした上で否定する』ってヴィクトリアも言ってたでしょ。全てを諦めるには、希望に溢れすぎた台詞せりふだと思うけど？」

「……はっ、いや、いやいや、騙だまされませんよ。もう貴方の言葉は信用しません」

　思わず考え込みそうになって、燦は首を振る。

「昨夜の吸血で、私は改めてこの真祖の眷属にされました。こうなったらもう逆らえない。口で文句を言うのが精々で基本は絶対服従です。こうやって四つん這いになってるのが良い例でしょう。集めに集めた特殊能力だってほぼ全部没ぼつ収しゆうされちゃったし……こんな状態で敵対行動なんて、夢のまた夢ですよ……」

　どんよりとした絶望感が執しつ務む室に漂ただよう。

　眷属として真祖が有する埒らち外がいの再生力の影えい響きようを受けた結果、致ち命めい的てきな重傷は一晩の内に回復した。この現実から導き出されるのは、馬車馬よりもこき使われる未来。それを察すると、どうしても陰いん気きに落ちてしまう。

　そんな椅子少女に、思いもよらない方向から救いの手が伸びる。

「申しん請せい書しよを提出して正式な手続きを踏ふめば、挑ちよう戦せんなどいくらでも受けてやるぞ」

　声の出所は腰の上。彼女を取り締まった当のヴィクトリアだった。

「一応そういったある程度の反抗を見込んで、貴様を引き入れたのだ。違反能力を叩き潰つぶす度たびに吸きゆう血けつ鬼き本来の完成度が証明され、『風紀委員会』の正当性もアピールできるからな」

　読みかけの本を閉じ、ヴィクトリアは真っ直ぐ燦を見み下くだす。

　留とどまることのない上から目線はいっそ真しん摯しだった。新式の特殊能力そのものは規則違反として認めなかったが、自らの眷属の在り方については多少認めてくれたらしい。

「化学実験室で私を追い詰つめた折、吸血鬼の未来、と、ほざいていたな。非の打ち所のない完成形にまだ『先』を見み出いだそうという志向は、私自身は興味がないが──魅み力りよく的であることは確かだろう」

　そのように客観的な物言いもできるヴィクトリアだが、そこはやはりヴィクトリアである。風紀委員長はその観点からも突き放はなす。

「ただし、私に潰されているようでは話にならない。もしも万が一その『先』とやらが本当にあるとするならば、それは完成形であるこの真祖を軽々と超こえて行くもののはずだ。否いや、超えて行くべきだ。故ゆえにこそ中ちゆう途と半はん端ぱは許さない。私に挑む際には、常に瞬しゆん殺さつを旨むねとして当たれ」

「……望むところです」

　消しよう沈ちんしていた燦の瞳ひとみに意気が灯ともる。

　コンプレックスを解消する機会はまだ失われていない。

「とりあえずご要望の火消しを終えたら、早さつ速そく申請書を提出させてもらいます」

「挑戦する理由・動機については小論文形式で五千字以内にまとめること」

　意気に応じてヴィクトリアは腰を上げ、燦を椅子の任から解く。

「了りよう解かいです。昨夜の戦闘では出すタイミングのなかった『天降る光焰は滅びの兆しヘブンズアーク・クライシス』を披ひ露ろうしてやりますので、覚かく悟ごをしておいてください」

「……ツッコミは入れないと心に決めていたが、もう我が慢まんできない。その読み方ネーミングは一体誰が考えてるんだ？　特殊能力の内容よりもまずそこが許せない」

「このセンスを理解できない時点で、貴方はやはり時じ代だい遅おくれの老害なんですよ」

　言い捨てて、燦は執務室から出て行く。

「風紀委員長を年寄り扱いする庶務には、反省文二万字追加だ」

　黒ブレザーの背中を見送ったヴィクトリアは、そのまま伊吹の横に移動し、ソファに腰を下ろそうとする。

　そこに伊吹が目め聡ざとく反応する。

「ヴィクトリア、もしかして満足しちゃってる？　燦を叩き潰した程度で？」

「何？」

　美び貌ぼうが怪け訝げんに眉まゆ根ねを寄せる。

「程度、とは言ってくれる。それなりに大事だったのは貴様とてわかっているはずだ。何しろ、血を吸わせてくれるよう貴様に頼たのみ込むところまで行ったのだぞ？」

「あー……」

　真祖の百年ぶりの吸血の場面を思い出し、伊吹の視線が一いつ瞬しゆんだけ黒セーラーの胸部に吸い寄せられ、すぐに誤ご魔ま化かすように宙空に逃にげる。

「あっ、いや、そんな意識されるとだな……」

　自分から話題に出しておいてヴィクトリアもまた気き恥はずかしくなる。あれは化学実験室での敗北にも匹ひつ敵てきする失態だった。

　約十秒、居い心ごこ地ちが悪い沈ちん黙もくが流れるが、伊吹はここで終わらせず、より詰める。

「ま、まあ、確かに、大変は大変だったけど、あれで満たされてもらっては拍ひよう子し抜ぬけだよ」

「別に今回で『風紀委員会』を畳たたもうとは微み塵じんも思っていない。ただ、いくらか無視できない消しよう耗もうもあるのだから、今日くらい休んでも罰ばちは当たらないだろ」

「その認識はまだまだ甘い。吸血鬼はこんなもんじゃない」

　切り込むように、伊吹は言う。

「今回処理した『強欲派アヴアライス』の他にも、『傲慢派プライド』『暴食派グラトニー』『怠惰派スロウス』『色ラ欲ス派ト』『嫉妬派エンヴイー』『憤ラ怒ー派ス』と、世界にはとんでもない要素が滅め茶ちや苦く茶ちやに散らばってる。ヴィクトリアを追い詰めた燦にしたって、間ま違ちがいなく強力で強大だったけど、あくまで『一角』に過ぎない。それこそ真祖級のバケモノがいつ生まれてもおかしくないのが、吸血鬼ってものだよ」

　聞き捨てならない言葉にヴィクトリアは反論しようとするが、惜おしくも遮さえぎられる。

　唐とう突とつに、高層ビルの最上階まで届く衝しよう撃げき音が響ひびき渡わたったのだ。

　窓の外に目をやって次に認めたのは不可解な赤せき煙えん。秋葉原の一画から濛もう々もうと立ち上るのは、委員会活動の開始を告げる狼煙のろしだった。

　それは燦の手によるものか、それとも敵対者の抵てい抗こうか。

　火消しとは言っても、その過程においては諸々が燃え上がる。束つかの間まの平へい穏おんなど真っ先に灰になる。これより地下に潜もぐっていた吸血鬼たちが追い立てられ、地上に日常ではありえない混乱を持ち込む。

「まったく、退たい屈くつさせてくれないね」

　伊吹はおもむろに立ち上がる。

　無言で真祖に投げかける視線は、燦の捨て台詞よりもずっと挑戦的だった。

「はっ……」

　思わず笑みを漏もらずヴィクトリア。

　無責任な憧あこがれもあったものだが、これに応こたえるのもまた自らの存在意義である。

「貴様の言葉には一理ある、伊吹。だがしかし、正しいのは私だ。私こそが本物なのだからな。委員会活動にて、それを見せつけてやろう」

　下ろしかけた腰こしを正し、ヴィクトリアは伊吹に詰め寄よる。

　牙を剝むいたその表情は恐おそろしくもあり、堪たまらなかった。

「さあ、乱れた風紀を正しに行くぞ」

　吸血鬼。

　彼らと来たら今や何でもあり。存在そのものが風紀の乱れの癖くせに、自ら風紀を正そうと躍やつ起きになる個体すら現れる始末。

　これからも存分に楽しませてくれるだろう。










　　　あとがき




　はじめまして、長は谷せ部べ雄ゆう平へいです。一見何の変へん哲てつもないですが、一応それなりにこだわりがあるペンネームです。




　さて、この度たびは「ジャッジメント／ブラッド」を手に取って頂き誠まことにありがとうございます。

　本作は、昨今の「吸きゆう血けつ鬼きもの」に対して違い和わ感かんを持ったのが発ほつ端たんとなっています。

　血を吸う鬼おに。モンスターとしてはさして珍めずらしくもない特とく徴ちようが名前になっているのに、その実態はありとあらゆる要素の集合体。砕くだいて言ってしまえばごった煮に。

　そんな名前負けならぬ名前勝ち、何でもありの一大ジャンルにどうしてもツッコミを入れたくなったのです。

　ちょっと見み渡わたしてみれば気付きます。異能、恋れん愛あい、歴史、日常、ホラー、カルト、セカイ……その能力を活かし、どんなジャンルにも顔を出しているではありませんか。

　まさしく何でもありです。

　これが自分の目には「乱れている」と映り、ふと風紀委員会というキーワードが頭に浮うかびました。そこからさらに連れん鎖さして生まれたのが委員長、ヴィクトリアです。委員会活動に励はげむ彼女の言動・感情はある種メタ的で、作品世界だけでなく現実世界へも向けられています。

　そんな風紀にうるさい委員長に少しでも感じ入ってくれたなら、作者として嬉うれしい限りです。




　と、あとがきって何を書くべきなんだ、なんて意外と満を持して書き出したのですが、２ページはあっという間でした。




　それでは最後に御お礼れいを。

　初顔合わせに遅ち刻こくした馬ば鹿か野や郎ろうを見捨てず、数々のアドバイスをくださった担当様。

　特別賞に選んでくださった伊い藤とう智とも彦ひこ監かん督とくを初め、審しん査さ員の先生方、編集部の皆みな様さま。

　抜ばつ群ぐんに可愛かわいいイラストで文章に彩いろどりを加えてくれる絵師のビョルチ様。

　数ある中から本作を手に取って頂いた読者様。

　心から、ありがとうございます。








長谷部雄平

●はせべゆうへい



第30回ファンタジア大賞、伊藤智彦特別賞受賞。本作「ジャッジメント／ブラッド」でデビュー。幼少期のトラウマだった吸血鬼を書くことに勝手な巡り合わせを感じている新人作家。これより北国の片隅から赤色成分多めの作品をお届けします。日々の暇潰しの一助となれば幸いです。


















カバー・口絵・本文イラスト／ビョルチ

カバーデザイン／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）










ジャッジメント／ブラッド




真しん祖その帰き還かん








長は谷せ部べ雄ゆう平へい
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